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美しく豊かな自然に恵まれた山陽町には,多 くの埋蔵文化財が残され
ています。近年急激な地域

開発の波は,こ れらの貴重な文化財をつぎつぎに破壊しています。
このような状況のなかで文化財

の保存をどのように図っていくかは,当面する最も重要な課題であり
ます。豊かな環境と伝統文化

の調和のなかに開発が進められるべきであります。

岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともなう,用地内に所在する埋蔵
文化財の発掘調査は,昭

和44年開始以来 7か年余を経過しました。発掘調査報告書は,さ き
に第 1集用木古墳群他・第 2集

便木山遺跡他 0第 3集四辻土墳墓遣跡・四辻古墳群他
。第 6集岩田古墳群他を刊行しましたが,こ

こに,第 4集用木山遺跡他を刊行する運びになりました。

本書は,用木山遺跡 0惣図遺跡・中池遺跡・大久保遺跡
・新宅山遺跡など5遺跡の発掘調査記録

をまとめたもので,用木山遺跡・惣図遺跡は,弥生時代中期の集落遺跡
として注目されたものであ

ります。

限られた期間と,き わめて不備な態勢のもとでの調査で,結果は満足す
べきものではありません

が,現在ではその姿を再び見ることのできないこれらの遺跡を,こ
の報告書によつて充分検討して

ぃただき,歴史の研究と文化財保護のために活用していただければ幸
いです。

この調査にあたり終始ご理解とご援助をいただいた当局なら
びに関係機関の方 ,々ご指導を賜っ

た研究者各位に深 く感謝するとともに,直接この調査を担当された調査団
の皆様に厚くお礼申しあ

げます。

昭 不口524■ 2月

山陽町教育委員会

教育長 平 井 富士雄



例  言

1.本書は,山陽町教育委員会が岡山県の委託を受けて実施した,岡山県営山陽新 住宅市街地開発

事業に伴 う,用地内の埋蔵文化財発掘調査報告書第 4集である。    |         「

2.山陽住宅団地内所在の遺跡数は90遺跡にもおよび,そ のうち54遺跡が発掘調査 の対象とされ ,

昭和44年 10月 1日 から昭和49年 12月 末日までの 5か年余を要して実施された。
‐
したがって調査資

料も花大な量となり,発掘調査報告書は本書18頁の発掘調査報告書作成予定一覧 表に示したよう

に, 6分冊に分割して報告することとした。

3。 今回本書に集録したのは惣図遺跡第 2地点,用木山遺跡を中心に,新宅山遺跡 ,中池遺跡,大

久保遺跡など,弥生時代集落遺跡を集めて編集した。

4.調査の組織は,山陽町,山陽町教育委員会,山陽町文化財保護委員会を主体 と して山陽団地埋

蔵文化財発掘調査委員会を組織した。また直接発掘調査を担当する山陽団地埋蔵 文化財発掘調査

事務所は,山陽町教育委員会が開設した。

5。 発掘調査の諮問機関として,当初は山陽町長委嘱の山陽団地埋蔵文化財保護専 門委員会を設置

して諮問を仰いだが,17」和47年度に,岡山県教育長委嘱の山陽団地埋蔵文化財保 護対策委員会が

設置されたので,以後は専門委員会を解散して,対策委員会に統合して諮問を仰 いだ。

6。 発掘調査ならびに報告書作成に要する諸経費は,すべて岡山県の負担による ものである。

7.本書の執筆および編集はは, 調査員則武忠直, 大田耕一, 国安敏樹, 神原英 朗の討議をもと

に,神原が担当した。

8。 本遺跡をはじめ山V」―団地内所在の遺跡群から出上した多量の分銅形土製品につ いては,奈良県

立考古博物館東潮氏の協力を受け,その成果を寄稿いただいた。また石器の石材 鑑定については

岡山県立福渡高等学校教諭行森政知氏の教示をいただいた。記して謝意を表したい。

9.各遺構の測量および実測とその浄書は,大田,国安が中心となって担当した。
10。 出土遺物の整理・復元作業は,則武,井上節美,神原清子が中心となって行 ない,そ の実測お

よび浄書は大田と国安が担当したが, 出土遺物の実測にあたっては, 当時岡山大学学生であ っ

た,近藤耕一,安川豊史の両君と,仏教大学学生森下大輔君の協力を得た。各分担分については

挿図目次に記名したとおりである。

ll.記録写真の撮影は,遺跡現地は神原,遺物は国安が中心となって担当し,そ の編集は神原が行

なった。

12.本書各実測図に示した方位はすべて磁北である。またレベルの数値は海抜高 で ある。

13.本書21頁 に使用した山陽町遺跡地図は,建設省国土地理院長の承認を得て, 同院発行の 2.5万

分の 1地形図を複製したものである。 (承認番号)昭 51総複 第 1287号。
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山陽団地埋蔵文化財発掘調査概要

1.序  説

・
岡山県赤磐郡山陽町において施行された,岡山県営山陽新住宅市街地開発事業地内の埋蔵文化財

は,そ の量と質ともに当初の予想をはるかに上まわり,最終的には90遺跡にもおよび,そのうち61

遺跡が発掘調査の対象となった。したがって事業地内の発掘調査も大規模となり,岡山県教育委員

会文化課直営の発掘調査団と,岡山県の委託と指導により編成した山陽町教育委員会の発掘調査団

の, 2組の調査団が遺跡を分担して併行実施した。

上記開発事業地内の埋蔵文化財発掘調査を分担することになった山陽町教育委員会は,昭和44年

10月 1日 に山陽団地埋蔵文化財調査委員会と,山陽団地埋蔵文化財発掘調査団を発足させ,諸準備

期間をおいて,同年12月 1日 に用木古墳群第 3号墳から発掘調査を開始,以来 5か年余を要して昭

和49年 12月 末日の三蔵畑遺跡の掘りあげをもって,遺跡現場における発掘調査を一応終了した。そ

の間に山陽町教育委員会が発掘調査した遺跡は,集落llL・ 生産址等 7遺跡,上墳墓・台状墓等 5遺

跡,古墳47基の計59遺跡,延べ発掘調査面積は約65,000だである。そして現在は発掘調査事務所も

用地外へ移転して,発掘調査遺跡の出土遺物や諸記録類の整理作業と,発掘調査報告書の作成に従

事しているのである。

発掘調査報告書の作成は,発掘調

査期間が長期におよび調査遺跡も59

遺跡とその資料も膨大であるため ,

本書 P18表 7の発掘調査報告書作成

予定一覧に示したように, 6分冊に

分割して刊行することにした。

本書はその第 4集である。本書で

は弥生時代集落上である用木山遺跡

および惣図遺跡第 2地点を中心に,

用木第 7号墳と複合する新 宅 山遺

跡,集落址の存否を確認調査 した中

池および大久保地区等の発掘調査結

果をまとめて集録した。なお今次発

掘調査に関する調査経過や文化財保

護行政上の諸問題,ま た周辺地域の

地理的歴史的環境等については,先

に刊行した本発掘調査概報第 1集に

おいて総括 しているので,こ こでは 第 1図 山 陽 町 の 位 置 関

― l一

岡山県 ~り II

0         3okm

係 図



その概要を記すにとどめ,本書に集録 した遺跡の調査記録に重点を置いた。

今次発掘調査にあたり,岡山県教育委員会文化課をはじめ関係各機関から終始指導と協力をいた

だぃた。なかでも事業主体者の岡山県土木部からは,調査の期限や経費をはじめ多大の理解と協力

をいただき,ま た直接の発掘調査の推進にあたっては,山陽団地埋蔵文化財調査委員会に,計画立

案から作業員の確保にいたるまで暖い支援と便宜をいただいた。はじめに記 して厚 く感謝の意を表

したい。

当該地内の埋蔵文化財の保存ならびに発掘調査の専門的諮問機関として,前半を山陽団地埋蔵文

化財調査委員会参与,後半を山陽団地埋蔵文化財保護対策委員会の諸先生にお願いして,終始適切

な指導と叱陀激励をいただいた。さらに研究者や友人からも折にあゝれ暖い教示と励ましを い た だ

き,特 に恩師岡山大学教授近藤義郎先生には常に助言と鞭撻を賜わった。深 く感謝の意 を表 した

い。

出土遺物の整理と実測にあたっては,岡山大学学生近藤耕一・安川豊史の両君と,仏教大学学生

森下大輔君の真摯な助力を得た。さらに新宅山遺跡竪穴式住居llLの焼土面の残留地磁気測定につい

ては,福井大学助教授広岡公夫先生,用 木山遺跡等出上の分銅形土製品については,奈良県立橿原

考古博物館東潮君にお願いしたところ,快諾を得たうえに玉稿をいただいた。ともに厚 くお礼を中

しあげたい。

しかしそれにも増して今次の発掘調査が遂行できたのは,山陽町教育委員会の同僚と発掘調査団

作業員の,一体となった暖い協力と励ましに負うところが大きい。なかでも生業を犠牲にしてまで

も献身的な協力をいただいた,調査員則武忠直氏と作業長阿部政信氏には,筆舌に尽せないほどの

支えとなっていただいた。またこれまで考古学とは無縁であったにもかかわらず研鑽と努 力 を重

ね,測量や実測整図をはじめ諸事にわたって黙々と縁の下の支えとなって くれた,大田耕一,国安

敏樹の若い調査員両君, こうした仲間達に助けられて,は じめてこの調査は成り立ったのである。

明記 して深 く感謝の意を捧げたい。

2.調 査 の 契 機

昭和42年 ,岡山県は県南地区の旺盛な宅地需要に対処するため,低廉でしかも環境の良好な住宅

地を大量かつ早急に供給する目的をもって,大規模な県営住宅団地開発事業を立案した。当初は都

窪郡早島町や総社市等が候補地としてあげられたが,用地買収の難行や埋蔵文化財の保存問題等で

流産した。その後候補地は二転三転して当山陽町の東高月丘陵に決定したのである。昭和38年制定

の新市街地開発法に基づき,昭和44年 6月 11日 ,岡山県営山陽新住宅市街地開発事業として都市計

画決定され,事業面積105.4ヘ クタール,戸数約3,000戸 ,人口約12,000人 の住宅団地開発事業が,

総事業費70億円, 5か年計画で発足 したのである。

住宅団地開発事業地となった山陽町は,岡 山市の北東に隣接する農村である。そこは吉備高原の

南縁と岡山平野との漸移地帯にあたり,旭川と吉井川に挟まれた中間地域である。 したがって当地

は,町 内のほぼ中央を北から南へ貫流する小河川 0砂川流域に拓けた約20b12の埋積平地を中心に ,
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まわりを低い山々で囲まれた盆地となり,ま とまりをもった単位地域を形成している。住宅団地は

この埋積平地の一角に西から東へ大きく張りだした東西約900π ,南北約1,200れ の丘陵群が対象と

なった。当該地は俗に東高月丘陵群と呼ばれ,下市,河本,岩田,和 田,鴨前,熊崎の 6部落にま

たがる地域である。当該地は多くの支谷により複雑に開析されているが,全体としてはなだらかな

低丘陵群を形成し,住宅団地造成用地としては格好の地形的条件を備えた地域である。

その一方において当該地は,国指定史助1両宮山古墳や備前国分寺跡等の後背地にあたり,詳細は

明確でないまでも東高月遺跡群として,多 くの人々から注目されていた地域でもある。しかし住宅

団地開発事業が立案された時点では,昭和40年岡山県教育委員会発行の「岡山県遺跡地図」には,

当該地域内に僅か 9基の古墳が記載されているのみで,事業主体者の岡山県土本部は,その内 4基

を事業用地から除外して,残る5基の古墳ぐらいなら公園緑地などに取り入れて,すべて現状保存

が可能であるとの見地から用地買収を先行した。

昭和43年度になって事業の基本計画がまとめられ,同年秋から岡山県教育委員会と岡山県土本部

の間で,試案に基づく埋蔵文化財の保存協議が開始された。県教育委員会は早速用地内の埋蔵文化

財分布調査を実施した。当時現地は立木が繁り見i重 しもきかず,分布調査としての条件に恵まれな

かったが集落遺跡 2,古墳37の計39遺跡を確認した。県教育委員会は今後立木の伐採や造成工事中

にも,さ らに多くの遺跡が発見される可能性が強いため,当該地における開発事業の中止を申し入

れた。しかし事業主体者の県土本部では,すでに用地買収等資本投下をし,計画も実行段 階 とな

り,他に適地を求め得ないこともあって,当該l也での開発事業の推進を強く要望した。その後数次

にわたる協議と大小 7回におよぶ設計変更などの努力が重ねられた結果,技術的に現状保存困難な

遺跡については,止むなく発掘調査による「記録保存」の処置をとることになり,上記39遺跡は現

状保存21遺跡,発掘調査18遺跡に決定されたのである。

用地内の埋蔵文化財の取扱いについては,岡 山県教育長と岡山県土本部長の間で取り交された,

昭和44年 5月 24日 付,山陽団地の埋蔵文化財取扱いに関する確認事項と,昭不口45年 5月 1日 付の,

山陽団地埋蔵文化財取扱いに関する確認事項細目協議書に基づいて実施することになった。すなわ

ち,発掘調査は原則として集落遺跡の調査を県教委調査団,古墳等墓地遺跡の調査を山陽町教委調

査団が分担することになったのである。

岡山県教委の指定と指導を受け,岡山県の委託事業として,用地内の埋蔵文化財発掘調査を担当

することになった山陽町は,昭和44年 10月 1日 ,山陽団地埋蔵文化財調査委員会と,山陽団地埋蔵

文化財発掘調査団を組織して,同年11月 1日 付で岡山県との間に,山陽団地埋蔵文化財発掘調査第

1次委託契約を締結し,同年12月 1日 ,用木古墳群第 3号墳から発掘調査に着手した。

(資料 1)

山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項

岡山県教育委員会教育長 (以下「甲」という。)お よび岡山県土本部長 (以下「乙」という。)

は,乙の計画する山陽新住宅市街地開発事業 (以下「事業」という。)施行に伴う,埋蔵文化財の
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取扱いについて,次のとおり決める。

(総則 )

第 1条  乙は事業の施行にあたり文化財保護の趣旨を尊重し,甲 は事業施行が円滑に行なえるよう

協力するものとする。

(事業施行前の協議 )

第 2条  甲および乙は事業施行前において次の各号に掲げる項目について,別添図示を 目安 と し

て,可及的すみやかに協議を終了するものとする。

1.事 業区域から除外するもの。

2.事 業区域に含めるが,公園,緑地に取り込むなどにより,保存を図るもの。

3.発掘調査を行なって記録保存するもの

(事業施行中に埋蔵文化財を発見 した場合の協議)               .

第 3条 乙は事業施行中に埋蔵文化財の包蔵地を発見した場合,その取扱いについては,甲 と協議

のうえ措置するものとする。

(発掘調査 )

第 4条  1・ 前 2条の協議の結果,埋蔵文化財の発掘調査は,甲 または甲が指定するものに委託し

て実施する。

2.前 項の発掘調査に要する経費については,甲 ,乙協議のうえ負担区分に応じて負担するもの

とする。

(協議の決定)

第 5条  この確認事項に定めない事項または疑義の生じた事項については,甲 ,乙協議のうえ決定

するものとする。

昭 和 44年 5月 24日

甲 岡山県教育委員会教育長 篠 井 孝 夫 回

乙 岡山県土本部長     高 橋   光 回

(資料 2)

山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項細目協議書

岡山県教育委員会教育長 (以下「 甲」 という。)と 岡山県土本部長 (以下「乙」という。)は ,

昭和44年 5月 24日 付で甲と乙との間で取り決めた山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項 (以下

「確認事項」という。)の実施細目について次のとおり決める。

第1.発 掘調査の実施者 (確認事項第 4条第 1項 )

山陽団地の埋蔵文化財の発掘調査については,原則として古墳の発掘調査は山陽町に委託して実

施することとし,門前池付近弥生遺跡の発掘調査は,甲 が直接実施するものとする。
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響

第2。 発掘調査に要する経費の負担区分 (確認事項第 4条第 2項 )

山陽団地内の埋蔵文化財発掘調査費は,乙において負担す るものとする。ただし山陽町に委託 し

て実施する発掘調査の一般指導旅費は,甲 において負担する。

第3.発掘調査実施計画の作成

山陽団地内の埋蔵文化財の発掘調査を行なう場合,発掘調査実施計画を作成し,甲,乙協議して

発掘調査に必要な事項を定めるものとする。

昭 和 45年 5月 1日

甲 岡山県教育委員会教育長 篠 井 孝 夫 回

乙 岡山県土本部長     佐 藤   昇 回

3.調 査 の 組 織

用地内の埋蔵文化財の発掘調査を分担することになった山陽町は,その受け入れ体制として,町

教委と町文化財保護委員会を中心に関係機関の代表をもって,昭和44年 10月 1日 山陽団地埋蔵文化

財調査委員会を組織して,発掘調査を推進することとした。また直接発掘調査を担当する発掘調査

団は,県教委から派遣された専従調査員を中心に町内在住者で,山陽団地埋蔵文化財発掘調査 団

(昭和47年度以降は山陽団地埋蔵文化財発掘調査事務所)を編成した。

埋蔵文化財発掘委託契約,開発事業の工事工程と調査遺跡の選定や調整,県調査団との連携等,

関係者間の事務的接渉や連絡機関として,県土本部住宅課,県教委文化課,山陽町教委の担当職員

をもって三者協議会を設置した。埋蔵文化財の発掘調査に関する専門的な諮問機関として,当初山

陽町は県内研究者のなかから9名 の諸先生に,山陽団地埋蔵文化財調査委員会参与を委嘱して指導

と助言をいただいた。その後昭和47年度になって,岡山県教育長委嘱の山陽団地埋蔵文化財保護対

策委員会が発足したので,山陽町長委嘱の調査委員会参与は解散して,保護対策委員会に統一して

諮問を仰いだ。

各調査機関の構成員は下記のとおりである。調査期間が長期間におよんだため,調査委員会およ

び調査団の構成員にかなりの変動があった。したがってここでは,本書に集録の用木山遺跡ならび

に惣図遺跡第 2地点の発掘調査に関係した在職者を中心に記名した。全期間にわたっての構成員
に

ついては,先に報告 した第 1集に示しているので参照願いたい。

山陽団地埋蔵文化調査委員会参与

。山陽町長委嘱

。昭和45年 1月 5日 ～昭和47年 5月 1日

今井  尭  (津山市教育委員会主事 )
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岡本 明郎  (岡山県立西大寺高校教諭)

鎌木 義昌 (岡 山理科大学教授)

角田  茂  (瀬戸中学校教諭)

長光 徳和  (岡山県文化センター主任)

西川  宏  (山陽学園教諭)

春成 秀爾  (岡山大学助手)

間壁 忠彦  (倉敷考古館副館長)

三杉 兼行  (甲浦郵便局長)

(ァ ィゥエオ順,職名は昭和45年 1月 委嘱当時
)

山陽団地颯蔵文化財保護対策委員会

。岡山県教育長委嘱

。昭和47年 5月 設置

鎌木 義昌 (Fni山 理科大学教授)

近藤 義郎  (岡山大学教授)

角田  茂  (瀬戸中学校教諭)

土井 秋夫  (瀬戸町文化財保護委員)

西川  宏  (山陽学園教諭)

春成 秀爾  (岡山大学講師)

間壁 忠彦  (倉敷考古館長)

三杉 兼行  (甲浦郵便局長)      。

(ァ ィゥエオ順,職名は昭和47年 5月 委嘱当時)

山陽団地埋蔵文化財調査委員会

。山陽町長委嘱

。昭和44年 10月 1日 設置 (昭和47年10月 1日 現在)

。調査委員長 山陽町教育委員長

。調査副委員長 山陽町文化財保護委員長

月ヽ坂  豊  (町教育委員長)

湯本 堅志  (町教育長)

則武 忠直  (町文化財保護委員長)

阿部 政信  (町文化財保護委員)

岩本  軍  (町文化財保護委員)

花房 長男  (町文化財保護委員)
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本郷  連  (町文化財保護委員)

青井  武  (町議会議長 )

明石  厳  (町議会文教委員長)

生本 正義  (llI助役 )

社 甦二郎  (和 田区長)

横田 民治  (岩田区長 )

山本  寛  (河本区長 )

藤原 和太  (下市区長 )

川藤一二生  (鴨前区長 )

犬飼 正利  (熊崎区長 )
。事務局 花房 清志  (町教委事務局長)

神原 英朗  (町教委指導主事 )

山陽団地埋蔵文化財調査事務所

。山陽町教育委員会設置

。昭和44年 10月 1日 開設  (昭 和47年 10月 1日 現在)

調査事務所長 神原 英朗  (町教委指導主事 )

調  査  員 則武 忠直  (町文化財保護委員長)

″   大田 耕一  (町教委主事 )

″   国安 敏樹  (町教委主事 )

作  業  長 阿部 政信  (町文化財保護委員 )

作 業 長 補 佐 植田  臣 山本  寛            ,

事  務  員 神原 清子 丼上 節美

作  業  員

阿部 良作  井上 三夫  井上 政男  石原 与六  入江 忠一

岩本 竹志  岩本 逸水  植田  岡1  大森  勲  岡本  豊

尾上 弘治  山吹 三一  山本 高男  阿部 茂子  阿部 春恵

阿部美恵子  阿部 芳恵  石原 竹子  丼上  初  岩本 富子

遠藤  操  小倉寿美子  小倉 昌江  鎌田八重子  岸本 雪野

小坂 光子  小坂 弘江  武内千代子  釣井 節子  中務佐登江

平田 時子  社  寿子  社  百枝  社  芳江  山本  栄

山本富美江  横田可奈子  横田 秀子  横田 正子

-7-



4。 調査経過 の概要

岡山県営山陽住宅団地開発事業地内の埋蔵文化財について,関係機関による事前協議 の結 果 ,

「記録保存」 と決定された18遺跡のうち,古墳16羞の発掘調査を分担することになった山陽町は,

町教委を中心に1召和44年 10月 1日 ,山 陽団地埋蔵文化財発掘調査団を編成した。そして同年11月 1

日付で岡山県 と山陽団地埋蔵文化財発掘調査第 1次委託契約を締結,同年12月 1日 ,用 木古墳群第

3号墳から発掘調査を開始 した。

住宅団地造成の本格的な工事着手は昭和45年 10月 からの予定で,は じめはまだ期間的にもかなり

の余裕があり,古墳16基の発掘調査ということで発掘調査団の組織も小規模のため,発掘調査委託

契約 も古墳支群単位で数次に分けて結ぶこととし,約 3か年で終了する予定であった。 したがって

委託契約は発掘調査・整理検討作業・発掘調査報告書作成を 1セ ットとする一期完結型とし,報告

書作成を終えてから次の契約を結ぶという約束であった。 しかし用地内の埋蔵文化財は当初から心

配されていたとおり,工事着工に先立つ樹木の伐採で丘陵地が裸となった時点,開発事業の進行や

遺跡の発掘中など造成工事と発掘調査が進むにつれて,遺跡の量と範囲が著しく増大して,最終的

には生活■ 7,上渡墓・台状墓 6,古墳77の計90遺跡にものぼる遺跡密集地域となった の で あ る

(表 1)。 こうした新発見遺跡の多 くは,当然のことながらすでに開発予定地区に決定された地域

内が多 く,現状保存への設計変更等はきわめて困難である。そのため発掘調査対象遺跡は増大し,

結果的には61跡遺が「記録保存」となって,当該地における埋蔵文化財の保存率をますます低下さ

せることとなった。

用地内の遺跡の増大はそれだけ発掘調査の負担を増大する。「召和45年後半からは住宅団地造成二

事も本格的に開始され,それとの競合 も激しくなる。さらには当初集落l■の発掘調査を担当する予

表 1 山陽団地用地内の遺跡数発見の推移
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定であった県教委発掘調査団は,山陽新幹線および中国縦貫自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財の

発掘調査に手をとられ,全期間にわたっては当該地の発掘調査に携さわれなかった。結果的には集

落址 l遺跡と古墳 1基の発掘調査に終ったのである。そのため,発掘調査対象の61遺跡のうち59遺

跡,約 65,000席 を山陽町教委発掘調査団が実施せざるを得なかった。

開発事業が進行するにつれて工事区も狭められ,発掘調査との競合の度合は厳しいものとなる。

予想をはるかに越える遺跡数の増大と遺跡範囲の拡大は,工期と調査期限の制約から調査中の遺跡

発掘を中断して,工期の急 ぐ調査区へ委託契約に先行して緊急発掘におもむいたり,遺跡現場の掘

りあげを待ち兼ねるようにして,整理作業や報告書の作成を犠牲にしての重複契約など,作業員を

大量動員しての発掘調査に明け暮れる毎日となった。そしてまた庶務的事務量も増大し,作業員の

掌握も大きな負担となる。一方では造成工事に追われ,一方では作業員に追われるという皮肉な結

果となるのである。

遺跡密集地域における大規模開発事業と埋蔵文化財の競合発掘調査は,計画のとおりにはなかな

か進まない。今次発掘調査においても,前半の遺跡群単位の委託契約は,重複契約や未契約遺跡へ

の緊急先行調査などの不合理を生み,それを是正するための昭和47年以降の年間委託契約でも,調

査遺跡の追加変更契約となってその実態は改まらない。当該地域内の遺跡内容の重要性もさること

ながら,文化財の保護行政面からも幾多の問題を提起するものである。これらの諸問題に関しては

反省も含めて,すでに刊行している本発掘調査概報第 1集の「調査経過の総括」にまとめているの

で参照願いたい。

山陽町教育委員会が担当した住宅団地開発事業用地内の埋蔵文化財発掘調査は,昭和49年 12月 末

日の三蔵畑遺跡での掘りあげをもって,遺跡現場における発掘調査を一応終了した。この間に5か

年余の歳月と延べ約35,000人 の労力,約 15,000万円の経費を要し,発掘調査遺跡数59遺跡,延べ発

掘調査面積は約65,000席 におよぶのである。当初の計画からみれば数倍もの事業量となり,発掘調

査期間も約 2年間遅延したことになる。そして岡山県との間に取り交した発掘調査委託契約も,現

在の整理作業ならびに発掘調査報告書作成契約を入れて,前後13回にわたって締結した こ とに な

る。さらに岡山県教育委員会の発掘調査分を加えると,実に61遺跡,延べ発掘調査面積約80,000″

になるのである。委託契約状況および発掘調査遺跡の概要,また出土遺物や発掘調査報告書の作成

計画などについては,表 2～ 7に まとめて表示したも

発掘調査終了後の整理作業ならびに発掘調査報告書の作成については,当初昭和50年 1月 から昭

和51年 3月 までをかけて完了する予定であったが,調査資料の膨大さに加えて周辺遺跡の調査への

出向などもあって,その責を果し得ず,結果としてかなりの遅延を余儀なくされた。そのため事業

主体者である岡山県土本部の理解と協力により,昭和52年度への事業繰り越しの承認と経費的な措

置をいただいたのをはじめ,関係各位に多大の迷惑をおかけした。そしてまた報告書作成が遅れれ

ば遅れるほど記憶は薄れ,調査遺跡は消滅して現地での再検討もできなくなるのである。
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表2.発 掘調査の委託契約一覧

J数11雌劉_整讐
_1_L上J^■i主墜LIど1響

50. 4. ■ 50。  4. 1-51, 3.3■ 8轟灯撃罐‰ 2,800万 円

■3 5■ . 4. 1 51. 4. ■-52. 3.31 同  上 1,130;F円

計 15,635,7万 円 40,285名″ 65,525鷲
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表 3 発掘調査契約期間一覧

表 4 実質発掘調査期間一覧

年

月 1
1

委

託

契

約

①調査準備Al～ A5
⑥ 5.F F7.F8.F9

②A8～ A12

OF ～F3
0せ 72

③ 3 1

,～ E8
県教:
1 0Glo。 |

撃嘗摯碧嘉]Y2手 YF

年

月 1 2 5 1

委

託

契

約

⑤

引 ||
⑨Y読 .Y4.マ 82 83.Y91

⑩ Y .Y92 Y5⑦

l ③012.Y16.B4 Y81
県教委文化課調査団

年

9 ユ 3 4 1 51 6 9 1

委

託

契

約

⑩
―
―
Ｉ

Ｙ

Ｉ
Ｉ
Ｑ .A15 A16

|

11 報告書 分冊
|

古l」t測量

⑫

岬教委文辮」査団嘔
〇内散宇 lよ契約次数

4 5 6 8 19 11 213

発
堀
調
査
期
間

準備

A3
Y3

A3

A5 A12

Ａ「Ｊ叫Ｔ
Ｅ‐

一

C2.C5

11_

6.F7

Ｙ月FI
Y71

‐邸

月 10111 1 2 516 8 1 9 110111112 5

発
堀
調
査
期
間

Y72

G12

Y6
¨
　

一
Ｂ４

Y81.E8

唸 IJ |■巡ｒ
Ｆ

~~~|~丁

I Y91.E10

一

子

“

ち五.↓鵬| |
||||

一 ―

 ll 一



表 5 発掘調査委託契約の遺跡内容一覧

契 約 遺 跡 契 約 時 の 遺 跡 概 要 発 掘 調 査 の 結 果 概 要

①用木古墳群

第 1号墳(Al)
第 2号墳(A2)
第 3号墳(A3)
第 4号墳(A4)
第 5号墳(A3)

(古墳 5基)

①用木古墳群

第8号墳(A8)
第 9号墳(A9)
第10号墳(A10)
第ll号墳(All)
第12号墳(A12)
(古墳 5基)

Al.径30れ ,高さ約3れの円墳
A2.径25π,高さ約2πの円墳
A3,径26π,高さ約 3πの円墳
A4.径25π,高さ約3πの円墳
A3.径1277L,高さ約 lπの円墳

※いずれも内部主体 l～ 2の

円墳 5基

(調査予定面積2000席 )

A8.径14π ,高さ約1.2π の円墳
A9.封土流失,木棺直葬か?
A10。 同上
Al■ .径■4π ,高さ約1.5%の円
墳埴輸片散見。
A12.10X16%の方墳,葺石あ
り。

(調査予定面積
"00″

)

Al。

[‡きLi警::倉ilil][i
A2.223承

[:2ま を重憮基蓋曇β檀
,

A5.暑場詈磐嬬雇息オ聾暑果落警葬号賛
部主体 3を検出。

他に,丘陵尾根稜線巾2π ,総延長約 300
れのトレンチ調観  A7.A8。 A9.A10.A
ユ.A2.AB.AM  80。

め

l:|〔〔業,最]をlI営機みが
食翌:ti書暑番号

'籍

ル業層を重〔壁漂。
A12.彗
岩f8:裏串彙僣実翌空機グ稜詮

A13.葬 L流失,不定形な月ヽ土壊上のみ検

A■4.轟Lなし,土壊3.
※新発見た皇倉謁聾岳籍

を発認弱芦。

①ヤケ池遺跡(Y3)

(予備調査)

①便木山10号墳(G10)

②岩田古墳群
第 3号墳(E3)
第5号墳(E3)
第 6号墳(E6)
第 7号墳(E7)
第 8号墳(E8)

(古墳 6基)

ヤケ池およびその周辺に土器片
散見。集落址の可能性があるた
め,その遺跡状況と遺跡範囲を
確認するための予備調査を行
う。

(調査予定面積 6000イ )

G10.径約12π ,高さ約■97bの
低平な小円墳。

E3.E5.E6.E7.E8.
いずれも,径10～15π ,
高さ l～ 1.5π の小円墳
4基は未掘墳と推定され
る。

Y3-1区 ,巾 lπ,総延長 400πのトレ
ンチ調査

Y3-2区 ,巾 2第,総延長 700mの トレ
ンチ調査
4× 4πグリット計 l■O区の平面
調査

Y3-3区 , 3X3πのグリット計35区の
平面調査

遺跡範囲約4000″ にわたって弥生時代

+雫
包
貪辱脂ぢ奪馨換富鸞襟簿易装ぁ曇

望を出して調査は中断。後県教委文化課

直営による賛奨]霜詈蕃面積 3875″ )
G10.島

,11曇格
"I暑

慣[馨鵞書「壼
E3.20π×18π ,高さ2.5%の方墳 ,葺石
埴輸あり。内部主体は小竪穴式石室

E5.碧
懲ぢ:2基準更慮示重貫

E6. E7.(Y7■)

liう|[襟][[』貫菖暮‖il,
ピット2を検出。

(実質調査面積 4450痛 )

列墳
室
方
石
の
式

(調査予定面積2000″ )
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契 約 遺 跡  1 契 約 時 の 遺 跡 概 要

①四辻古墳群

第■号墳(F■ )
第 2号墳(F2)
第 3号墳(F3)

(古墳 3基)

①四辻古墳群
第 5号墳(F5)
第 6号墳(F6)
第 7号墳(F7)
第 8号墳(F8)
第 9号墳(F9)

(古墳 5基 )

①惣図遺跡第 2地点
(Y72)

①便木山方形台状墓
(G■2)

②大久保遺跡(Y6)

③宮山4号墳(B4)
④用木山遺跡
第 1地点(Y81)

Fl.径16れ ,高さ約 277bの円墳
墳中央に小盗掘壊あるも主
体に達していないもよう。

F2.径10m高さ lπほどの低平
なイヽ円墳中破されている。

F3.径 13m高さ■.5πの円墳墳
頂部は盗掘され,箱式石棺
露呈。
(調査予定面積10oO硝 )

F5～ F9
径8.5～ 15π 高 さ0.8～■.5

πの小円墳 5基とそれと関
係する墳外周辺部について

発掘調査する。

(調査予定面積 2000〆 )

発 掘 調 査 の 結 果 概 要

Y72:丘 1唆頂から斜面にかけて広がる弥生
中期の集落址である40m X105%の
遺跡範囲に計30戸の竪穴式住居址と
ピット3,土器溜り4を検出

E6.同上調査中に発見された横穴式石室
残骸 l基である。

(実質調査面積 4000イ )

百ヨ～
]:讐:[:[:曾::li[li'籍醤算普絵上戻慮諾爺呈繰ワ警聟奢,
土墳墓壇諫
il争憾像勇壼濫F鼈磐

I::][:

弥生住
;声彗量:3暑撃[場ti:芦ζ需
範囲の追求

運聾書調査面積 2900″ )

Y72.造成工事中にY7■に隣接

i]:31暑警阜修lii
曇♭雷発苦訂蒙雪義性言な
負調査予定面積 4000鷲 )

G12.工事により上疲を切断発
見
G10に続く上壌墓遺跡の可
能性があるため,調査を行
う

(300鷲 )
Y6 丘陵一帯に弥生および土
師器片散見,さ らに丘陵端
部に■6π X19れの方形台状
墓らしい高まりがある。集
落址および墓地遺跡の可能
性が大である。

(1200イ )
B4 径15π ,高さ 1.5mの円
墳流土および土取りで一部
を損壊内部主体不明

(300鷲 )
Y81 文化課が調査契約をして
いた集落址であるが,その
肩替り調査とりあえず工事
を急ぐ山頂部 300″を本年
度調査対象とする。

(300鷲 )

妻筆iぶ骨會lξ』i[:警l奮営
::Ltti筵:躙
とも重なる。

(実質調査面積 500イ )

撃里雪暴れな稔生曇奄性60鳥日騒逓
3を発見
 (実質調査面積 ■500″ )
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契約 契 約 遺 跡 契 約時 の 道 跡 概 要

(調査予定面積 3100″)

発 掘 調 査 の 結 果 概 要

E8 Y81調査区内において発見された横
穴式石室,天丼石は持ち去られてい
るが,床面部はほぼ完存,5体以上の
埋葬が確認され,出土遺4勿も多い。

(実質調査面積 4000イ )

①用木直l遺跡
第 1地点(Y81)

②中池遺跡  (Y4)

③用木山遺跡
第2.3地点(Y82)

(Y83)
④さくら山遺跡
第 1地点(Y91)

(調査事務所移転)

①愛宕山遺跡
第■地点(Y84)

②愛宕山古墳群
第■号墳(Dl)
第 2号墳(D2)
第 3号墳(D3)

③さくら山遺跡
第 2地点(Y92)

④東山遺跡  (Y5)

⑤用木山遺跡
第 2地点(Y82)

Y81-Y83
丘陵頂から丘陵尾根および,

傾斜面一帯に広がる弥生集落
址,遺跡範囲は55π X 350π
面積約20,000イのうち,本年
度約4000イの調査を行なう。

Y4 中,也を含む谷にのぞむJヽ
谷口に広がる弥生散布地の調

査約1000″

Y91 径■2れ ,高さ約lπ程度
の円墳,(さ くら山1号墳 J
■)および,丘陵頂部に集落
址が存在する可能性がある。

ぶりl185η

`
イ也に調査事務所を第 7工区P電
前池南西に移転する。

(調査予定面積 6185鷲 )

Y84愛宕山山頂部から南面す
る傾斜面一帯に弥生集落址の

広がる可能性があるため調査
を行なう。
本年約30007rrを 調査対象 とす
る。
D■ ～D3
丘陵尾根に直列状に連らなる

低平な小円墳 3基,いずれも
径12～ 20れ
Y92 緩やかに下降する丘陵尾
根に広がる弥生集落址。約
7500イの遺跡範囲のうち3300

″を発掘調査の予定。当該地
には,径1577b高さ 2れ の円
墳,岩田 l号墳(El)が存在
する。すでに盗掘され内部主

体は完全破壊されているが古

墳も調査対象に含まれる。
Y5 工事による削平で,竪穴
住居址断面が露呈,緊急を要
するため契約変更をして調査
~J~る
。         2000″

Y82 第 9次契約であるが,本
年度繰り越しとなったもの。

(調査予定面積 6300痛 )

Y81 用木山上部を前年に引き続いて調査。
弥生住居址20戸 ,後期古墳(E8)■
基古墳時代土墳墓3,奈良時代蔵骨
器 l等の複合遺跡となる

(S48年 1500″ )

Y82 2π巾,総延長 260π の トレンチと
5π×6第グリット162区設営発掘,
工事の都合でしばしば中断調査区移

動のため本年度未完,40グ リットと
トレンチ調査のみ   (1520″ )

Y83 _丘陵尾根60%× 120π が遺跡範囲
弥生集落址である。 5ηし×5%グ リ
ット196区画を設営全面発掘。竪穴

住居址30戸 ,横穴式石室残骸 3基
(E9.E ll.E12)古墳時代土壊墓
5基平安時代建物址 1を発見調査

(4900″ )

Y91 さくら山山頂の遺跡,方 形台状墓
(Jl)1基と,弥生住居址10戸 ,
ビット7,上器溜り2を検出調査

(1500″ )

Y4 巾277総延長 180れのトレンチと,
5mX5πグリット20区画を設営発
掘調査.流上による埋積著しく,若
千の弥生土器および須恵器片を採集

するも遺構検出できず  (680イ )
(実質調査面積 10100″ )

Y82 前年度よりの繰り越し調査 5π×5
れグリット152区画全面発掘。急斜

現侯臆ぞ埜警書緊とあ量天程馨猛県́
あり,その単位集団llグループが集

轟番「霊夕労盛夢鳥6`書恵種態整普
ピット4柱穴群 2,古墳時代土壊墓
5,横穴式石室残骸 (E13)1基を
発見          (3800イ )

Y84 5π X5mグ リット 360区画を設営
全面発掘。弥生住居址30戸, ピット

皇乞募椛

'岱

轟響奮L与響曇響尭賛
調査する。      (9750イ )

E14 天丼石はすべて持ち去られていた

雀を益警讐籍羹百発奢量そ「傑薔盤
葬施設は完存,木棺9の 他土器約
200点等,冨1葬遺物が豊富である。
Y5 弥生集落■,工事により大半を削平
残存部1500硝調査,竪穴住居力L6,
土鍍墓 2,上器溜り3を検出調査す
る。

Dl～D3 古墳と思ったが台状墓 2およ
び弥生中期末の大土壊墓群, 230土
装を検出したが本年度未完

Y92 :駒言管鳥夕守り:0328ぽ書ii:疑讐
するもY84調査のため中断し未完本
年30区画750イのみ発掘

(実質調査面積 15800イ )
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契 約 遺 跡

①愛宕山遺跡
第 2地点(Y85)
第 3地点(Y86)

②用木古墳群
第7号墳(A7)
第15号墳(A15)
第■6号墳(A16)

③新宅山遺跡 (Y10)

④三蔵畑遺跡 (Y ll)

⑤現状保存古墳
29基の外形測量

⑤調査事務所の
用地外移転

⑦出土遺物等資料
整理と報告書
第 1分冊作成

。出土遺物整理

。報告書作成第 6集

。出土遺物等整理

。報告書作成第 4・ 5集

契約 時 の 遺 跡 概 要

Y85 丘陵頂から尾根支脈一帯
に広力iる弥生中期末の上壊墓

群
(1000″ )

Y86地形的にみて,愛宕山か
ら北にのびる尾根およびその

東斜面に弥生集落址の広がる

可育レ性があるため,調査対象
となる。

(3000イ )

A7.15.16.
A7は全長25π の前方後 円
墳,または台状墓,A■5.A
16は径10π前後の低平 な円

墳。いずれも未掘墳と思われ

る。
(500ガ )

Y10用木 7,■ 5号墳の立地す
る丘陵で弥生上器片散見。集

落九Lの可能性あるため調査対

象となる。
(500″ )

Yll Y10調査中に谷に向けて
おろしたトレンチ調査によっ
て発見された平安 j明遺構,土
師生産址の可能性が あるた
め,追加契約となる。

(700″ )

⑤～⑥については略

(調査予定面積5700″ )

。出土遺物及諸記録類整理作業

。報告書作成

。出土遺物及諸記録類整理作業

。報告書作成

発 掘 調 査 の 結 果 概 要

Y92 前年度に引き続く調査,5筋 ×5π
グリット 210区画,5250イの調査範
囲から弥生中期末住居址llグループ

49戸,ピ ット13,土装1,古墳時代
土墳墓3,岩田 1号墳 (E■ )等を
検出調査
E■号墳は,径1777bの 円墳,内部主
体は完全破壊,土師質陶棺を埋納す
る横穴式石室と推定,周浬をもち,

僣菅生機璽雀Pl埜晶薦続箇警最麗
目された。

Y85 前年に引き続く調査。丘陵頂に検出
さオ■た2301上渡のイ也に, さらにJLに
のびる丘陵尾根に60土旋を発見,計
約300基にのぼる弥生中期末の大土

城墓群となった。
Dl～ D7,Y84,Y86の 調査の際に新ら
たに発見されたものも含めて,計 7
基の方形台状墓ぅいずれも一辺10%
内外によって区画されており,内部
主体は木棺直葬, 1～ 2を もつ。古
式上師を併出する。

Y86.北にのびる丘陵の東斜面に広がる弥
生集落址。約2000術の遺跡である。

竪穴住居址14,ピ ット約20,土壊墓
7,および平安期八稜鏡を埋納する
土壊基■を発見した。

A7.1277b X16π , 高さ ■.277tの 方墳,内
部主体は木棺直葬,葺石をもつ。墳
外周辺に 6土壊墓検出。

A15.径■0筋の小円墳。外部施設なし。内
部主体木棺直葬。

A16.封上流失,盗掘され,蓋石を持ち去
られた箱式石棺を発見。

Y10.A7,A■ 5号墳周辺の丘陵尾根で発
見された弥生集落,竪穴住居址 4,
ピット2を検出調査

Yll.小 さな谷斜面の一画に平坦部を作っ
た,平安期の土師器を製作 した窯
ぬL。 窯本体の他,灰原,粘 土 撹伴
槽,作業小屋らしい柱穴址等を検出
調査した。

・ 保存古墳の外形測量
用地内に現状保存される古墳29基の

外形測量を行なった。

・ 報告書第 1分冊作成と出土遺物整理作業
。調査事務所を用地外へ移転 G日西山小学

校跡地へ)

(実質調査面積 10,300″ )



契:約 時 の

門前池西方遺跡

。門前池西方遺跡

・便木山第 7号墳

Fl前池西方遺跡のうち,山陽
団地中央幹線道路予定地に弥

生土器および須恵器片の散布

する小谷の谷奥部 (第 1地
点),谷部 (第 2地点),谷
口部 (第 3地点)の発掘調査
を行ない,遺構の検出ならび
に記録を作成する。

X調査予定面積約300077f

X調査期間
S46.6.1-S47.1.31.

。門前池西方遺跡

門前池西方遺跡 (元ヤケ池

遺跡,門前池遺跡)約 60,000

イのうち,谷水田部はトレ
ンチによる試掘によって遺

構存否の確認調査。

舌状台地部約6000イについ

ては全面発掘による記録保

存調査を行なう。
。便木山第 7号墳

全面発掘を行なう。舌状台

地に複合する小古墳 であ

る。すでに盗掘にあい大破

しているが,埴輪の囲続が
知られている。

※今回調査予定7000″

※調査期間

S48,8.1～ S49.12月 末日

第■地点

谷頭部1500イの遺跡範囲に弥生後期

および古墳時代 (5C)の竪穴住居
址21.土器溜り2を検出。

第 2地点

丘陵裾から狭い谷部にかけて, 約

3,200術 の遺跡範囲。弥生時代竪穴

住居址39.土墳16.llll列 2.お よび平安

時代巨大建物址 5棟検出。

第3地点

門前池堤防下の谷頭部,1300″ 発

掘。弥生時代竪穴住居址 2,奈良時
代と思われる瓦溜 1,北に1燐接する
丘陵平坦部に寺院址の立地する可能

性あり。

(5950イ)

門前池西方遺跡
。第 1～ 3地点

谷水田部トレンチ調査による遺構確

認珈査。第 2地点に弥生時代溝遺構

3,第 3地点に弥生住居址 2,平安
時代溝遺構 2,他に杭列 1を検出し
た。 トレンチ発掘面積は1,000″ で

ある。

。第 4地点

舌状台地部6,400術を全面発掘の結

果,弥生時代竪穴住居址27,土墳12,

歴史時代建物2の他,鍛冶炉 1を発
見した。

。便木山第 7号墳
盗掘およびその後の開墾等で大破さ

れ,封土の大半は削平されており,
内部主体もすでに消失していた。地

山に掘られた周濠が遺存し,も と本

古墳は推長20.5π程度の帆立員式の

前方後円墳であったことが判明 し

た。須恵質埴輪を有し,墳丘基底部
で,小組合せ式石棺 1を検出した。

(7,420″)

※ 県調査団発掘調査による,門前池西方遺跡の調査報告はS50年 3月 県教委刊行。
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表 6.山 陽団地埋蔵文化財発掘調査出土遺物一覧 (町教委調査分)

時生弥 代 土  遺  物
古 代 以 降 出 土 遺 物

石 土 器 ・ 土 製 品

石    槍

石  庖  丁

蛤 匁 石 斧

扁平片双石斧

柱 状 石 斧

環 状 石 斧

打製不定形石斧

石    匙

石    棒

描 石 等 叩 石

砥    石
石器片,サヌカ
イト剥片

銅    鏡

銅    鏃

銅    鈴

環 頭 太 刀

鉄    刀

鉄    剣

鉄    鉾

鉄    斧

鉄    鏃

鉄    鎌

鈍

鉄  の  み

刀    子

鉄 製 紡 錘 車

馬    具

33デ簑

286″

99″

15″

13″

4″

24″

6″

1750″

19″

21″

l″

108″

79″

整理箱 21箱

暑器          子卦

手づ くね土 器

分銅型土製品

水鳥形土製 品

紡  錘  車

土 玉・土 錘

上  器  片

28点

21″

12″

6″

15″

10″

55″

1″

■9″

6″

整理箱 1027箱

火葬蔵骨器

備前焼土器棺

古    銭

瑞花八稜鏡

白   磁

灯  明 皿

婉

白磁・緑紬片等

上 鍋 片 等

銅    帯

土  器  片

鉄  器  類

高    杯

台  付  邦

盤

装飾子持土器

魅

提    瓶

横    91E

平    瓶

須 恵 器 片

陶    棺

紡  錘  車

鉄  さ い

諸 サ ンプル

5

■

■

68

■

2

22

10

約50片

整理箱 20箱

■

整理箱 20箱

若    千

器

32点

190″

15″

6″

2″

2″

7″

■4″

2″

8″

整理箱 6箱

3

2

整理箱 3箱

整理箱 9箱

甕
　
妻霊

一喬 鍬鉄

鏃
　
錐
　
錘

石

石

石

遺一

一
器

‐
金   属 須

一
壺

杯

9点

45″

■″

2″

10″

21″

4″

12″

179″

5″

12″

1″

35″

ll″

4″

約 300本

炭化植物(桃等)

炭化木材
サンプル

装

金    環

勾     玉

管    玉

そ の 他 玉 類

櫛

土   師

増

鉢

高    杯

盤

郊

円 筒 埴 輸

人物埴輪(頭部)

家 型 埴 輪

埴  輪  片

土 師 器 片

整理箱 2箱

整理箱 7箱

土

具

32点

24″

55″

1812″

■″

器

■0メ気

2″

3″

15″

7″

6″

■″

■″

整理箱 14箱

整理箱 5箱

そ の   他

釘鉄

(整理箱は63X40× 15m,セ キスイコンテナを使用)
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次年成名跡遺録

集

。調 査 経 過 の 総 括

・ 山 陽 町 の 地 理 的,歴 史 的 環 境

。用 木 古 墳 群 15基

。現 状 保 存 遺 跡 の 概 要

。便 木 山 遺 跡

。惣 図 遺 跡 第 ■地 点

。岩 田 古 墳 群 第 3・ 5号 墳 2基

昭 和 49 年 度

昭 和 50年 3月 刊

昭 和 47年 度

昭和 47年 7月 刊ウ曽   2 集

表 7 発掘調査報告書作成予定一覧

( )内年月は刊行予定年月である。

集

。四 辻 土 j/」Fi墓 遺 跡

。四 辻 古 墳 群 7基

。四 辻 方 形 台 状 墓

。便 木 山 方 形 台 状 墓

。さ く ら 山 方 形 台 状 墓

。宮 山 第 4号 墳 ・ 台 状 墓

。用 木 山 遺 跡

。惣 図 遺 跡 第 2地 点

。中 池 遺 跡

。大 久 保 遺 跡

。新 宅 山 遺 跡

。さ く ら 山 遺 跡

。愛 宕 山 遺 跡
。愛 宕 山 土 壌 墓 遺 跡

。愛 宕 山 古 墳 群  9基

。岩 田 古 墳 群  9基
。野 山 古 墳 群  2基
。三 蔵 畑 遺 跡

。古 墳 時 代 。平 安 時 代 土 壌 墓

。門 前 池 西 方 遺 跡

。便 木 山 古 墳 群 第 7号 墳

昭 和 47年 度

昭和侶年 3月 刊

昭 和 51年 度

昭和 51年 12月 刊

昭 和 51年 度

(昭 和 52年 3月 )

昭 和 50年 度

昭和 51年 3月 刊

昭和 50年 3月 刊

集

舅げ   5 集

第  6 集

県教育委員会

報  告  書
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5。 地 理 的 歴 史 的 環 境

山陽町は岡山市の北東部に隣接する農村である。周囲を低い山々に囲まれ,その中央を北から南

へ貫流する砂川流域に拓けた,約 20km2の埋積平地を中心に成立している。当地は旭川と吉井り||の

中間部に位置し,吉備高原の南縁から岡山平野への漸移地帯にあたる。砂川を下‖1の 畑戸猫]・からさ

かのぼると,船廻りで狭俗な谷となる。そこから北は急に開けた広々とした1え地となり,ま わりを

山々で囲まれた盆地となっている。したがってこの地に入るには狭い谷をi通 るか,峠 i迫をたどって

山越えを余儀なくされる。盆地を中心に他地域とへだてられ,一つのまとまりをもった単位地域を

形成しているのである。

盆地を取り囲む山々はそのほとんどが風化の進みやすい花岡岩地質で形成され,複雑に開析され

て巾狭な馬の背尾根となっているが,そ の稜線はなだらかで山頂近 くまで開畑されて,果樹閉や放

牧場となっている所が多い。 しかし谷に面した側斜面は山麓まで概して急傾斜で,松林あるいは雑

木林となっている。少ない雨量と地形的な制約からか,浸蝕谷の入口を塞いだ農業用貯水池の分布

が目立つ。当地は気候も温暖で風水害も少なく,盆地内には 4か所にのぼる条里制の跡が残ること

が物語るように,古 くより肥沃な耕地に恵まれ緑豊かな農村であった。今次開発事業が計 lllliさ れ る

前の昭和44年には,人 口約8,000人 ,2,000世帯の人々が,山麓や台地,谷ぶところや砂川の自然堤

防上など,26部落に分れて生活を営んでいた。兼業化が進んだとはいえ農家比率は70%を越え,米

作と果樹栽培を中心とした純農村的な色彩の強い田]・であった。

山陽町は埋蔵文化財の分布密度が高い。昭和50年 3月 末現在での確認遺跡数は 225遺 跡 にお よ

ぶ。南方前池遺跡 (図 2-219)をはじめ,吉原 l号～ 3号古墳 (145～ 147),唐臼古墳 (165),

大阪古墳 (130)な ど,か って研究者によって発掘調査されている。また国指定史跡で周濠に水 を

湛え,均整のとれた全長192れ の前方後円墳両官山古墳 (16)を中心とした,森山,廻 り山, 茶 日

山,小山,朱千駄の 100π級の巨大古墳群は,近 くにある備前国分寺 (19)同国分尼寺 (18)瀬戸

町観音寺丸山古墳 (B)岡 山市牟佐大塚古墳 (A)な どと共に,多 くの研究者や一般の人たちも見

学に訪れ著名である。町内の遺跡の大部分は,弥生時代中期から古墳n寺代にかけての所産に集中す

るが,縄文時代晩期の南方前池遺跡,時代を降って備前国分寺跡や条里制遺構なども存在する。砂

川水系に拓けた一盆地の単位地域内において,組文時代晩期から律令国家成立にいたるまでの各時

代の遺跡資料を,順を追って見ることのできる地域である。

町内所在の遺跡分布については,本調奪lll報第 1集の地理的歴史的環境の稿で詳述し, 2万 5千

分の 1地形図に通し番号を付した遺跡地図と,個 々の遺跡の概要を記した遺跡一覧を掲載している

ので参照願うこととして,こ こでは,そ の遺跡地図の再録と,遺跡についてのその概要を記す にと

どめたい。

当町内最古の遺跡は,埋積平地南縁の山裾に所在する組文晩期の南方前池遺跡 (図 2…219)で

ある。前池と呼ばれる池底で発見挙れた,縄文時代晩期から弥生時代にかけての遺跡であ
るが,な

かでも縄文時代晩期の食物貯蔵穴が多数発見され著名である。また埋積平地のほぼ中央部,砂川自

然提防の東にあたる山陽小学校敷地に,遠賀川式上器をともなう弥生時代前期の集落
址 (190)力ゞ
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存在する。

埋積平地を取り甲む丘陵の斜面から,山麓台地一帯にかけての広い範囲にわたって,弥生時代中

期から奈良・平安期にかけての上器片の散布や集落l■が発見されている。これらの遺跡は概して,

弥生時代中期中葉から後期初頭へかけてのものが,谷頭に面した丘陵尾根や斜面の高所に集中し,

弥生時代後期以降は山麓部などの平地との接する部分に集中する。こうした谷口や山麓部の徴高地

の集落址は広い範囲にわたるものが多く,大きいものでは遺跡範囲が60,000席 におよぶ ものがあ

る。なかでも,岩 田大池遺跡 (107),門前池遺跡 (113),熊崎遺跡 (l17)な どは顕著である。

古墳をはじめ墳墓の分布も密度が高い。平地の一角と,ま わりを取り囲む山々の麓や,そ こから

のびる小丘陵の上に大小多数の古墳が分布する。

平地の南西部には,両官山古墳 (16)を中心とする大型の前方後円墳 5基が,水田中や山麓に所

在する。両宮山古墳の後背地でもあり,今次住宅団地開発事業が行なわれている東高月丘陵群 に

は,四辻上壊墓遺跡 (100)をはじめ,宮山方形台状墓 (103),さ くら山方形台状墓 (104)な

ど,弥生時代後半期を中心とした土墳墓・台状墓 6遺跡と,それに引き続く用木古墳群 (38～ 53)

等 8支群77基の古墳が所在する。これらの古墳は,当地域における初現的なものから,横穴式石室

を内部主体とする岩田古墳群に至るまで,古墳時代金期間を通して,順を追って見ることのできる

古墳群である。

町内北西部西山地区を中心とした地域は,一部隣町の赤坂町にまたがるが,前方後円墳 5底を含

む方墳・円墳約40基からなる西山古墳群を構成している。内部主体も土城,粘土椰,上器棺,箱式

石棺,横穴式石室。また陶棺も土師質,須恵質とバラェテイに富んでいる。 中で も吉原 6号 墳

(150)は近年盗掘被害を受けた前方後円墳であるが,青鋼鏡 2面を出土,また鳥取上高 塚 (C)

は,前方後円墳で巨大な横穴式石室を有し,両宮山古墳の西方約 3 kmに 所在する牟佐大塚古墳(A)

の横穴式石室 (全長18π )と の対比の上で興味深い。

砂川東岸の東部地区には,約 40基の小形古墳が存在するが,前 2区に比べて,大形首長の系列が

見られない。全体としてまとまりをもたず,小谷単位の数基程度の支群を構成しながら分散してい

る。なおこの地区には, 6世紀中葉を限って須恵器生産がなされたと思われる別所窯址 (206)が

存在する。

この地域は,旧山陽道の通過地にもあたり,埋積平地の西端部岡山市に通じる谷あいに,高月馬

屋の地名が残る。両官山古墳の西に接するようにして備前国分寺跡 (19)が ある。昨春保存を目的

とした寺域確認のための発掘調査が行なわれ,方 600尺の寺域と南北中軸線上に直列する南門, 中

門,金堂,講堂,それに中間の東に塔址などの主要伽藍と,僧房などの配置や規模構造をほぼ確認

できた。現在は国指定史跡となり,も との水田面下に現状保存されている。国分寺跡の南約 200π

の仁王堂池に,か って備前国分尼寺 (18)が建立されていたと伝えられ,今も池底に礎石が残り,

瓦片が散見される。またこの埋積平地のほぼ全域にわたって条里 (21・ 166)が敷かれ,現在 も整

然とした地割のようすをよくとどめている。山陽団地内の発掘調査においても,門前池西方遺跡

(113)で ,平安期の巨大建物群,谷口で奈良期の瓦が発見され,官衛址および寺院llLの存在が間

題となった。また三蔵畑遺跡 (112)では,鎌倉期の上師:器を製作した古窯址を含む工房が発見さ
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れたが,いずれも開発事業によって削平埋没したのは惜しまれる。

砂川流域にひらけた埋積平地を中心として成立する山陽町は,以上のように,縄文時代晩期から

古代国家成立期までの,各時代の資料を一か所で順を追って見ることのできる地域である。弥生時

代の多くの遺跡や用木古墳群などを母体として,両宮山古墳や備前国分寺に代表される,東吉備の

国における政治的,経済的な中心地であったと考えられる。

6.用 地内の埋蔵文化財

住宅団地開発事業用地内の埋蔵文化財の質と量は,当初の予想をはるかに上まわる密度であった

ことは,すでに繰り返し述べてきた。そして最終的には用地内遺跡分布図および用地内遺跡一覧表

に示すごとく,集落遺跡 7,土 Irt墓 。台状墓 6,古墳77の総数90遺跡となったのである。

用木山遺跡 (110)や 惣図遺跡 (109)の ように,標高60π から90%の高所の丘陵尾根や斜面など

に所在する集落llLは ,弥生時代中期中葉から後期初頭までの,比較的短期間の時期を限ってのもの

である。これに対 して岩田大池遺跡 (107)や 門前池西方遺跡 (113)の ように,丘陵裾や谷日の埋

積平地と接する集落は,主として弥生時代後期から始まり,後の古墳・奈良・平安時代へと引き続

いて営なまれ,遺跡範囲も大規模なものが多い。

上墳墓を中心とした墳墓遺跡は,71土壊・ 3土器棺で構成される弥生時代中期中業から後期初頭

の四辻土壊墓遺跡 (100)を はじめ,約 300土族墓で構成される弥生時代中期末を中心とする愛宕山

土壊墓遺跡 (106),弥生時代後期初頭の宮山方形台状墓 (103),弥生時代後期末の便木山方形台

状墓 (102),41土装, 6土器棺で構成される酒津式併行期の便木山遺跡 (101),正泊 6層併行期

と思われる愛宕山方形台状墓群 (55～ 62)等,各時期にわたる遺跡が存在し,定形化直前の初現的

な古墳,用木古墳群への橋渡しとなるものである。

古墳の分布は,Fl前池および中池を含む谷水田を抱きかかえるようにのびる,丘陵尾根稜線にそ

の大部分は集中する。門前池東方の官山古墳群 6基 ,愛宕山古墳群 9基,用木古墳群16基 ,野山古

墳群13基,四辻古墳群 7基 ,便木山墳群10基がそれである。この他用木山南斜面の横穴式石室墳 9

基を含む岩田古墳群14基,さ くら山古墳群 2基の計77基が所在する。これらの古墳は用木古墳群に

代表されるように,前期古墳の特徴をもつものが圧倒的で,かつ未掘墳が多く保存度も良好であっ

たことが特筆される。

そのほか,集落遺跡の発掘調査中など,丘陵表上を広範囲に剥土調査を行なった関係から,古墳

時代から鎌倉期にかけての上壊墓や土器棺 (蔵骨器),平安時代の巨大建物群,鎌倉時代の上師器

古窯址などが検出され注目された。
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○印は 現状保存古墳

鬱印は 発掘調査古墳
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惣 図 遺 跡 第 2地 点

第 1章 序 説

惣図遺跡第 2地点(略記号Y72)は ,岡山県赤磐劉
`山

陽町河本字石江107番地の丘陵上に所在するo

弥生時代申期後半の竪穴式住居址群を中心とした集落遺跡である。遺跡は今次岡山県営山陽新住宅

市街地開発事業用地となった,東高月丘陵群のほぽ中央部に位置する用木山の,丘陵頂に近い南面

した浅い谷懐状の傾斜地に立地している。さきに本発掘調査概報第 2集で報告した,惣図遺跡 (Y

71)のすぐ北東部に連続して隣接し,本来この両遺跡は合せて一集落を構成するものと考えられる

(図 4～ 8)。

本遺跡は開発事業着工に先だつ事前の埋蔵文化財分布調査では,その存在を確認することができ

なかったゥ昭和46年 5月 6日 から当該地の宅地造成工事が開始され,丘陵表土層をブィンドーザで削

平剥土中に,その削平面に弥生式上器片を含む暗灰黒色の有機上層が検出され,本遺跡発見の端緒

となったのである。このことは,当時惣図遺跡 (後の惣図遺跡第 1地点)を発掘調査していた,山

陽町教育委員会が5月 12日 にそれに気づき,早速,工事中の新発見遺跡として,造成工事の一時中

Jllと ,早急な遺跡保存協議の開催を各藤1係者に要請した。

工事はその日のうちに中止され,翌 5月 13日 には現地において,事業主体者の岡山県土本部住宅

課,文化財担当課の岡山県教育委員会文化調1,それに山陽町教育委員会の三者による保存協議が行

なわれた。しかし,現地は工事中新発見のため重機械による削平と蹂躙および撹乱で荒 れ が著 し

く,現状では弥生時代の集落l■ と推察できるものの,その詳細については明らかにすることができ

ない状態であった。したがってその日は結論をだすことは避け,と りあえず遺跡の範囲と遺存状況 ,

それに遺跡の性格を確認する試掘調査を行ない,再度改めてその取り扱いについて検討協議するこ

とにした。

試掘調査は山陽町教育委員会が, 5月 14日 から3日 間をかけて実施した。その結果,本遺跡は当

時発掘調査中の惣図遺跡の北東斜面にかけて,連続して広がる一連の集落遺跡であることが明らか

となった。しかし,現況で遺構が残存するのは,比較的埋積被上の厚い谷状斜面の東西約40773,南

北約80π の狭い範囲内に限られ,そ のほかの表土層の浅い丘陵尾根支脈稜線に近い部分では,残念

なからすでに今次造成工事によって,丘陵地山生き土層まで削平されていて,遺構などの存在の有

無について確認することができなかぅた。後の用木山遺跡やさぐら山遺跡などの発見および発掘調

査によって,当丘陵群一帯に広がる集落iLは ,個々の丘陵尾根支脈や支谷単位の小規模なもので1ま

なくて,|それらがたがいに密接なつながりをもちながら,さ らに大きなまとまりをもった一人集落

遺跡の可能性が強いが:当時はまだ局部的にしかその存在がわからなかったのである。 したが っ

て,先の惣図遺跡との関連から,本遺跡もそれと併せて惣図遺跡と呼ぶこととし,調査時期や取り

扱いに差異を生じることなどから,前者を惣図遺跡第1地点 (Y71),今回の新発見地域を惣図遺

跡第2地点 (Y72)と した。         |
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その後,再三にわたって本遺跡の取 り扱いについて,関係機関で協議が重ねられたが,結局はす

でに工事によって原況を大きく損なわれていること,ま た住宅団地開発事業の計画遂行上,現状保

存することが技術的に極めて困難であるとの理由から,緊急発掘調査による「記録保存遺跡」に決

定されたのである。本遺跡の発掘調査は,山陽町教育委員会が担当することになり,昭和46年 7月

6日 付で岡山県との間に,山陽団地埋蔵文化財発掘調査第 7次委託契約を締結,四辻古墳群第 1号

墳の発掘調査に引き続いて,同年 7月 12日 から10月 9日 まで約 3か月をかけて実施した。

こうした工事中新発見遺跡の緊急発掘調査は,当然のこととはいえ,開発事業の工事工程との関

係から,工事と併行しての競合調査となる場合が多 く,開発事業者にも,ま た発掘調査にも大きな

支障と不合理をもたらす。工期の都合等からその地域内発見の遺跡の発掘調査を最優先するよう要

求され,そ の時発掘調査中の遺跡調査を中断して,当該遺跡の調査に赴いたり,出土遺物や諸記録

の整理作業とか,発掘調査報告書の作成期間などを犠牲にして,現場を少しでも早 く明け渡すため

の,発掘調査に明け暮れるようになるのである。そのため発掘調査委託契約も,期間的にその前後

の契約と重複契約となり,現実の発掘調査も他の遺跡の発掘調査や,本発掘調査概報第 2集「便木

山遺跡他」の報告書作成と重なるのである (表 9)。

また工事と併行しての競合発掘調査による直接的な支障も大きい。工事中に遺跡が発見され,た

だちに現場を凍結して保存協議をしているFHlも ,その周辺部は当初の計画どおりに工事 は進 め ら

れ,遺構残存部ぎりぎりまで高い崖状に削りおろされて,遺跡は造成地内に取り残された形で孤立

する。そのため,発掘調査の結果,遺跡がその周辺部にまで更に広がることが明らかとなっても,

その時にはすでに遺跡は消滅していて存在せず,拡張調査をすることができないのである。開発工

表 9 昭和46年度委託契約および実質発掘調査対比表

年 1召 矛口 46 年 度

月 4 7

発堀調査

委託契約

期間一覧

第 4次 G10.E 305。 Y7

第 5次「 173

1第 6次 F5～ 9

第 7次 Y72

第 8次 G12.lY 6.B」

|  |
Y81.

実質発堀

調査状況

G10

F5

F6。 7

第 2集原

Y72

G ll

Y6

B4

Y81

Y71

報告書 高執筆
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第 4図 惣図遺跡周辺地形図および遺跡分布状況図



事 と競合 しての併行調査は,発掘調査遺跡のすぐ近 くを行き交う重機械や削岩機の響音と煙塵に悩

ま されたり,発破作業のたびごとに安全地域までi畦難するなど,調査活動に大きな支障となった。

しかし,そ の一方において, この惣図遺跡第 2地点の発見と発掘調査は,その後の当該事業地内

における,埋蔵文化財の取 り扱いと調査のあり方について,大きな指針と教訓を与えて くれた。す

なわち,事前の分布調査など外表観察の結果,た とえその地域に遺構や遺物が発見できなくても,

地形的またはその他の条件によって,遺跡の存在する可能性が少しでもある地域は,工区となった

丘 陵表土層を一応全面崇1土調査 した後でなければ,造成工事に着手しないという了解がとりつけら

れ た。その後丘陵表土層の泉1土調査面積は延べ約60,000″ におよび,調査を担当する私たちにとっ

て は,それだけ負担が増大 したことになるが,そ の結果,用 木山遺跡や愛宕山遺跡などをはじめ,

す でに地中に埋没していて外見からは明らかでなかった数多 くの遺跡を,新たに発見し調査するこ

とができたのである。

本遺跡は発堀調査終了の 3日 後にあたる昭和46年 10月 12日 に,一般公開日として現地見学会を開

催 し,約 200人の参会者があった。 しかし,見学会が終るのを待ち構えるように,会が終了すると

当 日のうちに工事は再開されて,遺跡はその基盤である丘陵もろとも削平され消滅した。そして現

在 は行政地番も山陽団地 1丁 目 1番地と割り替えられ,II I陽団地中央施設用地として整備され,昔

国の面影をふたたび見ることはできないのである。

なお,本遺跡の発掘調査中に, ここに報告する竪穴式住居力L群 と複合立地する,すでに破壊埋没

していた横穴式石室を内部主体とする岩田第 6号墳を発見,併せて発掘調査した。しかし,当丘陵

地 内には後の調査で, これと類似する古墳数基が発見され,一支群を構成していることが明らかと

な ったため,本遺跡とは切り離して岩田古墳群としてまとめ,本調査概報第 6集 に稿を改めて集録

した。御了承賜わりたい。

第 2章 調 査 の 経 過

本遺跡の発見および発堀調査の経過概要は,下記の発掘調査 日誌抄のとおりである。約40π ×80

%と 限 られた範囲内の調査であり,それもブル ドーザによって剥土されているため調査前の地形測

量をはじめ,現地形との関係や遺跡の広がりなどについては明確にすることができなかった。

調査日誌抄

。昭和46年 5月 12日 ,惣図遺跡 (Y71)を発掘調査中に,そ の北東に隣接する丘陵斜面の工事区に

おいて,弥生式上器片を含む包含層を発見,工事の一時止中と遺跡保存について各関 係者 に要

言青。

。5月 13日 ,岡山県土木部住宅課,岡 山県教育委員会文化課,山陽町教育委員会の三者による現地

協議。惣図遺跡第 2地点 (Y72)と 命名,早急に遺跡範囲と性格を確認するための トレンチ調査

を実施 し,その結果を待って取 り扱いについて協議することとなる。

・ 5月 14日 ～16日 ,幅 lπ ,総延長約 120π の トレンチ調査を実施。埋積被上の比較的厚い谷懐状
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斜面約40π ×80れ の範囲に,竪穴式住居」1を中心とした集落遺構が残存するもようであるが,表

土層の薄いその他の部分では,すでに今回の削平工事により消滅していることが判明した。

。5月 18日 ,岡山県教委文化課に トレンチ調査の結果を報告ならびにその取り扱いについて協議す

る。

。5月 25日 ,惣図遺跡 (Y71)発掘調査終了。

。5月 26日 ,四辻古墳群第 1・ 6・ 7号墳発堀調査のため,調査器材を四辻古墳群へ搬送。同発堀

調査に着手 (7月 12日 まで)。

。6月 2日 ,用木山遺跡第 1地点 (Y81)へ工事用ブル ドーザ進入,遺跡の一部を破壊抗議を申し

入れる。

。6月 7日 ,惣図遺跡第 2地点 (Y72)の 取り扱いについて三者協議会。緊急発掘調査遺跡と決定

され,発堀調査は山陽町教育委員会が担当することとなる。

。6月 9日 ,惣図遺跡第 2地点の発掘調査実施計画書作成。

。6月 24日 ,三者協議会,本遺跡発堀調査委託契約について打ち合せる。

。7月 6日 ,岡 山県と山陽町による,山陽団地埋蔵文化財発掘調査第 7次委託契約を締結。

。7月 12日 ,四辻古墳群発掘調査終了。惣図遺跡第 2地点発掘調査に備へ,工事による撹乱土層を

ブル ドーザによる排土作業に立ち合う。

。7月 13日 ～19日 ,四辻古墳群より本遺跡へ調査器材搬入,作業小屋等設営,ブル ドーザによる撹

乱土排除および発掘調査区表土面清掃作業。その間調査員は手分けをして四辻古墳群,惣図遺跡

第 1地点各遺構実測。 16日 山陽町調査委員会開催,本遺跡発堀調査について協議。

。7月 20日 ,発堀調査区, 4π × 4π , lπ土手の正方形グリットを28区設営 (図 7)。 地形の高

い第 1列 より発掘調査開始。各区とも表土層はすでに削平され遺構なし。

。7月 21日 ,第 2段 A～ D区発掘,A2区 に柱穴,C2区 に横穴式石室残骸検出,岩田第 6号墳と

名付ける。その他遺構なし。

。7月 22日 ～23日 ,雨天調査員のみ内業,便木山遺跡資料整理および報告書第 2集執筆。

。7月 24日 ,第 3段 A～ D区発掘,い ずれもすでに工事により削平されているためか遺 構 造 物 な

し。岩田第 6号墳発掘。

。7月 25日 ,日 曜日全体。

。7月 26日 ～2ウ日,雨天のため内業,便木山遺跡資料整理および報告書第 2集執筆。

。7月 28日 ,各発掘区の排水および保存作業第 3段までの発掘区清掃と写真撮影,岩 岡第 6号墳実

測。

。7月 29日 ,第 4段A～ D区発掘,A4区 に 1号住居址 (Hl),B4区 に 2号住居址 (H2)お

ょびピット1を検出。その他は遺構なし。

。7月 30日 ,Blお よびH2を発掘,第 5段各区発掘にかかるも未完。

。7月 31日 ,第 5段 A～ D区発掘,A～ B区に3号住居
‐
l■ (H3),C～ D区に 5号住居止 (H5)

を検出。H3発掘,H5は 床面に‐括土器溜りあり本国未完。

。8月 1日 ,日 1程 日現場は休業,神原報告書第 2集執筆。
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。8月 2日 ,H5お よび第 6段 A～ C区発掘,第 6段は本日未完。四辻第 1号墳および大久保遺跡

保存問題について三者協議会を開催。

。8月 3日 ,第 6段 A～ E区発掘,A～ C区にかけてH4,H6,H7検 出。現表上下40cπ ～60cm

で床面に達するも,地形の高い部分のみ遺存し,地形の低い南半は流失している。 D～ E区 は未

完。

・ 8月 4日 ,第 6段 D～ E区発掘,H6か ら]|き続 く造成面状の掘り込み段が存在するも住居址は

認められない。H4,H6,H7発 掘。四辻第 6・ 7号墳補足調査に出向。

・ 8月 5日 ,第 7段発掘にかかるも台風のため,現場保全の後,午前中で作業中止。
。8月 6日 ～ 7日 ,第 7段 A～ E区発掘,B～ C区 にかけて,8号住居址 (H8),9号 住 居 l」L

(H9)の 2棟を検出。切り合い関係をみせ,H8床 面に土器片多し。
。3月 8日 ,日 曜日発掘作業全体。惣図遺跡第 1地点工事のため本国消滅。

。8月 9日 ,工事工程の都合で地形の低い南側からの調査を要求される。そのため第 7段以北の各

調査区を清掃,写真撮影の後, シー トで覆い保全作業,南半部は工事による撹乱被上が厚 く, そ

の排土作業から始める。大久保遺跡保全のための縄張りに出向。

。3月 10日 ～11日 。撹乱被上の排土作業および調査区清掃.

。8月 12日 ,第 17段 C～ G区発掘,惣図遺跡第 1地点24号住居址に連続する形で,竪穴住居址を検

出。

。8月 13日 ～15日 ,盆休み。調査員は内業,報告書第 2集執筆等。
。8月 16日 ,第 16段 C～ G区発掘,第 17段 D区から続く住居址群をD・ E区に2棟検出,更に第15

段へ続くもようであるが,その他の調査区からは遺構なし。
。8月 17日 ,第 15段 C～ G区発掘。 E区に住居址 l棟を検出の他,F区 からG区 にかけて埋上が深
くなり,住居址状の掘り込みがみられるも本日未完。
。8月 18日 ,先 日来検出のH19～ 26発掘,H19床面上器溜り発見。第15段 F・ G区掘り込み第14段
に連続するため,発掘区を拡大 して,第 14段 F・ G区を発掘,H20・ 21の 2棟を検 出。 埋 土 約
1.2れ と深い。

08月 19日 ,雨天のため体業,調査員のみ報告書第 2集執筆等内業。
。8月 20日 ,第 14段 C～ G区発掘,H20床面上器溜りあり。 D区北半に竪穴式住居址状の掘 り込み
を検出するも第13段へ連続するもようである。

。8月 21日 ,第 13段 D～ E区発掘,Boc区 遺構なし。 c・ D区にH17・ 18の 2棟を検出。段状掘
り込みは更に北に延びている。 E区およびH21発掘は未完。
。8月 22日 ～23日 ,日 1翌 日および雨天のため現場作業は休業し,調査員のみ内業。
。8月 24日 ,第 12段 A～ E区発掘,D区 に南北に連らなる段状掘の込みの他遺構なし。 H21発掘。
。8月 25日 ～26日 ,第 12段および第13段のE～ G区発掘:埋積土が深 く約 lπ におよび手間どる。
12・ 13段 F区 にまたがる隅丸方形のH16を検出。
。8月 27日 ,第 11段 A～ C区発掘,C区 に第10段 に連らなるH14を検出。H19～ 26を 50分の 1で プ
ラン実測。
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。8月 28日 ,第 11段 D～ G区発掘,埋積深 く未完。H19～ 26写真撮影およびH2512o実測 (号菫)。

。8月 29日 ,日 l翌 日なれど台風23号襲来のため,現場保全作業および内業。

。8月 30日 ～31日 ,雨天および冠水のため全員土器洗い等内業。

。9月 1′百「 排水等保全作業,発掘は第10段 D～ Fに かかる。第14段 D区から北に延びていた段状

llliり 込みは,第 10段で東へ鍵状に曲がり,数棟単位の住居群を営なむ程度の造成面と考えられる。

。9月 2日 ,第 10～ 13段のD～ G区:全面掘りおろし作業。H19～ 21写真影撮および実測 (号r)。

。9月 5日 ～ 6自 ,日 曜日に続いて雨天のため現場作業は休業,調査員は報告書第 2集 執 筆等 内

業。

。9月 7日 ～ 9日 ,H15～ 18発掘,H20～ 21実測 (場

=)と

写真撮影。

09月 10日 ,雨天のため全員内業,作業員は土器洗い,調査員は報告書第 2集執筆等.

。9月 11日 ,H15～ 16発掘,第 10段 A～ C区発掘。 C区に第ll段より続 くH14検 出の他遺構なし。

。9月 12日 ,日 1翌 日全体。

。9月 13日 ～14日 ,第 8～ 9段A～ C区発掘。H14の北に続 くH10を検出。H18床面上器溜り実測

(+)。

。9月 15日 ん16日 ,第 8～ 9段 D～ E区発掘,埋積土深 く未完。H17～ 18実測 (―井 )。 報告書第

2集脱稿印刷へ廻す。

。9月 17日 ～18日 ,雨天のため1/mu場 了F業は体業,上器洗いおよび諸記録整理作業。

。9月 19日 ,日 1翌 日全体。

。9月 20日 ,第 8～ 9段 D～ E発掘,Hll～ 13を検出発掘する。これで全区を一応遺構面 まで調

査,26棟が 5グループの単位集団に分れて,本集落を構成することが判明した。各住居址床面の

標高測定。各発掘区壁面セクション実測開始。本日より隣接工区にお
いて発破作業を開始,発破

の度毎に避難する。

。9月 21日 ,H14床面および柱穴発掘,H15～ 16清掃写真撮影および寒測 (城
「
)。

。9月 22日 ,H20床面上器溜り実測,Hll～ 13床面および柱穴発掘。

。9月 23日 ,H10～ 13柱穴発掘および清掃の後写真撮影。各グリットセクション実測 (■ )。 竿

1～ 6段遺構配置状況平板測量 (瑞ざ)。

。9月 24日 ,秋分の日全体。

。9月 25日 ,H20二 21写真撮影および実測 (城菫)。 H14床面および柱穴発掘。 第 7～ 9段遺構配

置状況平板測尋 (警憲)。       1
o9月 2o日 ,日 曜甲発岬作業は休夕;.岡 中の尋史を訪ねる会 1行約

120名見学。       |

。9月 27日 ,H6～ H9柱穴発掘,H14実測 (城菫),第 10～ 11段遺構配置状況平標面量 (鶴さ)。

o9月 28日 ,第 8～ 10段各発掘区ベル ト取 りはずし作業。第 14～ 17段 遺 構配 置状 況 平板 測 量

(蓋 )。
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。9月 29日 ,第 6～ 8段調査区ベル ト取 りはずし作業。H6～H9実測 (詰さ)。三者現地協議会。

。9月 30日 ,各区ベル ト取りはずし作業。 H5実測 (ち卜)。

。10月 1日 ,雨天のため全員内業。土器洗いおよび諸記録整理作業。

。10月 2日 ～ 7日 ,全グリット取 りはずしおよび清掃作業,Hl～ H4実測場r'H5,H18, H
20各土器溜り取りあげ後発掘および実測。本遺跡全景写真撮影,補足調査等。その間10月 o日 ,

山陽町調査委員会を開催,本遺跡調査状況報告ならびに次期調査遺跡 (便木山遺跡第 2地点)検

討。

。10月 8日 ,調査器材撤収,便木山遺跡第 2地点へ搬送。便木山遺跡の発掘調査にかかる。

。10月 12日 ,惣図遺跡第 2地点一般公開日,約 120名 の参会者あり,公開終了後の午後 3時造成工

事を再開し,本遺跡は削平消滅した。

第 3 立早 立地と調査前の概況

第 1節 立 地

惣図遺跡第2地点 (Y72)は ,岡山県赤磐郡山陽町河本字石江 107番地の,用木山丘陵頂から西

に延びる尾根稜線から南斜面へかけての,かなり高所に所在する弥生時代中期後半を盛期とした集

落址である。

本遺跡が立地し,ま た岡山県営山陽新住宅市街地開発事業が施行されている東高月丘陵群は,砂

川流域に拓けた約20師の埋積平地の一角に,西から東に向けて張りだした,東西約90077b,南 北約

1,200れ ,面積約 104んαの丘陵群である。すなわち,平地の西方に高くそびえる標高485.5れ の高倉

山の東急斜面は,山麓近くの標高約85π付近で鞍部をつくり,眼前の埋積平地に向けて,なだらか

な起伏を見せて扇状に広がる丘陵群を形成している。この丘陵群は, 4本の谷水田とその支谷によ

って複雑に開析され,枝状に多くの丘陵尾根支脈を分出しながら広がって,い る。各尾根支脈の稜線

は尾根中の狭い馬の背尾根ながら,比較的緩やかな起伏をみせてなだらかに延び,そ の両側斜面お

よび突端部は浸蝕されて,おおむね急斜面となっている。

この東高月丘陵群のほぼ中央部にあって,標高92π と最高位を占める用木山を中心として,南丘

麓部の岩田大池にかけての,南面する丘陵尾根支脈稜線および傾斜面一帯の広い範囲にわたって,

弥生時代の集落士が広がっていることが,後の発掘調査によって明らかとなったのである。すなわ

ち,用木山は尾根主軸の走向をほば東西において,幅約20れ ,長さ約80π の小規模ではあるが,亀

甲形のなだらかな丘陵頂平坦部を形成しているが,こ の丘陵頂から南面する傾斜面一帯にかけて用

木山遺跡 (Y8)が所在する6用木山から東へ緩やかに下降する尾根支脈は,標高約58π付近で鞍

部となり,再び隆起してその東に標高67石の愛宕山を形成して,埋積平地に臨んでいるが, この愛

宕山丘陵頂には約 300基からなる弥生時代土壊墓群が営なまれ,そ の南および東斜面一帯に愛宕山

遺跡 (Y84)の集落址が広がっている。また,用木山から南へ分出する尾根支脈は,標高71π付近
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で鞍部をつくると同時に,尾根走向を大きく東へ振って,1票高 78π のさくら山となり,緩やかに下

降しながら東の埋積平地に臨んでいるが,さ くら山丘陵頂から束の尾根支脈上一帯にかけて,さ く

ら山遺跡 (Y9)が 広がり,その南丘陵部一帯には岩田大池遺跡 (Yl)が所在する。さらに,用

木山から西の野山丘陵頂に連らなる尾根支脈は,標高76π付近で鞍部となるが,そ こから南へ分出

する尾根小支脈上と,先述のさくらは|に連らなるj毛根支脈との間の,浅い谷懐状の傾斜 面 に か け

て,こ こに報告する惣図遺跡 (Y7)が 立地しているのである。したがってこの惣図遺跡は,こ う

した用木山を中心として広がる集落遺跡群の,い ちばん西に位置する遺跡である (図 4)。

本遺跡 (Y72)は ,南に下降して延びる丘陵尾根小支脈上に立地する,惣図遺跡第 1地点(Y71)

の東北部に隣接し,用木山丘陵頂から西の野 lll丘陵頂に連らなる尾根主軸稜線から,その南斜面に

かけて所在する。住宅団地造成工事中に発見されたこともあって,発掘調査時の現状では,正確な

遺跡範囲を明らかにすることはできなかったが,遺構の確認できる残存部の範囲は,東西約30%,

南北約80π ,面積約 2,000だである。遺跡は北に尾根稜線を背負い,南を中心とした眺望視野の開

けた,標高約70π ～80π ,埋積平地との比高約50π～6577bの 高所に立地し,埋積平地や谷水田等の

可耕地からかなり丘陵地に入り込み,そのうえ平均傾斜度約13度 とかなりの急斜面のため, 日常生

活を営なむ集落の場としては必ずしも恵まれた立地条件とはいえない地域である。

これらの用木山を中心とした各集落址は,そ の後の発掘調査が進むにつれて,それぞれが独立し

た別個の遺跡というのではなくて,本来は相互に密接な有機的関連をもって,全体としてまとまり

をもった,大規模な一つの集落遺跡と考えられるようになった。しかし,当初の分布調査の段階で

は,その大半は松林の中に埋没していて,岩 田大池遺跡の他はその存在を知ることができず,造成

工事中とか工事着手直前の試掘調査によって発見されたのである。そのため各遺跡の発掘調査は,

発見されるたびに,その時々の工事区の範囲内を単位として,発掘調査を実施する形となり,調査

時点ではすでに遺跡が切断されているとか,周辺部が削平消滅しているなど,そ の全容とか隣接地

域との関連などを,残念ながら明らかにできない場合が多かった。また当遺跡群全体は広範囲にわ

たり,発掘調査期間も長期におよぶため,発掘調査報告は原 ltllと して,小地域単位の遺跡調査の経

過にしたがってまとめることとした。

第 2節 調査前 の概況

当該地は,今次住宅団地開発事業が計画されるまでは松林であった。雑木や下草も繁り見通しも

きかないこともあって,当 初の分布調査ではその存在を確認できなかった。また本遺跡の南西部に

隣接する惣図遺跡第 1地点の発掘調査中に,当 該地における造成工事が開始され,丘陵表土層が剥

土された段階で,弥生土器片等を含む包含層が検出され,新たに発見された遺跡である。

遺跡の発見とともに造成工事を一時中断して,現地の試掘調査および保存協議が行なわれたが,

発見時にすでに遺跡は比較的埋積被上の厚い,谷懐状傾斜面のみを残して,その他の部分は丘陵地

山生き土層まで削平されていて,遺構の遺存するのは30π ×80π の範囲のみであったしした が っ

て,保存協議が進められている間も,遺構消滅部も含めてその周辺部の工事は施行され,そのまわ
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りはぎりぎりまで崖状に切 り崩され,私たちが発掘調査にとりかかる時点では,遺跡は造成地内に

取り残された残丘を呈 していた。そして当該地の表土面もブル ドーザ等の削平と蹂躙
によって荒ら

され,地形測量もできない状態で,岡 山県土本部作製の工事用地形測量図を準用せざるを得なかっ

た。

本遺跡内に遺存する竪穴式住居山L群の配置状況や出土遺物の編年観から,惣図遺跡第 1地 点 と

は, もともと同一の集落山Lであったことは確実である。すでに肖1平消滅していたが,上器および有

機上層の散布の状況や地形的条件から,本遺跡は東の用木山遺跡 (Y8)に 向けてさらに広がりを

みせ,あ るいは一体となる可能性も強く,ま た南は少くとも水平距離で約50れ ,標高約50%付近ま

では続いていたものと推察される。

第 4章 遺構の出土状況

惣図遺跡第 2地点の発掘調査は,遺跡残存部の全域に本書 P35第 7図に示したように, 1辺
の長

さ5π X5π の方形で,幅 1れ の土手を残す柳1形 の発掘調査区を約40区設営 して,全面発掘調査を

実施した。その結果,本遺跡は西に隣接する丘陵尾根小支脈上に立地し,先に発掘調査を行なった

惣図遺跡第 1地点から,そ の北東の丘陵谷斜面にかけて連続して営なまれた,弥生時代中期後半
の

竪穴式住居址群を中心とする,集落 lll_で あることが明らかとなった。

しかし,当該地は平均勾配が約13度 とかなりの急斜面のうえ,風化浸触されやすい花岡岩地質で

J移成されていて,丘陵表土層の風化による流土が著しく,各遺構の保存状態はあまり良好とはいえ

なかった。しかも,本遺跡が住宅団地の造成工事にともなって発見されたこともあって,丘陵表土

層の薄い尾根支脈稜線に近い斜面では,すでに丘陵地山生き土層も削平されていて,そ こに遺構が

存在していたかどうか不明の部分もかなりある。また場所によっては,竪穴式住居
‐
l■の遺構を崖状

に切断してその外方は工事が進められ ,明 らかに遺跡が消滅されていると
ころもかなり認められた。

そのため,本遺跡の全体的な遺構配置や遺構範囲を明確にすることができなかったが,比較的に埋

積被上の厚い谷斜面部では:今次造成工事による影響を遺構面まであまり受けないで,ほぼ原況を

とどめているとともに,そ こに各遺構が集中的に遺存していた。

遺構が集中して遺存する谷斜面部においても,埋積被土層が厚い割には,そ のほとんどが本集落

止が廃絶した後の流上による二次的堆積上で,遺 1薄は丘陵地山生き土層に直接掘り込まれて営なま

れているが,すでに竪穴式住居址の床面を含めて流失しているものが多かった。僅かに残る柱穴痕

の配列などから,は じめてそれと推察されるものもあり,ま た竪穴式住居址の掘り込み壁面や床面

を遺存するものについても,地形の低い側の南半部を流失しているものが多 く,床面をほぼ完形に

とどめるものは僅か 2例である。

これ らの住居址のうちには ,その掘り込みがたがいに切り合っていたり,同一立地
で建て替えが行

なわれ,同心円状の二重掘り方をもつものなど,明 らかに先後関係を示すものもあるが,地質的に

その層序がつかめず,竪穴掘り込みの上端部も欠失していて,先後関係なり時期差などを明らかに

することができなかった。また各遺構の年代を知る手がかりとなる伴出遺物に
ついても,各住居創:

―- 41-―



の床面も含めての流上流失が著しく,そ の多くは二次堆積となって天地が混同され,土器片や石器

等のほとんどが,生離検出のため,直接個々の遺構と関連づけて考証できるものが少なく,各住居址

ごとの年代を明確にすることができなかった。したがって本遺跡が営なまれた年代については,全

体的にみて弥生時代中期後半を中心とした,比較的年代幅の小さいある一定の期間を限っての集落

址と考えられる。

本遺跡の発掘調査の結果,一部を切り合って複合するものも含めて竪穴式住居力L26棟 , ピット1

穴,それにすでに大破埋没している横穴式石室の残骸,岩 田古墳群第 6号墳 l基を発見した。これ

らの各住居址は,丘陵谷斜面の等高線に沿って円弧状に大きく掘り込み,地形の低い側の南斜面に

埋めだして削平整地した,棚 田状の宅地造成面に数棟づつがまとまりをもった小グルー プ を つ く

り,それが幾つか集まって村落を構成する形態をみせ注目された。本遺跡の現存部では 5グループ

26棟が検出されたが,なかには互いに切り合っていたり,近接していて実際には同時に存在 し得な

いもの,ま たすでに宅造工事によって消滅してしまった住居址等を考慮に入れて,約 25棟～30棟程

度,先に調査した惣図遺跡第 1地点の24棟を加えると,50棟前後で構成された集落であったろうと

推察される。

各遺構の出土状況については,原則として地形の高い北から南へ,そ の配列に従って順次その概

要を記述する。なお本集落山Lと複合立地していた岩田古墳群第 6号墳については,本発掘調査概報

第 6集 に「岩田古墳群」として,別 に稿を改めて収録しているのでここでは割愛した。

1.第 1号住居址 (図 9,図版5)

本遺跡において発見された遺構のなかで,最 も地形の高い北端部に位置する。そこは用木山丘陵

頂から西へ緩やかに下降して延びる尾根主軸稜線から,水平距離で約10π ほど南へ降った標高約82

πの谷懐状斜面にあたり,A4区 とA5区の両発掘調査区にまたがって発見された。しかし当該地

は,宅地造成工事によって,遺構の上層部も含めて丘陵地山生き土上面がすでに削平され,発掘調

査時における現存地表面も電機械の蹂躙による荒れが著しく,そ の保存状態はあまりよ くなか っ

た。

発掘調査の結果,本遺構は第 9図にも示したように,不整然ではあるが小規模な段状整地痕が幾

つかみられ,そ こに柱穴址 9を検出した。この削平整地面は地形の高い北側の丘陵斜面を等高線に

沿って掘 り込み,地形の低い南側に埋めだして,棚 田状の削平整地面をつくりだしているが,その

後の丘陵表土層の風化や流上によって,原形はかなり変貌しているらしく,掘 り込みの壁面および

削平整地面とも大きく傾斜していた。現状での掘り込み壁面と削平整地面との最大比高約30cm,削

平整地面の現存部長約4.577b,同幅2.2れ を測る。また柱穴は丘陵斜面の掘り込み壁面に沿 うよ う

に,削平整地面上約 6π ほどの間に 9穴が検出されたが,そ の配列関係や間隔は不規則で,住居址

としてのまとまりを示さない。各柱穴の径や深さについても,掘 り込みのはじまる整地上面が流動

していることもあって一定でなく,ま た整地上面上にはこれらの柱穴のほかは,削平整地面の東端

部に位置する柱穴に接した整地面上に,当丘稜に多く産出する花岡岩の害」り石 1個 と,南西部の埋

積土中か ら遊離出上のサヌカイ ト製打製石庖丁 1点を検出しただけで,こ うした住居llL調査で通常
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見られる溝とか焼土面などの遺構や,土器片などの遺物は何も発見できなかった。

したがって本遺構の現状からは,いわゆる竪穴式住居址などの建物址としてのまとまりや形態
は

明確でない。しかし,地形の低い側の南半部は柱穴痕も含めて削平整地面が,すでに大きく流失
し

ている可能性もあり,ま た後述の単位住居址群を構成するための,棚田状宅地造成面力Lの可能性も

あるため,そ の詳細は明らかでないが,一応第 1号住居iLと して記載した。

2.第 2号住居址 (図10,図版5)

A7区南西隅からA5区東北隅を経てD5区東南隅へかけての,浅い丘陵谷斜面の等高線に沿つ

て,東部を今次造成工事によって切断されているが,現状で径約2077bの 円弧状に丘陵斜面
を掘り込

んで,その下方に住居 l棟分を建てられる程度の幅をもった棚田状の平坦面を造成
し,そ こに帯状

に連らなる第 2号住居址から第 5号住居址の 4棟と,ピ ット1が営なまれて
いた。当該地も丘陵表

土層の風化流失と今次宅造工事にともなう荒れが著しく,直接丘陵地山生き上を掘り込
んで削平整

地した,地形の高い側の北半部のみがほぼその原状をとどめ,埋めだしたと考えられる南半部
はす

でに大きく流失して,掘 り込みの上層部とともにその全容は明確でない。現状で造成面
の掘り込み

が確認できる現存地山生き土面での深さは,最深部で約90cπ,平均約60cれ ,整地面巾
は場所によっ

てかなり異なるが,最 も広く遺存する第 3号住居址付近で約 6π ,整地面の流失が著し
い第 5号住

居址付近で約 2π を測る。

第 2号住居址は,当住居址群のほぼ中央にあたる谷頭部に位置している。地形的
にみて遺構面は

（い）̈
柘

（〔ｒ‐‐‐〕）剛切/
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かなりの風化流失が想定され,さ らには南東部を今次の宅i世工事によって,すでに迪構 llliも含めて

削平されていて,保存状況はあまりよくなく金貌はり1ら かでない。現状はやや不整形ではあるが ,

丘陵斜面を等高線の走向に従って長さ約7.5π ,深 さ約0.57し 獅lり 1△んで,そ r7D下 方に丘陵地 ||1生 き

土層を削平整地した幅約 1.677tの 平坦面と,柱穴 4を検は1した。柱穴は削平整地面の南半部に,そ

の掘 り込み線とほぼ平行して約 2.8れ の間に,ほぼ直列状に並んで発見された。各構i穴間の距離は

一定でなく,ま たこれと対応する柱穴痕も不り1で あり,整地面上に溝や焼土面などの遺構も存在し

ないため,果してどのような建物址であるのかも明らかでない。しかし各柱穴は径23卸～34c‖ ,深

さは整地面から34cm～ 39cmと はぼ共通して,比較的整然と配置され,単なる柵列などではなく建造
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物を建築するための,柱穴および整地面と考えられる。なお本遺構やその縁辺の二次的埋積上の中
から,いずれも遊離流入した状態であったが,弥生式上器片若千と,磨製蛤刃石斧の頭部破片 1点
および打製石鏃 5点を発見採取 した。

3.第 1ビ ット (図ll,図版 5)

第 2号住居llLの柱穴列北端からさらに北へ約 3れ の削平整地面に,丘陵斜面を切り込んだ法面と
若干切り合う形で掘られたピットである。そこは第 2号住居iLの立地する整地面と共通する平坦部
で,当該地の等高線の走向に沿って長軸線を北38度西においた小規模なピットである。上下面とも
比較的に整った楕円形プランで,削平整地面から直接丘陵地山生き上に掘り込まれ,底面のほぼ中
央に柱穴 l穴を有している。掘り込みの壁面は底部になるにつれて漸移的に狭まる形に,かなりの

急傾斜で整然と掘られ,底部は水平な面を保ち,縦横断面とも逆台形状を呈するが,柱穴は垂直に

掘 られている。

現状で掘り込みのはじまる上端が確認できる,現存地山生き土上面での長径100cm,同短径85cm,

底面の長径68卸 ,同短径44伽,深 さは一部で削平整地面の崖状法面と切り合っているため一定でな

く,地形の高い側では法面と共通した掘り込み壁面の形状を呈 し936πを測るが,削平整地面からは
32印を測る。柱穴は径20cπ ×27cm,深 さ24cmで ある。

本ピットを構造的にみると,中央部に 1本の柱を直立させ,それを志にして地上部に傘状の屋根
を施 した貯蔵穴と推定され,これと同形式のピットは,惣図遺跡第 1地点第 1ピ ットの他,さ くら
山遺跡?門前池遺跡などでも発見調査されている。なお本 ピット内は当丘陵地を構成する花同岩風
化上で自然埋没しており,上器片等の伴出遺物は何も検出されなかった。

4.第 3号住居址 (図 12,図版6)

第 1ピ ットの西方約 4れ の削平整地面に,第 4号住居址 と一部を切り合って所在する隅丸方形の

竪穴式住居址である。南西に下降して延びる丘陵尾根小支脈の側斜面に位置することもあって,丘

陵表土層の風化流失が著 しく,地形の低い側の南西部はすでに床面 も含めて約50パーセントが流失
し,竪穴掘り込み壁面の遺存する地形の高い北東部でも,現状で最大深24c71を遺存する程度で,そ
の上部構造の詳細は不明である。しかし,地形の高い東北部の竪穴掘り込み線が,立地部の等高線

走向に沿っていることもあって,直接丘陵地山生き上層に掘 り込まれた東北半部の床面の遺存状態

が,ほぼ原状をとどめているところから,本住居址の大要を知ることができた。

本住居址は遺存状態から推測して,床面の外縁に壁帯溝を続 らせ,対角線上の4隅に 4本 と床面

中央部に 1本の,計 5本の柱によって建てられた隅丸方形の竪穴式住居 l」Lと推察される。竪穴掘り

込みの一辺が完存する地形の高い側の東北壁面は,前の宅造整地面の掘り込み線に沿って北56度西

を示す。現状で掘 り込みの上端が確認できる現存地山生き土上面での最大幅 4.8れ ,床面における

対面する両壁間4.6れ ,同床水平部幅4.6れ ,深さは現存最深部で0.24π を測る。掘り込みの角度は

現状では上開きにかなり外傾しているが,当該地の地形的条件や遺構の保存状況からみて,原形は

垂直に近い掘り込み壁面であったものが,そ の後の丘陵表土層の風化流動によって変貌したものと
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思われる。

床面は,住居址壁面の遺存する部分では水平面を保ち,いずれも直接丘陵地山生き土層を削平整

地 した部分である。地形の低い側の南西半部はすでに床面も含めて流失し,元の丘陵傾斜面に沿う

ように斜傾をみせていた。このことは当初の宅地造成のための削平整地が,宅地必要幅のすべてを

丘陵斜面を碗り込んで削平整地したのではなくて,地形の低い側の斜面にもその上を埋めだして ,

棚田状の平坦面を造成したことの一端を示すものと思われる。床面を流失している方向への床面水

平部の最大幅は約1.8れ であった:

柱穴は図示したごとく6本分を検出したが,本住居址建築に直接関係ある柱穴は北からの 3本分

で, そのほかは付帯する補助的な柱か,複合立地していた別個の住居址の柱穴痕と考えられる。本

住居址の柱は先述もしたように,対角線上の四隅の 4本 と中央の 1本の計 5本と思われるが,地形

の低い側では床面がすでに流失していて,対応する地点の現存地山生き土上面が,遺存する柱穴下

底面より低位となり確認できなかった。壁面に沿って 2本の柱穴の中心間距離は 2.4π ,中央柱穴

との中心間距離は1.6れ と1.7π ,遺存する柱穴の径30cm～ 32cm,深さ36cm～ 56cmを 測り,いずれも

円形プランで垂直に掘 り込まれていた。

壁帯溝は壁面に接して床面のまわりを続っているが,遺存状態はあまり良くなく浅いU字溝状を

呈している。溝の平均幅13cm～ 15cm,深 さ5 cm～ 7 cmを測るが,測定場所によってかなりの差があ

リー定しない。矢板を立て並べた痕跡などの付帯施設の形跡は何も認められなかった。

本住居址の北西端の一部を明り合って第 4号住居力上が位置するが,埋積上の層序的な識別が 1利難

で,第 3号住居址にくらべて第 4号住居址の床面が約20cπ低位にあるほかは,両者の先後関係など

を明らかにすることができなかった。また両住居址とも有機物を含んだ当丘陵地山風化上で埋没し

ていて,その中に弥生式上器片少量と,蛤刃石斧 1お よび石鏃 4を遊離発見したが,本住居址に直

接ともなう形での床面に密着した遺物や,焼土面などの付帯施設は存在しなかった。

5。 第 4号住居址 (図12,図版6)

第 3号住居址の北西部床面を一部切り込んで,そ の西方に位置する円形プランの竪穴式住居址で

ある。丘陵尾根小文脈の稜線に近い側斜面に立地しているためか,遺構面が浅いうえに丘陵表土層

の風化流失が著 しくて,そ の保存状態はあまり良くない。

本住居址の掘 り込み線が遺存するのは,地形の高い北側の約 3分の 1程度で,それも上半部はす

でに風化流失 していて,壁面も大きく乱れて斜傾し,現存最深部での掘り込みの深さ約 40cmを 測

る。床面も全体が地形の低い南側に下傾し,南半部は掘り込み壁面ともども流失して,元の丘陵斜

面に近い状況を呈してすでに原形をとどめない。住居LLの掘り込み線および床面の形状から,元は

床面径が約4.2ηιほどの円形竪穴式住居址であったろうと推測できる程度の遺存である。

床面には図示 したごとく10本分の柱穴と,床面北部の壁面に接して罵平な花闇岩割り石が検出さ

れた他は,壁帯溝がかすかに部分的にその痕跡をとどめる程度で,焼土面などの付帯施設の遺構跡

や,床面に密着 した伴出遺物は何も認められなかった。

柱穴は本住居址掘り込み壁面から約40cm内 側の床面に,約 1.0筋 から約1.3れ のほぼ等間隔で円形
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に続 る柱穴と,本住居址長軸中心線上の中央部に 1.277bの間隔で位置する2つ の柱穴で1構成されて

いるよ うである。すなわち,中央部の 2本の柱を棟木をあげる芯柱として,そ の外周に 8本ないし

9本 の柱を円形に配して建築された構造と推察される。各柱穴は床面径で20cm～ 26帥,深 さは床面

が流れ ていて一定でないが,いずれもほぼ垂直に近い角度で約30cm～ 35cπ掘り込まれており,形状

および規模ともに比較的によく揃っていた。

なお本住居址南東部の床面を一部切り込んでその南東部に,丘陵地形の等高線走向に沿って直線

状に丘 陵斜面を掘り込み,その下方に棚田状の小平坦面を削平整地した跡と,柱穴 3を検出した。

この肖J平整地面は現状で長さ4.5π ,幅約2.lπ ,丘陵斜面の掘り込みは最も深い部分 で 25cmを 測

り,・柱穴は整地面の北西部の第 4号住居址と切り合う部分の約 1.5れ の間に,掘 り込み壁面とほぽ

平行 して直列状に並んでいた。当該地の丘陵表土層の風化流失も著しく,保存状態もよ くな い た

め, これだけで住居址と断定できないが,そ の可能性も十分考えられるので, ここでは住居址番号

を伺
‐
す ことは避け,一応指摘するにとどめたい。いまかりに本遺構を住居址と仮定すると,第 3・

4号住居址と互に切り合うかまたは密接する形となり,そ の配置状況からみて物理的に同時には 1

棟のみ しか存在できない。各住居址が建築された先後関係はわからないまでも,ほ ぼ同一立地にお

いて前後 3回 にわたる,整地と建て替えが順次繰りかえされたことを物語るものと推察される。

6.第 5号住居址 (図13,図版6)

第 2号住居上の南端にあたる整地面を一部切るようにして,そ の南東に丘陵斜面の等高線走向
に

従 って直線状に大きく掘り込み,地形の低い南西部を削平整地した棚田状の平坦面と,柱穴および

溝状遺構を検出した。当該地は丘陵表土層の風化流失が著しいうえに遺構面も浅
く,今次開発工事

によ って丘陵表土層が削平されたとき,本遺構の掘り込み線と弥生式上器片を多量に含む灰黒色
の

有機 上層が露呈して,本遺跡発見の端緒となった地点である。したがつて発掘調査の時点
では,す

でに丘陵地山生き土層も一部ではかなり削平され,さ らに遺構南半部は崖状に切断
され て い る な

ど, 保存状態は良好とはいえず,そ の全容を知ることができなかった。現状では地山生
き上層を直

接肖」平整地した部分だけしか検出できなかったが,現存する平坦部の広さは長さ約 8π ,幅約
2.5

%の 長方形で,地形の高い償1の掘り込み壁面の深さは,最 もよく遺存するところで67cπを測る。

この削平整地面は等高線走向に沿う南北ではほぼ水平な面を保
つが,それに直交する東西では地

形の低い南西に全体がやや下傾し,丘陵斜面を掘り込んだ壁面は勾配約
55度の法面,整地肩部下方

は勾 配約16度の傾斜面となっている。掘り込み端部が遺存する北隅
はほぼ直角の鍵形に掘 り込 ま

れ , Jヒ側壁は丘陵地形の傾斜に従い漸次低くなり,整地面と高さの揃う部分
で自然消滅している。

本遺構のJL東に隣接する第 2号住居址との整地面比高は,本遺構
の方が約80cπ低位にある。

肖J平整地面上に残る遺構は図示したように溝遺構と柱穴痕
のみで,いわゆる竪穴式住居址の掘り

込みや焼土面などは認められなからた。溝遺構は丘陵斜面掘
り込み壁面に沿った鍵形の溝と,それ

を約 5π南へ平行移動させた形状の2条である。壁面に接する溝は,幅
26帥～56cmと 計測場所によ

ってかなり不定であるが,平均幅約401れ ,深さ8 cm～ 10cmの ,断面がカ
ーブの緩い円弧状を呈すぅ

幅広の浅い溝で,丘陵斜面から整地面へ流入する雨水など
の排水溝と推察される。今l条の溝は整
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地面上に,幅約20cm,深 さ 6 cm～ 8鋼の角の丸い鍵形で残るが,両端部をすでに欠失していて,現

状では部分的にしか遺存していない。一見 して削平整地面の外周溝か隅丸方形竪穴住居 の壁 帯 溝

が,その後の整地替えとか拡張によって削平され,溝遺構のみが遺存した形状をみせるが,対応す

る柱穴痕や掘り込み壁面も不明のため,そ の実際については明らかでない。

柱穴痕は削平整地面の南半部に集中して12本分を検出した。いずれも削平整地面から円形プラン
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でほぼ垂直に掘り込まれた形状を呈しているが,径 17cm～ 50cm,深 さ12cm～ 46cmと かなりのばらつ

きがあるうえに,配置状態も不整然で,住居llLと しての組み合せ関係や建物の形態などは明らかに

できなかった。削平整地面の北半部約 4π の範囲に柱穴痕などが認められないところから,こ の削

平整地面に,建物のほかに庭的なスペースが設けられていた可能性と,ほぼ同一立地において前後

数回にわたる建て替えが行なわれたらしいことを指摘できる程度である。

なお本遺構面は,下半部は弥生式土器片を含む灰黒色の有機質土層,上半部は丘陵地山である花

同岩風化土で埋没していたが,削平整地面のほぼ中央部の,丘陵斜面掘り込み壁面に接して約 lπ

× 1.5mほ どの範囲に,後章出土遺物の稿で述べる弥生式土器片が一括土器溜り (図版 6す 3)と

して,ま た削平整地面の北隅にあたる溝状遺構内に,サ ヌカイト製打製石庖丁 1点を検 出 したほ

か,埋積土中遊離の石鏃 8点を発見採取した。

7.第 6号住居址 (図 14.図版7)   |

第 1住居址支群グループの南西部の丘陵斜面を 1段降ったところに,B8発 掘調査区の北端から

B6調査区の南東隅を経てE6調査区にかけて,丘陵斜面を当該地の等高線の走向に沿って,円弧

状に削平整地した幅員の狭い棚田状造成面が設けられていた (図 8)。 この造成面は今次開発工事

によってすでに南東部を切断消滅されているうえに,遺存する部分についても丘陵表土層の風化流

失と,工事にともなう荒れが著 しく保存状況がきわめて悪 く,そ の全容を明らかにすることができ

なかったが,比較的によく遺存する北西隅部に,竪穴式住居llLを想起させる段状に切り合った掘り

込み址と,そ の周辺に多数の柱穴痕が検出されるところから,一応第 2住居llL支群とした。

各掘り込み址とも地形の高い側の北東部に僅かに平坦部を残す程度で,地形の低い南西方向に階

段状の切り合いをみせ,現状で 4棟分が認められ,北東側から第 6号住居址,第 7号住居llL,第 8

号住居址,第 9号住居llLと した。第 6号住居址と最も離れた第 9号住居llLと の,掘 り込み壁面の距

離は僅か 3π しかなく,各掘り込み面をすべて住居llLと 仮定しても,当該地には常時 l棟のみしか

存在できなかったことを示している。したがって住居llLの建造された先後関係は明確にできなかっ

たが,同一立地において前後 4回以上にわたって,順次整地替えと建て直しが繰り返されたものと

考えられる。各掘り込みの底面比高は第 6号住居址を 0と すると,第 7号住居l■-57cm,第 8号住

居llL-81卸 ,第 9号住居址-117cmで ある。

この住居llL支群の掘り込み面は,遺存部が最も広 くまた埋積土層の深い第 9号住居tlLの ,掘 り込

み壁面に近い北東部下半は灰黒色有機上で埋没し,後章出土遺物の稿で述べるかなりの量の弥生式

土器片と石鏃 5点などを遊離発見したが,そ の他の遺構面および上層部は当丘陵を形成する花同岩

風化上によって二次埋積され:若干の弥生式土器断片が認められる程度であった。

第 6号住居l■ は,本住居llL支群の中では最も地形の高い北東部に位置している。掘り込み底部に

あたる削平整地面は,第 7号住居址および第 8号住居llLに よって大きく切り込まれ,現状では幅狭

な三日月状に僅かの部分を遺存するばかりで,その形状や整地面上に残る柱穴痕などから,や っと

竪穴式住居址と推察できる程度である。

掘り込みの壁面は,当 該地の等高線走向にほぼ沿って円弧状に掘り込まれているが,現状ではか
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なりの斜傾をみせ,遺存する掘り込み線の長さは約 5π ,現状で確認できる掘り込みの深さ24cπ ,

床部平坦面長約 4π ,同最大遺存幅0。 75π を測るほかは,すでに風化流失あるいは複合する第 7・

8号住居址によって切断されていた。整地面上には壁面に沿った中心間距離 1.5π で柱穴 2本分が

検出されたほかは,壁帯溝とか焼土面などの遺存は何も検出されなかった。現在遺存する壁面のカ

ーブから,元は径 877b前後の円形の竪穴式住居址と推察される。

8.第 7号住居址 (図14,図版 7)

第 6号住居址の北西部と切り合って,そ の北西部に位置する竪穴式住居址状の掘り込 み跡 で あ

る。地形の低い側の南西部を第 8号住居llLに よって大きく切り込まれ,直接現存地山生き土層に掘

り込まれた,地形の高い北東部の一部分だけが,僅かに円弧状に遺存するのみである。

掘り込み壁面のカーブは現存床面で径約 5.3mの 円弧状を示し,現存部床面は水平面を保つが,

掘り込み壁面の角度はその後の風化流失のためか,かなりの傾斜面となっている。現状で確認でき

る掘り込みの深さは,現存地山生き土層で最深部 36卸 ,床面最大遺存長約3.6π ,同幅0。 74π を沢1

る。床面は僅かに遺存するのみでその詳細は不明であるが,今次発掘調査においては,柱穴,壁帯

溝,焼土面などの遺構は何も検出することができなかった。

9.第 8号住居l■ (図 14,図版7)

第 7号住居上の地形の低い側の南西部を大きく切って,その西方に丘陵尾根小支脈倶1斜面の等高

線走向に従って, 1辺約 7.5π の隅丸方形状に掘り込み,地形の低い南西部を削平整地した造成面

である。しかし,本遺構の掘り込み壁面に近接して南西部に,それにほとんど平行した形で第 9号

住居址が,円弧状プランで深さ19cmと 大きく掘り込まれているため,削平整地面の現状は中央部の

幅0。 9π ,最 も幅の広い西端部でも約1.9動 と幅の狭い帯形の段状を呈している。

当該地も丘陵表土層の風化流失が著しいうえに,本住居址支群の造成面掘り込み線と本遺構掘り

込み線が複合していて,壁面の角度もかなり斜傾しているが,掘 り込みの深さは最深部では約90m

を測る。生活面となる削平整地面は,遺存する部分はほぼ水平な面を保ち,壁面に沿って幅約30cm

深さ約 8 cm～ 10cmの壁帯溝が認められるものの柱穴の遺存状況が悪 く,図示したごとく第 9号住居

址内の柱穴群と合せ考えても,ヽその配列や組み合せ関係は明らかにできなかった。したがって本遺

構面は,遺存する掘り込み壁面および溝遺構の形状からは,隅丸方形の竪穴式住居址の可能性が強

いものの,整地面の形状から後に述べる第10014号住居llLの ように,長方形の長屋状建物の可能性

もあって,そ の実際については明確でない。

10.第 9号住居址 (図14,図版 7)

第 8号住居上の掘り込み壁面に近接して,その南西部に同心円状に掘り込まれた住居址である。

本住居l■支群のなかでは床面部が最も広 く遺存する遺構であるが,丘陵表土層の風化流失が著 しい

うえに,かなりの傾斜面に位置するためか,床面部も全体的に地形の低い南西に下傾し,南半部は

すでに消滅して急斜面となり,遺存状況はあまり良いとはいえない。掘り込み壁面の深さは,第 8
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号住居址との段差約20cmを測 り,掘 り込み線は現状で約 4分の 1円 周程度を遺存していて,推定直

径は約 9π を測る。柱穴は直接丘陵地山生き土を肖1平整地したと思われる,地形の高い償1の北半部

にだけ,図示したように集中的に遺存するが,その配置状況は明らかでない。また壁帯溝や焼土面

なども認められず,本遺構における建物の形式や構造は残念ながら不明である。

11.第 10号住居址 (図15,図版7)

第 6～ 9号住居址が営なまれていた第 2支群の宅地造成面から,地形の低い南西へ水平距離で約

7:5π 降った谷斜面を,等高線走向に沿って前記造成面とほぼ平行する円弧状に大きく掘り込 み,

下方を削平および埋めだして棚田状に整地した造成面と,第 10～ 14号住居址が発見され第 3支群と

した (図 8)。

この造成面の南東部は,すでに今次開発工事によって断崖状に切断され,全貌を知ることはでき

ないが,残存部は埋積被上の深い谷筋に位置するため,遺構面等の保存状況は比較的良好 で あ っ

た。現存する掘り込み面の形状は,現況で掘り込みの始まる上端がわかる現存地山生き土上面で,

Cll発掘調査区北西隅からC8発掘調査区北東隅を経て,E8発 掘調査区南東部にいたる延長約33

πの大形円弧状を呈し,掘 り込みの深さ約90cm,造成面最大遺存部幅約10れ を測る。埋積被上の最

も深い谷筋に位置する第12号住居址では,すでに上層部を工事によってかなり削平されているにも

かかわらず,現地表面から床面まで約 1.2π 埋没していて,造成面および床面も地形の低い南西部

で,風化流失による斜傾が認められる程度である。本支群の南 7Eiに一段降った形で造成された,第

4支群との掘り込み線の間隔は水平距離で約12πを測り,各支群の造成面比高は本支群第13号住居

址床面を 0と すると,第 2支群第 8号住居址床面 +3.17れ ,第 4支群第15号住居址床面-2.85れ と

なり,距離の害1には大きな段差を示 している。

第 3支群を構成する第10～14号住居llLは ,谷筋に第11～ 13号住居址の 3棟が,互いに同一立地で

切り合う形で複合立地し,北西部の丘陵尾根小支脈の側斜面にあたる位置に,第 10・ 14号住居址の

2棟が尾根支脈走向に沿 って直列状に,一部を段状に切り合って立地している。本支群の造成面が

かなりの段差をもって営なまれていることもあって,各住居址床面比高も第10号住居址床面を 0と

すると,第 11号住居止-1.32π ,第 12号住居址-1.38π ,第 13号住居址-1.5れ ,第14号住 居 址一

1.8れ となる。住居址番号が若千前後するが,記述の都合上根1斜面に位置する第10014号住居 址 ,

谷筋に位置する第ll～ 13号住居力Lの順に概要を記すことにする。

第10号住居llLは ,本住居支群造成面の北隅にあたる尾根支脈側斜面に位置する。等高線走向にや

や斜行してほぼ東西方向に,約llπ にわたって丘陵斜面を直線状に掘り込み,そ の下方に長方形の

削平整地面を造り,約 30本分におよぶ住穴痕が認められた。当該地はかなりの急斜面に あ る た め

か,丘陵表土層の風化流失が著しく,遺構面も比較的浅いところに位置することもあって,現存す

る掘り込み壁面および削平整地面とも地形の低い南倶1に下傾し,原状を大きく損なわれているよう

である。掘り込み壁面は総じて勾配約60度ほどの法面となり,地形の高い北東隅で深さ約60卸 ,地

形が低くなる西部になるにつれて壁面は漸次浅くなり,北西隅では約10cmと なる。両隅部とも長方

形の削平整地面を囲む形に,南へ向けて延びる掘り込み壁面の下部を遺存し,削平整地面の東西全
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長は約10.5れ であることがわかった。削平整地面はその後の流上の影響によってか,総体的に原地

形の高い北東隅から地形の低い南西へ向けて下傾し,特に丘陵面止に埋めだして整地したと考えら
れる南西半部では,すでに整地面は流失 して元の丘陵斜面に近い傾斜面となっていた。尾根支脈走

向に沿う壁面近 くの東西整地面の両端部比高は約30cmを 浜1り ,見た目ではほぼ水平面を保つが,壁

面から約 2π離れた東西整地面では比高60cmと かなりの傾余|を示し,ま た急斜面に直行する南北整

地面では,水平距離約 4π の間で比高60cmと 傾斜|が著 しく,現存整地 lll‐i幅 も最大遺存部で約 4%で
ある。

この削平整地面には図示したように,地形の高い側の折|り 込み壁面に沿ってL字形に施された溝
状遺構と,多数の柱穴痕を検出したほかは,竪穴式住居の掘り込み跡や焼土面などは何も認められ
なかった。溝状遺構は壁面に1妾 して東西長約 777t,南北長約2.5π が L字形に遺存するが, 幅12c肌

～54cm,深 さ 6 cm～ 12cmと 計測値および形状とも一定しない浅い壁帯溝状を呈している。柱穴は31

本分を検出したが配置状態も不整然で組み合せ関係も明らかでなく,も との建物の形式も明確にで

きなかった。強いてその原形を推察するとすれば,立地や削平整地面の形状などを併せ考えて,高
床式か平地式かは不明なまでも,同一立地で何 LLllか建て替えの行なわれた,細長い長方形プランを
もった長屋状の建物が想起されるのである。

なお本削平整地面は,上方の丘陵斜面から流れ込んだ状態で,掘 り込み壁面の上端から下方は灰
黒色有機質土,そ の上半は当丘陵を形成する花同岩風化上で埋没していた。この有機上層内には層
序的な識別はできなかったが,遊離した状態で弥生時代中リツ]後半を中心とした,ほ ぼ同Π寺期の上器
片を多量に包合 し,ま たそれと混在して一部折 JIlし たものも含めて石鏃16,蛤刃石斧 5,打製石斧
1,罵平片刃石斧 2,石庖丁 3,石錘 4な どの多種多量の石器類を発見 し注目された。これらの遺
物は本住居力上の年代と直接的には結びつかないかも知れないが,包含層の本住居力Lへの流入や堆積
の状況から推察 して,ほぼ同一時期のものと考えられる。

12.第14号住居址 (図16,図版8)

第10号住居址の整地面南西端を一部深さ約40cmの 段状に切り込み,地形の一段低くなる南西方向
に第10号住居址の場合とほぼ同様,長方形プランで削平整地した造成面である。
当該地も丘陵表上層の風化流失が著 しくまた遺構

~Fliも

浅いため,等高線走向に直行して地形の低
い償1の南東部は,すでに整地面も含めてかなり流失していて,造成面も等高線走向に沿ってはほぼ
水平面を保つものの,地形の低い南西方向には全体的にかなりの下傾を示していた。現状で確認す
ることのできる現存地山生き土面での本住居址造成面の規模は,丘陵斜面の掘り込み線の長さ10.2
π,削平整地面の長さ9.3π ,同最大遺存部幅約 4π ,掘 り込み壁面の深さ平均約50cmを測る。
本住居上の造成面上には図示したごとく,多数の梓穴痕が検出されるほかは,溝状遺構とか焼土
面などの痕跡は何も認められなかった。柱穴は地形の口い91の直接地山生き土を削平整地した,掘
り込み壁面に近い部分に集中し,地形の低い南東部では少ないが,整地面が流失して場所にょって
は比高が50卸にもおよぶことなどを考えると,柱穴痕も含めてすでに流失消滅しそいるものもかな
りあったと推察される。これらめ柱穴は整地面の|きぼ長軸中心線上に位置する2穴のほかは,いず
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れも径20cm～ 30cπ程度で,34本分が検出された。大形の柱穴は中心間距離で3.7π に位置し下 見 し

て大黒柱的存在を示すが,北東のものは径 68cπ ×72cm,深 さ70cmを 測り,掘 り込み角度もほぼ垂直

で形状とともに整っているのに較べて,南西のものは径75cm× 93卸,深さ63cπ で,平面形および掘

り込み面とも不整形で,当地域の竪穴式住居llL床面中央に多く見 られるピット状遺構に類似し,あ

るいは柱穴とはいえないかも知れない。

そのほかの柱穴群の配置状態も不整然で,建物としての組み合せ関係も明らかにできない。見方

によっては,造成面北東隅の掘り込み壁面のカーブに合せて,径約 33π の円形に続る グル ー プ

や,南西部でピット状遺構を囲む形で,こ れも径約 3π の円形に続る柱穴のグループが,机上では

一つの可能性として考えられるものの,そ の実際は明らかでない。それよりもむしろ第10号住居址

との関連や,立地や削平整地面の形状などから,第 10号住居址と同様,長方形プランをもった長屋

状の建て物と推察する方がより妥当のようである。                 ′

本住居llLの遺構面も第10号住居llLの場合と同様に,現存する掘り込み壁面の上肩部から下半は灰

黒色有機上,そ の上層は当丘陵を形成する花同岩質の風化土で埋没していた。有機上層内にはかな

りの量の弥生式土器片と,石鏃 2お よび打製石庖丁 2な どを遊離包合していたが,層序的な識別や

住居llL整地面に同時性をもった形で密着するものの検出が困難で,本住居llLが廃棄された後の比較

的短期間のうちに,地形の高い上方から流入埋没した形態を示していることのほかは,時期的関係

等について明確にすることができなかった。

13.第 11号住居址 (図17,図版8)

本住居址支群造成面の谷筋にあたるD8,D9,E8,E9の 4発掘調査区にまたがって,第 11

号住居址～第13号住居llLの 3棟の竪穴住居llLが ,ほぼ同一立地で互いに切り合い複合する形状で発

見された。当該地区における本支群宅地造成面は,現状で掘り込み面が確認できる現存地山生き土

層で,丘陵斜面を深さ約90cm掘 り込み,そ の下方に平坦面を削平整地して,地形の高い側の法面に

接して北西方向に流れる,幅 21 cm～60cm,深 さ 6 cm～ 12cmの浅い溝状遺構をもっている。第11号住

居址はこれら3棟のなかでは最も原地形の高い東部に位置し,造成法面の基底から西へ約70cπ のと

ころに掘り込まれているが,そ の大部分を第12・ 13号住居llLに よって段状に切りさげられ,や っと

痕跡をとどめる程度の遺存である。

したがって本住居llLの現存部の形状は,図示したように壁面の全長約5。 7π ,そ れに平行す る南

北床面はほぼ全幅を保ち5.28π を測るが,第 12・ 13号住居址によって床面を切断されている東西床

面巾は,最大遺存部で約80cれ ,平均約40mと 僅かしか遺存していない。壁面はほぼ垂直に掘り込ま

れ造成面からの深さ24cm,第 12号住居址との床面比高19印 を測り,一見して造成面から第12号住居

llL床面にかけては 3段の階段状を呈している。床面は現存する限りではほぼ水平な面を保ち,掘 り

込み壁面が残る部分については,それに沿うように長さ約 5れ にわたって,幅 9 cm～ 14cπ ,深 さ 6

cm～ 9 cπの浅い壁帯溝と,柱穴痕 3本分が検出されたが,そ のほかの焼土面などの遺構は何も認め

られなかった。

床面に残る柱穴痕は配置状況も本住居llL掘 り込みと較べて不自然であり,一段降った第12・ 13号
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住居llL床面に残る柱穴痕とも合せて検討を試みたが,そ の組み合せや配置関係は明らかにできなか

った。遺存する壁面および壁帯溝の形状から,本住居llLは もと床面長約5。 3m程度の,隅丸方 形 竪

穴式住居llLで あったのではと推察できる程度である。また第11～13号住居llL 3棟の先後関係は,そ

の切り合いの状態からみて,住居llL番号の順に第ll号住居llLか ら第13号住居llLへ と順次建て替えが

行なわれたと考えられるが,柱穴痕の配置や遺存状況からみて,第 12号住居llLで はさらにほぼ同一

立地に重複する形で,少 くとも 1～ 2回程度の建て替えがなされたようである。

本住居址を含めて互いに複合立地する第ll～ 13号住居llL 3棟は,谷筋に位置することもあってか

埋積被土も深 く,宅地造成面の大形掘り込み内の大部分は灰黒色有機土で埋没し,そ の上半は当丘

陵を形成する花同岩質風化土が堆積 していた。有機上層は当丘陵上方傾斜面から比較的短期間のう

ちに流入した形状を示し,層序的な識別などはできなかったが,地形の高い側の東掘り込み壁近 く

の第11号住居llL床面上で約 110 cm,地 形の低い側の第13号住居llL南西端床面上で約55cπ の厚さを測

り,丘陵斜面の勾配に合せるように南西へ傾斜していた。有機土層内には弥生式土器片および石器

類の遺物のほか,木炭, ドングリや桃の炭化果実などを遊離包合していたが,な かでも石器類が ,

蛤匁石斧 4,打製石斧 1,扁平片双石斧 1,石庖丁 6,石鏃61と 量と種類とも多く注目された。

14。 第12号住居址 (図17,図版8)

第11号住居址の北西部床面の大部分を約20cmば かり掘りさげて,そ の北西倶1に若干ずれた形状で

複合立地する円形の竪穴式住居llLで ある。さらに本住居llLは南半部を第13号住居llLに よって大きく

切られ, 3棟 がほぼ同一立地で重複した形状を呈しているが,第 12号住居llLお よび第13号住居llLの

床面比高はさほどなく,僅かな段差を示す程度である。本住居llLは 谷筋に位置するためか埋積被土

も深 く,ま た宅地造成の際の丘陵斜面の掘り込みが深いこともあってか,遺構面の保存状況はかな

り良好であった。住居llLの地形の低い倶1の西から南へ向けて,雨水等の流路となって小谷状に切 ら

れたと思われる溝遺構によって,南西端の一部で床面を流失している程度である。

本住居llLの掘り込み壁面は,原地形の高い北東部に半円形に約 2分の 1程度を遺存し,西倶1は谷

溝状遺構,東側は第13号住居llLの掘り込みによって切断されていた。掘り込み壁面の角度は場所に

よってかなりの乱れをみせ,大きく斜傾しているところも多かったが,も とはほぼ垂直に近い形状

で掘られていたものと推察される。現状で掘り込み上端の確認できる,宅地造成面および第13号住

居址床面での直径6.12π ,床部壁面径5。 75π ,床面水平部径 5。 55m,掘 り込みの深さは北壁部で宅

地造成面から34cm,東倶1の第11号住居址床面から18cmを 測る。

床面は現存部はおおむね水平な面を保ち,図示したごとく壁帯溝と中央部にピット状遺構をもつ

ほか,多数の柱穴痕が検出された。壁帯溝は幅 8 cm～ 16cm,平均幅13cm,深 さ 4 cπ ～ 9 cπ ,平均深

9 cmの 横断面が上向の」山物線状を呈する浅い溝である。床面中央部のピット状遺構は床面上での長

径139cm,短径76cmの やや不整然な楕円形プランで,深さ35cmの橘鉢状を呈し,内部は床面上 と同

様の灰や炭混りの灰黒色有機上で埋没していた。ピット底部の焼土痕とか,掘 り込み外周部の土手

状の盛土痕などは認められなかった。

柱穴は本住居llL床面の範囲内で約30本分を検出したが,第 11号住居llLお よび第13号住居llLと重複

一- 59 -―



◎4T
◎
3晰 0

⑥
¬

O-30

24X24
-290

Ol議≠

σ管役

◎
2%6

◎
3婦

23X24

◎翌

〇
=I17

ヽヽ

OTI′
2

01%『

σ響

甥必甥
θ電4

H13

02響

32X2

29X23
-14

第17図 第 H～ 13号 住 居 lllL実 測 図

-60-



し,ている部分も多くて,配置や組み合せ関係は明確にできなかった。柱穴の規模についても実測図

中に数値を示したように,かなりばらつきがあり,床面の整地替えや流上の影響も考えられるが ,

ほぼ円形プランで垂直に掘り込まれているものが多かった。柱穴群を全体的にみて,床面中央部の

ピット状遺構を中心に,径約 4%程度で円形に続るものと, ピット状遺構を東西から扶むようにし

て,中心間距離約1.5mで並ぶ 2本の柱穴で構成されているように思われる8し たがってこの こ と

から本住居llLの構造を推察すると,径約 4πで円形に続る 6～ 8本の柱と,中央部の主柱 2本で組

まれた屋根と想定され,同一立地で 2～ 3回の建て替えが行なわれたものと考えられる。

本住居llLの埋没状況や遊離遺物の出土状況などについては,先の第11号住居llLの項で述べたとお

りである。北西部床面上に10cπ ×18cm× 27cm大 の長方形をした花同岩割り石 1個 と,南部の柱穴内

に落ち込んだ形状の弥生式高不片,そ れに床面に近い有機上層内から炭化したカシの実 5～ 6粒分

を発見したが,本住居llLと の直接的なかかわりは明らかにできなかった。また本住居址の西端部に

沿うように床面の一部を切って南流する谷溝は, 自然流水によって生じたものと思われるが,現存

地山生き土上面での幅126cm～ 223cm,深さ30cπん48cm程 度のV字溝となり,と ころによっては底部

に橘鉢状の掘りくぼみを幾つかつくりながら,流れた形状をみせていた。

15.第 13号住居址 (図 17,図版8)

第11号住居址の西半部および第12号住居址の南半部と大きく切り合って,そ の南西にややずれた

形状で位置する円形の竪穴式住居llLで ある。切り合い関係などの状況からみて,複合する 3棟のな

かでは最後に建てられた住居址と考えられるが,原地形の最も低い部分に位置するためか,遺構面

の流失も著しく,掘 り込み壁面の遺存は南東部に約 3分の 1円程度であり,床面も地形の低い西方

へ全体にかなりの下傾を示している。

掘り込み壁面は上層部はすでに流れて不明であるが,現状で確認できる最深部として第11号住居

llL床面部で約22cmを測る程度である。本住居llLの規模を遺存する壁面の平面形から推測すると,第

12号住居llLと ほぼ同規模の床面径約5.5π 程度の円形住居llLと なる。

床面は図示したように,遺存する壁面に沿って円弧状に残る幅約12cm～ 16cm,深さ約 6 cmの 浅い

壁帯溝と床面中央部に径51cm× 62cm,深 さ20cmの大形柱穴状のピット,それに柱穴約10本分を検出

した。柱穴は複合する他の住居llLと の関係もあって,やや不規則な配置状況を示すが,基本的には

第12号住居llLと ほぼ同巧の,中央部のピット状遺構を径約3.6π ほど,柱穴の間隔約 1.4π ～1.7π

で円形に続る 6～ 7本の柱と,中央部に約 1.2π の間隔で位置する 2本の主柱によって建築された

住居址と推定される。本住居址床面にはほかに重複したり組み合せ不詳の柱穴痕も少なく,第 11号

住居址や第12号住居址との重複なども考えると,遺存する掘り込み壁面に対応する,同一立地での

建て替えは行なわれていないようである。

なお本住居llLの埋没状況や遊離遺物については,先述の第11号住居址の項で述べたとお りで あ

り,住居址床面に同時性をもって密着する遺物や,焼土面などの遺構は何も認められなかった。

16.第 15号住居址 (図 18,図版9)
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直接丘陵風化上の流入によって埋没した状況を呈していた。包合層は残念ながら層序的な識別がで

きず,ま た土器片も編年的な変化があまりみられない。この造成面全域で,一部折損品も含めて蛤
匁石斧 5,属平片匁石斧 1,石槍 2,磨製石庖丁 1,打製石庖丁26,石鏃27な ど多数の石器類を発
見 したことを指適するにとどめ,後に一括 して記述することにする。
第15号住居址は,宅地造成面の谷筋にあたる丘陵余1面の掘り込み壁面下底から,約 2.7 ηι南西に
寄った削平整地面に掘り込まれた,隅メL方形状のプランをもつ竪穴式住居址である。現況では直 1安
地山生き土層に直接掘り込まれているが,原地形の高い供1の 北東半のみを遺存し,南西部は後に丘
陵斜面の自然流水によって生 じたと思われる谷溝で大きく切 られていた。

本住居 l■の掘り込み壁の上端部は,すでに風化と流上によって肩部が大きく変形されているらし
く,壁面 も斜傾していて判然としないが,現況でもっともよく遺存する北東部壁 lrriで深さ約65mを
測る。また現在掘り込み壁面上端部幅4.23れ ,床面幅3.35π を測る。床面が遺存する部分について
はほぼ水平な面を保ち,南西方向への道存部幅は平均2.3れ を測る。床面部には図示したよ うに,
平均幅約10cm,深 さ5 cmの浅い壁帯溝を続らせ,柱穴痕 6本分を検出したが,中央部に多く見受け
られ るピット状遺構や焼土面などの施設は何も認められなかった。

柱穴は配置状況も不整然であり南半部を欠失していることもあって,そ の組み合せ関係をはじ
め構造について llJl確にできなかった。本住居址の南側には本住居址と切り合った掘り込み面が見ら

れること,ま た本住居址から北西部にかけて 8本分の柱穴痕が散在することなどからみて,当 該地
には本住居址のほかにも,本住居址と切り合い複合するか,あ るいは近接立地するさらに 1～ 2棟
の住居址が,規模や形状は不明であるが存在 していた可能‖1が強い。したがってこれらを総合 して
本住居址の構造を推察すると,基本的に対角線上の四隅に各 1の計 4本の柱で構成された柱穴であ
ったと考えられる。本住居址は柱穴内も含めて宅地造成面上と同様に,弥生式上器片などの遺物を
包合する灰黒色有機上で埋没していた。残存床面の北西隅に存在する柱穴の一つに,高郊形弥生式
土器片が後に流入した形状で検出されたほかは,本住居址と同Π寺性を示す形状での床面などへの密
着遺物は何も発見されなかった。

17.第16号住居址 (図2o,図 9版)

第15号住居址から地形の低い南方の谷筋に一段降った形で削平整地された造成面に位置する,隅
丸方形の竪穴式住居址である。谷筋にあって埋積被土も深いせいか,南西隅部の床面を∵部流失し
ている程度でほぼ原形をとどめ,本惣図遺跡第 2地点検出の住居址内ではもっとも保存度が良好で
ある。第15号住居址との中心間水平距離約8.277L,床 面比高1.55れ を測る。

本住居址の掘り込みプランは,現状でそれが確認できる削平整地面での上端部および床面とも,
隅丸方形を示し,止端部幅5。 35π x4.57れ ,床面全幅4.90れ x5.10%,床 面水平部幅4.76れ ×4.95
ηし,掘 り込み壁面の深さはもっとも深く残る北壁部0.6れ ,浅い南壁部で0.3π を測る。
床面はほぼ水平:な面を保ち,図示したようにまわりに平均巾10cπ,同深さ6鋼の浅い壁帯溝と,
その内側約40mの床面に同心隅丸方形状に遺存する同様の溝状遺構を続らせ,床面中央部に|は長径
133cm,短径78卸 ,深 さ26cπ の不整長楕円形をしたピット状遺構 1と ,柱穴痕lo本分を検出 した。
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床面の内側に遺存する溝遺構は,壁帯溝とほとんど平行して幅14cπ～20cm,深 さ 8 cπ ～10c響で続っ

ているが,そ の内外の床面高には全 く高低差がなく,し かも地形の高い倶1の北半部のみにしか遺存

しない。本住居llLに伴う二重の排水施設的な性格を有する溝状遺構であるのか,同一立地で同心円

状に拡幅増大された重複違構であるのか,そ の識別を明確にすることはできなかったが,柱穴の配

置状況から推察すると,後に拡大された複合住居のようである。

柱穴は径や深さなどかなりのばらつきが見 られ,そ の配置関係も整然としないが,いずれもほぼ

垂直に近い角度で円筒状に比較的整然と掘り込まれており,北東隅部の柱穴の一つにこぶし大の花

同岩礫 5個を柱のまわりに詰め入れた形状で検出し注目された。本住居址の尾根の構造は現存柱穴

の配置状況から推察して,基本的には対角線上の 4隅 に各 1本の計 4本柱で構成されたものと考え

られる。本住居llLも 柱穴内を含めて造成面と同様に,弥生式上器片などの遺物を包合する灰黒色有

機土で埋没していたが,本住居llLと 同時性を示す形状での密着遺物は何も発見されなかった。

18。 第18号住居址 (図21,図版9010)

本住居址支群造成面の南西端部にあたる丘陵尾根小支脈側斜面を,尾根走向に沿って直線状に掘

り込み,地形の低い南東部を棚田状に削平整地した造成面に位置する住居址である。当該地は丘陵

表土層の風化流失が著しいうえに埋積被土も浅 く,造成面および住居址掘り込み面とも大きく流れ

て判然とせず,さ らに南東部を第17号住居tlLに よって段状に切られ,保存状態は良好とは い え な

い。そのうえ調査者の連絡不徹底から,本住居llLの実測が十分でなく,第 21図 のように東半部のみ

しか提示できない不手際を詫びるとともに,第 8図および図版 9-1を 参照願いたい。

本住居llLは地形の高い北西部に隅丸方形プランで約3分の1程度を遺存するが,壁面の上半部も

大部分がすでに流失していて,現状では最大遺存部で深さ12cmを測る程度である。床面遺存部はほ

ぼ平らな面を保ち,全幅のわかる等高線に沿う方向で4.5π を測るが,南西方向へは平均1.6%の遺

存である。床面に壁帯溝もなく,柱穴痕4本分を検出するもその組み合せは不明である。また造成

面掘り込み斜面および本住居llL北方に数本分の柱穴が散在するが,そ れ らについても明らかにでき

なかった。

本住居址内の埋積土は直接地形の高い丘陵斜面から流入した形状で,当 丘陵を形成する花同岩質

風化土で埋没し,先の第15016号住居llLの ような,土器片などの遺物を多量に包含する灰黒色有機

上は認められなかったが,南西部床面上の約1.8π ×1.2π ほどの範囲に,土器溜り状の一括土器片

が検出された (図 22,図版10)。 この土器片はいずれも弥生時代中期後半の単一時期の形式的特徴

を示し,本住居llLの 年代を知る大きな手がかりとなるものである。

19.第 17号住居址 (図 21,図版9)

第18号住居llLの南東部床面を大きく段状に切り込んで,そ の南東に位置する住居址である。両住

居l■の床面の段差は約41mと かなり深 く掘り込んでいる割には,地形の高い倶1の北西部壁面のみの

遺存で,幅約 5%の 隅丸方形状のプランを示すものの,壁帯溝や床面および柱穴の配置 状 況 か ら

は,そ の形式は明確でない。

床面はほぼ平らな面を保つものの,全体が地形の低い南東に緩 く下傾し,南東部は床面も含めて
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第22図  第18号住居址床面一括土器片出土状況       ′

かなり風化流失していることを示している。壁帯溝は幅平均15cm,深 さ 6卸～ 9 cmで壁面遺存部に

残存するが,南西端部はその後の流水作用のためか,崖状となった地形の低い南西に逆カーブで延

びていた。床面およびその周辺部約4.5%の範囲に,図示したように約30本分の柱穴群 と, ほぼ中

央に径30cれ ×35cm,深 さ28cπ のやや大形柱穴状のピットおよびその北に接するように40cm× 60cmの

範囲の焼土面が検出された。

柱穴は配置状況も不整然で,径や深さにもかなりばらつきがあり,組み合せ関係も不明である。

第18号住居llLと の複合や本住居址と重複しての数次にわたる建て替えが考えられるが,そ の実際に

ついても明らかにできなかった。なお本住居llLの埋積状況については,先の第18号住居llLの場合と

ほぼ同様である。

20.第 20号住居址 (図22,図版10)

第16号住居址の南西部は勾配の急な谷斜面となり,当時の表土層と思われる現存地山生き土上面

も,流水などの影響か大きく乱れて崖状を呈しているが,第 16号住居llL南西隅から水平距離で約 3

π降った谷筋に壁面をもち,その南西に段状に切り合い複合立地する第20021号住居址 2棟と,第

20号住居址の北東約 7π ,第 18号住居址の南西部から丘陵尾根小支脈倶1斜面の等高線に沿って,さ

らに北西方向に連 らなるように立地する住居址 6棟を発見した (図 8)。

谷筋に位置する第20・ 21号住居址は,埋積被上が約 2π と深い割には遺構面等の荒れが著しく,

地形の高い側の丘陵斜面にみられるはずの,宅地造成の掘り込み壁面も確認できなかった。第16号

住居 l■ と第21号住居llLの床面比高が2.05mと 段差も大きく,そ の間の平均勾配も35度 と急斜面を呈

している。そのうえ第21号住居址の南東部から南西部にかけて,住居址床面の一部を含めてすでに

今次開発工事で切断されていて,その全貌を知ることはできなかった。したがって両住居llLの支群

構成についても,第 15～18号住居址の第 4支群と,第 22～ 26号住居 llL等 の第 5支群,あ るいはすで

に切断消滅している南東部へかけて,別個の支群を形成するものかなど,い くつかの可能性は考え
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られるものの,そ れを
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第24図 第20号住居址床面―括土器片出土状況

に発掘調査を実施した惣図遺跡第 1地点の,第10号住居址および第21～ 24号住居llL群 と連続してい

て,本来は10～12棟程度で構成される同一支群の住居址と考えられる (図 6):

第20号住居址は,谷筋に近い南面 した倶1斜面を棚田状に削平した整地面に掘り込まれた,円 形プ

ランの竪穴式住居址と推定される。地形の低い倶1の南半部を第21号住居llLに より,床面も含めて大

きく段状に掘り込まれ,現状では直接丘陵地山生き土に掘り込まれた,地形の高い北半部の約 3分

の 1程度の遺存である。しかも本住居址の遺構面は,そ の後の風化や流失などによってかなり変貌

しているらしく,北東肩部では丘陵斜面から流入 した形状の花闇岩礫10数個が検出されるなど,壁

面上半部はすでに流失し,その掘り込みプランも不整円弧形を呈して詳細を明らかにすることがで

きなかった。

現状での壁面の深さは最もよく遺存する北壁で35cπ ,第 21号住居llLと の床面比高53cmを 測る。床

面は現存する限りではほぼ水平な面を保ち,最大遺存部での床面幅1.05れ を測るが,壁面のカーブ

から推察して本住居l■の規模は,径約 3.5π ～ 4π程度の小形のものであったと考えられる。床面

上には図示したように,北東部壁面に接する形の約プObπ ×170cmの 範囲に,土器溜り状を呈す る弥

生式土器片 (図版10-2)と ,土器片の下に押えられた形での柱穴痕 3本分を検出したが,そのほ

かの壁帯溝とか焼土面などの遺構は何も認められなかった。柱穴は径約20cm～ 32cπ ,深 さ23cm～ 32

cmと 規模や形状に差はあるものの,いずれも円形プランで垂直に掘られているが,現況からでは組

み合せ関係や構造について明らかにすることはできなかった。

21.第 21号住居址 (図22,図版10)

第20号住居址の南東部を段状に大きく掘り込んで,その南東の谷筋を円形プランに削平整地した

大形住居llLで ある。

当該地は埋積被土が深 く,丘陵表土層を今次開発工事によってすでにかなり削平されていたにも

かかわらず,現地表面から整地面まで深さ約210cmも 埋没し,そ の下半分の約130cπ が,弥生式土器

片などの遺物を含む灰黒色有機上で占められている割には,整地面の遺存度はあまりよくなく,原

地形の高い北倶1約 3分の 1程度がほぼ水平な面を保ち,地形の低い南半部はすでに流失して急斜面

となっている。このことはすでに流失している南半部は埋め土による整地面と推察され,直接丘陵
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地山生き土を掘り込み削平整地 した部分だけがほぼ原況をとどめ,本住居llL廃止後の比較的短期間

に,埋めだし部の流失とその後の埋没がなされたものと考えられる。

削平整地のための掘り込み壁面の角度は約40度～45度の法面となって半円形にめぐり,そ の深さ

は第20号住居llL床面を切る部分で55cπ ,北東の丘陵斜面部で約90cm,削平整地面は推定径約 7π の

円形プランを示すが,現況での最大水平面遺存部での幅 2.4π である。

削平整地面は現存する限りではほぼ水平な面を保ち,図示したように柱穴痕19本分を検 出す る

が,その配置状況は不整然で,数次にわたる建て替えなどを考慮に入れたとしても,組み合せ関係

も明らかにできなかった。本遺構面の南半部を大きく欠失しているため明確ではないが,自 然流水

の多く集まる谷筋に位置しながら,壁帯溝をはじめ排水施設を伴なわず,ま た柱穴の配置状況や壁

面掘り込みの形状も,いわゆる竪穴式住居llLと しての一般的な形態を示していない。このような例

は後に報告する用木山遺跡においても数例見受けられて注目されたが,丘陵急斜面の地形を利用し

て,地形の高い側にだけ大きな掘り込み壁をもつ,半竪穴式あるいは平地式の住居が想起されるも

のの,実際の構造については明らかでない。

なお本住居址および第20号住居llLに埋積している有機上層内には,ほぼ同一編年形式に属する弥

生時代中期後半の土器片と,欠損品も含めて磨製蛤匁石斧 2,打製石斧 1,石槍状 2,石庖丁 5,

石鏃28な どかなりの量の遺物を包含していたが,本住居址と同時性を示す形での整地面に密着した

遺物は認められなかった。また包含層とその上層の当丘陵地山風化土層との間は明瞭に区別されて

いたが, この包含層は比較的短期間のうちに流入埋積したものらしく,130cmと 深い割にはほ ぼ均

質の埋積状況を示し,包含層内に層序的な区分や住居址などの遺構面跡は認められなかった。

22.第 19号住居址 (図 8)

第20号住居l■北西部の掘り込み壁面から,地形の高い側の北西へ水平距離で約 7π の側斜面に位

置する,幅の狭い帯状の削平整地面である。第 4支群第18号住居址の南西 2.2筋 に並ぶようにして

丘陵斜面への掘り込み壁面の北東隅部を置き,等高線に沿って南西方向に約 8%を直線状に掘り込

み,地形の低い側の南東斜面を削平整地した造成面である。

当該地は丘陵表土層の風化流失が著しくて遺構面上の埋積被土も浅 く,原況をかなり変貌してい

ることが推察され,さ らに整地面南西部に第22号住居址が複合立地していることもあって,遺存状

況はあまりよくなかった。発掘調査時における削平整地面の現状は,現存地山生き土面での丘陵斜

面への掘り込みの深さ約0。 2π ,等高線に沿う整地面全長約 9。 5m,そ れに直交する整地面幅約 2.2

πを測る。掘り込みの深さおよび整地面幅とも,すでにかなり流失しているものと思われるが,現

存する整地面はほぼ水平な面を保っていた。

この削平整地面上には壁帯溝とか柱穴痕なども認められず,住居 llLと いうよりも第22号住居llL等

に伴なう,宅地造成面あるいは生活面の可能性が強いが,急斜面にあってすでに大きく流失してい

ることもあるため,一応ここでは第19号住居l■ として取り扱った。

23.第 22号住居址 (図24,図版11)



第19号住居址と呼称した削平整地面の南西端に位置する。現存掘り込み壁面の上端幅約 3.2π の

規ヽ模な隅丸方形の竪穴式住居iLで ある。地形の高い西側斜面から東へ向けて第24号住居址,第 23
「住居址,第 22号住居址の 3棟が階段状に切り合った形で複合 し,本住居址床面高を 0と すると,
,23号住居址床面63卸 ,第24号住居址床面は93c71の比高となる。本住居矧1は これら31束の最下段に
,っ て,他の住居力Lを切っているため,地形の低い南東部で壁面のほとんどを流失して い る もの
),床面はほぼ完形を保っていた。

現状で壁面の掘り込み上端のわかる現存地山生き上上面での幅3.07れ～3.23れ ,床面壁間幅2.65
′～2.80π ,同水平面幅2.49π ～2.52π のやや丸味をもった隅丸方形プランを示し,壁面の深さは
1形の高い111の北西壁面では63cmを 測るものの,地形の低い側の南東壁面では僅か 4 cmと やっとそ
)痕跡をとどめる程度である。住居址床面は原地形の低い南東に全体がやや下傾を示し,両端部の

1高約10印を測るがほぼ水平な面を保つ。

床面には図示もしたように,床のまわりを壁面に沿って幅1 lcm～ 17cπ ,深 さ5 cm～ 8 cmの 浅い壁
F溝が続り,床面に4本と壁法面および周辺部に 7本の計11本分の柱穴痕を検出したほかは,焼土
iと かピット状遺構などの施設は何も認められなかった。各柱穴の径や深さはばらつきが大きく,

|た本住居址が第19号住居址や第23号住居力Lと切り合って,一部で複合している関係もあって,そ
)組合せや構造については明確ではない。一応その7Ll・L置状況か らみて,一部壁法面にかかる柱穴も
,めて対角線上の 4隅 に位置する 4本と,長軸中心線上に約 lπ の間隔で並ぶ 2本の計 6本が,本
:居 l■建築に伴う柱穴としての可能性を示すが,本住居力Lの規模から考えて,長軸中心線上の 2本
}柱だけでも十分建築が可能であり,いわゆる住居址とするよりも貯蔵庫あるいは倉庫としての,
1単な構造の建物と考える方がより妥当と思われる。

なお本住居力Lの埋積状況は,住居力L内部の床面に近い下層部分に,地形の高い北西斜面から流入
:積 した形状で,灰黒色有機上が約10m～ 15鋼の厚さで認められたほかの大部分は,当丘陵を形成
.る
花岡岩風化上で埋没していて,弥生式上器細片を若千散見する程度であった。

24.第 23号住居址 (図24,図版11)

地形の高い佛|の北西部斜面に位置する第24号住居址の,南本部床面を段状に大きく掘り込んで,
の南東颯1を削平整地した棚l_Tl状の造成面である。しかしこの造成面は,南東半を第19号住居址お
び第22号住居址などによって段状に掘りさげられ, さらに両端部もすでに流失あるいは人為的に

り込まれていて,全貌は明らかでなく保存状態もあまりよいとはいえない。
現状部での掘り込み線の形状は,等高線走向にほぼ沿った長さ約 5れ の弓弧状を呈し,掘 り込み
面は勾配約60度の法面となって,第 24号住居址床面を切 った部分での深さ約32卸を測る。削平整
面は地形の低い側の南東に全体としてやや下傾しているが,ほぼ平らな面を保ち,現 存 部 長約
5れ ,最大遺存部幅 1,3π ,最小遺存部幅 0.7π ,下段となる第19号住居址肖J平整地面との比高約
伽,第22号住居l■_床面との比高約75cmである。

削平整地面には図示したょうに柱穴痕 2本分が検出されるのみで,壁帯溝や焼土面なども認めら
ず,現状からは建物址か単なる造成面址であるかの識別も明確でない。しかし本造成面の北東部
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成する花岡岩風化上で埋没していて,灰黒色有機上とか土器片などの遺物はほとんど認めら

った。

第24号住居址 (図24,図版ll)

居iLは地形の低い側の市東部を,第 23号住居力Lによって約32cmの 段差で大きく切り込まれ ,

壁面上層部およびその南西端を,丘陵表土層の風化流失などでかなりの乱れをみせ て い る

状では原形の約 2分の 1を遺存する円形の竪穴式住居址である。

居iLの掘 り込み壁面は,丘陵斜面は直接掘り込まれた比較的整然としたほぼ垂直な壁面とな

状でその上端を確認できる現存地山生き土上面で,径約 5.5π の半円形を示し, 壁面の深さ

よく遺存する地形の高い北西部で32c2を測る。床面は現存する限りではほぼ水平 な面 を保

定床面径約4.7π ,同水平面径約4.55π ,最大遺存部幅約 2.6π を測る。

上には図示したように幅12卸～17cm,深 さ 5 cm～ 9 cmの壁帯溝と柱穴 6本分のほか,北西部

から床面中央部柱穴痕に向けてほぼ直線的に遺存する長さ1.8π ,幅 14帥～20m,深 さ 6 cm

の溝状遺構が検出された。床面の南東半をすでに消失していて柱穴痕も遺存しないため,柱

や組み合せについて明確にできないが,地形の高い側の北西壁面に平行する2本の柱穴は,
～376■ ,深 さ49cπ～60cm,中心間距離 2.4π と,形状や規模および配置状況からみて, 本住

建築に伴 うものと考えられ,基本的には 4本柱で構成された屋根であったと推察される。床
の 2本分の柱穴については, どちらも近接または重複しての建て替えが行われ,中心間距離

しを測り,配置関係からみて中心柱の可能性をもつ。しかし各柱穴の規模や形状に大きなばら

あり,さ らに本住居址東端部で切 り合い北東に延びる段状整地面にかけて,直列状に連らな

度が存在することから,本住居址と複合立地する,時期的にずれをもつ別の建造物に伴う柱

能性 もある。現状からではいずれとも判別が困難であるため指摘するにとどめたい。また壁

ら床面中央部にかけて遺存する溝状遺構についても,その性格を明らかにすることができな

本住居址からさらに南西に向けて,等高線に沿って丘陵尾根小文脈稜線にいたる約17%の間

本書第 6図にも示したように,互いに切り合うものも含めて約 7～ 8棟の住居址が連らなっ
している。これらの住居址は本来は本住居址などと共に同一支群を形成するものと考えられ

すでに惣図遺跡第 1地点として先に発掘調査を実施して,本報告書第 2集に報告しているの

こでは省略する。前掲書「惣図遺跡発掘調査概報」を参照されたい。

第25号住居址 (図 23,図版12)

号住居址から北西へ水平距離で約 4れ ,比高にして約1.5π高所の丘陵尾根小文脈稜線 に近

面に,第 26号住居址の南東隅の一部を切り込んで位置する,長方形プランの小形竪穴遺構で

職陵斜面の地山生き土層に直接掘り込んで壁面をつくり,地形の低い側の南東斜面を削平整

1等高線走向に直交する長辺をもった床面を造成したものであるが,現状では南東部は床面
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も含めてすでに流失して,約 3分の 2程度の遺存と推察される。

本遺構の横幅がわかる北小田部で現存壁面上端幅1.61π ,床面全幅1.37れ ,同水平面幅1.18π を
則り,壁面は遺存する限りではほぼ垂直に整然と掘られ,最 もよく遺存する北小口壁面で深さ32cm
静測る。現存部の床面はほぼ水平な面を保ち,現状で長さ約 1.8れを測るが,その形状や当丘陵内
所在の用木山遺跡,さ くら山遺F/Jli等発見の類似遺跡と較べて, もとは2.2π ～2.3れ程度であったろ

うと推察される。そのため本遺構は竪穴式住居■Lと いうよりも規模や形状からみて,貯蔵穴などの

缶庫的な機能を果す遺構とする方がより妥当と考えられる。

床面のまわりには幅10cm～ 8 cπの,規模の害1に はしっかりとした壁帯溝を続らせ,床面および周
2部に図示したように柱穴 3本分と,北西隅床面上に 1個体分と思われる弥生式土器の一括破片を
先出した。柱穴については第26号住居山Lな どとの切り合い複合の関係もあって,直接本遺構に伴う

O
ものかどうか明確にできなかった。前記類似遺構の例では柱穴をもつものともたないものの両者と

もにあり,柱穴を有するものでは床面 4隅 に計 4本のもの,床面中央に 1本のもの,長軸中心線上
こ2本のものなど多様である。しかし本遺構の場合は,横 1油中心線上の両側壁に接するようにして
立置する, 2本の柱で構成された屋根の構造を一応想起できるものの,柱穴の配置にかなりのずれ
が見られ,ま た南半分をすでに失なっているため明確にできなかった。

27.第26号住居址 (図25,図版12)

第25号住居址の北小日壁面から地形の高い側の北東へ,水平距離で約 3.lπ の丘陵側斜面を,等
可線走向に合せて一辺を置いた隅丸方形状のプランで掘りi△み,地形の低い側の南斜面を削平整地
した住居址である」本住居址はかなりの傾斜面に位置するためか,丘陵表土層の風化流 失 が著 し
く,遺構面も現丘陵地表面から約15cll～ 20鋼 の浅い部分で検出され,地形の低い南半部は壁面およ
床ゞ面も含めてすでに流失しているなど,保存状況はあまりよくなかった。すなわち本住居址の現
字遺構面は,直接丘陵地山生き土層を掘り込み削平整地した,地形の高い側の北半部のみの遺存で
ちる。

本住居址の掘り込み壁面は,地形の高い北斜面に鑓状に遺存しているが,当該地の丘陵自然傾斜
編をさらに急角度にした程度の,平均勾配約27度の法面を呈し,掘 り込みの上端部や肩部なども判
朱としない状態である。本遺構の全体幅のわかる等高線走向に平行の東西幅で,現存地山上端での
屁り込み撃面幅約3.95れ ,削平整地面幅3.65π ,それに直行 してすでに南半部を消滅している南北
警地面現存部幅約2.2π ,最 もよく遺存する北壁面の推定深約30帥 を測る。
削平整地面はすで南半部を流失 しているうえに,全体が南へ大きく下傾して両端部比高0.42れ ,
平均勾配ll度を測り,壁帯溝もやっとその痕跡をとどめる程度の遺存である。柱穴は図示したよう
こ整地面上に14本分,北側の法面に 3本分の計17本分を検出したが,配置状況は不整然のうえ径や
髪さなどの計測値にもばらつきが大きく,ま た焼土面とかピット状遺構などの施設も認められない
しめ,柱本の組み合せ関係や構造について明らかにすることができなかった。同一立地に複合し
ご,撃次にわたる建て替えが行なわれたことが推定される程度である。
なお本遺構面および第25号住居址遺構面は,と もに当丘陵を構成する花闘岩風化上で埋没してい
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て,若千の弥生式土器細片を遊離散見したほかは,埋没過程の時間的経過を示すような層序的な区

別などについても何も認められなかった。   ・

28。 その他の遺構

本遺跡は第21号住居址から第26号住居llLを結ぶ線を南限として,そ こから地形の低い南西斜面は

すでに今次開発工事によって大きく削平されていて,発掘調査を実施できなかったが,第 21号住居
llLの南約30π にあたる標高約45π付近の谷斜面に,深いピット状の遺構断面と第36図に示した一括

土器片が発見された。工事中発見のため遺構もすでに破壊され,出土土器片を採集するのがやっと

の状況で詳細は不明であるが,こ の地点から第21号住居址の所在地にかけての削平面には,灰黒色

有機上およびくの中に弥生式上器片などの遺物がかなり散見され,少くとも本遺跡は私たちが発掘

調査 した範囲よりも,さ らに南へ30π は広がっていたことを物語っている。

第 5章 出 土 遺 物

本遺跡の発掘調査にともなう出土遺物は,弥生式土器片約820り ,石器類354点 ,それに炭化した

ドリンクや桃の実などの植物遺物若干である。いずれも時期幅がかなり限定されたほぼ同一形式の

遺物で占められ,遺跡の保存度や発掘調査面積の割には,種類および量ともにかなり豊 富 で あ っ

た。                 .

これらの遺物類の大部分は,本遺跡が風化侵蝕されやすい花同岩地質の,それもかなりの急傾斜

面に立地 している関係から,各遺構ともすでに大きく流失しているものが多く,その後の二次的堆

積層内に遊離包含されていた。したがって住居l■床面などに密着した形で,直接個々の遺構と同時

性を示す伴出例はきわめて少なく,第 5号住居llL床面上の小規模な土器溜りなど僅か数例が認めら

れる程度である。また完形あるいは完形に近い形を保つ遺物も,一部の石器類を除くほかには検出

されず,ほ とんどが断片的な遊離破片として発見された。

さらに各発掘調査区単位での出土遺物の量は,住居llL等 の遺構の分布密度とか規模などよりも,
その立地部の地形的条件によって大きく左右され,遺構の保存度や二次的埋積土層の遺存度に比例

するようである。すなわち丘陵尾根支脈稜線に近い側斜面に位置する遺構部では,かなりの急斜面

に立地していることもあって,丘陵表土層の風化流失が著しいうえに上方斜面からの流土堆積も少
なく,削平整地面や住居址床面もすでに大きく流失 して原況を損なわれ,現存遺構面は地表面から

浅 くて遺物の出土量も僅少である。それにくらべて地形の低い谷筋に位置する遺構部では,各遺構

面とも風化や流水によってかなり損傷されているものの,傾斜も緩 くなって上方からの流土が埋積

しやすい谷懐状の地形を呈し,二次的な堆積上で深 く埋没しているところが多 く,深い部分では現

地表から約 2.3π を測るほどである。しかもこの埋積は比較的早い時期のそれもかなり短期間のう

ちになされたらしく,堆積層の下半部は多量の遺物を包合する灰黒色有機上層1その上半部は有機

物をほとんど含まない当丘陵地山の風化土層と明確に分離され,当 該地における丘陵表土層の風化

流動の大きさを示すとともに,早い時期に谷筋に埋積した有機上層が,そ の後比較的に安定してい
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表10 惣図遺跡第 2地点調査区別土器片出土量
(単 位 珍)

(無印欄は調査不能地区)

ることを物語っていた。有機上層の深さは場所によって差があるが,竪穴式住居址掘り込み跡と複
合する深いところでは,約 1.2π ～1.5π の層序を測り,そ れだけ土器片や石器類などの出土量も豊

富であった。

本遺跡は三方を丘陵尾根小支脈の稜線で囲まれ,南面した浅い谷斜面に立地していて,そ の稜線

部に至るまで本遺跡の範囲が広がることから,谷筋に埋積する有機土層およびそれに包合される遊

離遺物類は,すべて本遺跡にともなうものと考えられる。おそらく上方斜面に位置する生活面にと

もなう遺物類が,各遺構面の風化流失などと共に流下して,谷筋部に遊離堆積したものと推察され
るのである。しかし住居llL群 のなかにはほぼ同一立地に複合して,前後数回にわたる建て替えが行



なわれ,そ の都度上下の層序が乱されたり,流動の過程で天地が混同されるものも十分想定され ,

また各遺構の保存状況などから考えて,た とえ現存する住居llL床面に密着出土する遺物でも,直接

その遺構との共伴関係を一概に断定できない状態であった。したがって本遺跡出土の遺物が,種類

や量が豊富であったにもかかわらず,各遺構との共伴関係についてはほとんど明らかにできなかっ

た。

幸いにして本遺跡出土の遺物類の時期幅も狭 く,あ る一定の期間を限っての集落遺跡と考えられ

ることもあって,上記の出土状況等を併せ考えて本稿では,出 土遺物を個々の遺構と直接結びつけ

て取り扱うことは避け,全体として各器種ごとに一括して記述をすすめることにした。

第 1節 土 器 類

本遺跡の発掘調査にともなって出土した土器類は,総重量にして約 820町におよぶ。このうち直

接遺構面に密着するなどして共伴関係を示すものとしては,第 5号住居llL,第 17号住居址,第 20号

住居llLの床面上に検出された,小規模な土器溜り状の一括土器片 3か所と,第 25号住居llLの現存床

面北小口部で小形甕形土器 1個体分の一括破片,それに第13号住居llLお よび第15号住居llLの各 1本

の柱穴内出上の上器断片のみである。そのほかの大部分の土器片は,本遺跡地内に堆積していた二

次的埋積土層内に遊離破片として包含されていた。したがって完形を保つものとか接合によって完

形近く復元できるような土器片は全く存在せず,すべてが断片的な遊離破片であった。   ヽ

各発掘調査区ごとの上器片の出土量は表10に示したとおりである。土器片の出土量は本遺跡地内

表11 惣図遺跡第 2地点地区別口縁部片出土数

発 掘 調 査 区 甕 1壺 高  沐 器  台 そ の 他 計 備 考

E 13 - E 15

(H17・ 18)

159 含H17床面上

土器溜り(58.5) (24.5) (14.5) (1.25) (1.25) (100)

F 14 - F

(H20)

57

(41.6)

47

(34.3)

32

(23.4)

0 137 含H20床面上

土器溜り(0,7) (100)

C C

(H10014) 瀞
|

159   1

(29。 9)|

81

(15,3)

13

(2.4)

l

(0.2)

531

(100)

その他は回転

台状土器片

D8-9D・ E8～9E

(Hll～ 13)

0 198

(100)(57.6) (26.8) (15.1) (0.5)

計

298 166 1,025

(52.8) (29.1) (16.2) (■ .6) (0.3) (100)

(上段口縁部破片数・下段 ( )内 は構成比率を示す)
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の二次的流土が自然埋積した堆積層の厚さにほぼ比例し,第10号住居llL～第21号住居llLが位置する

谷筋部に特に集中していた。これらの土器片を参考までに発掘調査区ごとに,口縁部片を抽出して

器形別に頻度数を調べた結果は,表llに示したように甕形土器が最も多く約半数を占め, 壺 形 土

器,高不形土器,その他の器形の順となり,ほぼ同様の構成比率を示し,各発掘調査区および発掘

調査区間での,形式的および編年的差違はあまり認められない。

本遺跡出上の土器片の量が膨大であり,紙面や時間的な制約もあって,そのすべてを記載できな

いため,本書では土器溜り状遺構を含む第 5号住居llL,第 17号住居llLお よび第20号住居址出上の土

器片と,多量に遊離出土した第10号住居llL～第14号住居址周辺部の土器片を中心にして,代表的な

土器片を選んでその概要を記すことにする。

1。 第5号住居址床面上の土器 (図 27)

第 5号住居llL床面上において検出された小規模な土器溜り状の一括破片である。住居址の掘り込

み壁面に接するようにして,地形の高い上方傾斜面から流入埋積した形状で,約 lπ ×1.5π ほ ど

の範囲内に遊離群在していたが,量的にはあまり多 くなくて壺形土器片と甕形土器片が大半を占め

ている。いずれも断片的な小破片となって器表の風化磨滅も著 しくて,整形手法などの識別も困難

なものが多いが,胎土に雲母を多量に合み,焼成も比較的に堅緻で,概 して明るい茶褐色を呈する

ものが多く,なかに淡黄褐色や淡黒褐色を呈するものもある。

壺形土器 □縁部が朝顔形に外反して立ちあが り,口 唇部が上下に拡張されたものと,拡張され

てぃないものとがある。検出例のうち口縁部径推定径 16.l cm～ 18.Ocm,頸 くびれ部推定径 9。 l cm～

9.6cmと ほぼ同規模のものである。(Jと 13)は ほぼ同巧のつくりである。口縁にのみ拡張 され,頸部

外表は刷毛目調整の後横なで調整によって消され,現況では刷毛目は僅かにその痕跡をとどめる程

度である。さらに頸部外表に指頭圧による浅い凹線 2条が施されている。鬱)口縁端部は上下に拡張

され,口唇部外表に 1条の凹線と,頸部くびれ部外表に横 1条の鉢巻状の貼りつけ突帯を有する。

(4)□縁端部は上方にのみ拡張されているが,口 唇部は外傾しおぼろな凹線 1を有する。頸 くびれ部

に指頭圧による浅い凹線の痕跡がおぼろに認められるが,内外面とも器表の磨滅が著しく調整手法

は判然としない。15)口縁部の拡張はあまりされず 2条の凹線を続らせている。頸部外表にへら描き

沈線 3条を続らせているものの,器表の荒れが著しくて調整手法は不明である。

甕形土器 に)口縁端推径34cmと 大形の甕形土器片である。口縁部をくの字形に大きく外反,口 縁

端を上下に拡張 して外面に 4条の凹線を続らせている。現存部器表外面は横方向へら磨き,内面は

不定方向刷毛目調整が施されているが,と もにその後の横なで調整によって消され,現状では僅か

にその痕跡をとどめる程度である。(7)口縁端推径13.3cm,口 縁端は上下に拡張される3条の凹線が

施され,器胴外面は斜方向刷毛目の後横なで,内 面は指頭圧痕が顕著に認められる。18)口縁端推径

15卸 ,口 縁部は大きく外反するが拡張はされてなく,日唇部外面に横なでによる浅い凹みが 1条続

る。口縁部は内外面とも横なで,器胴外面は縦方向刷毛目,内面は指先による平滑化が施されてい

るが,下半部については磨滅が著しく不明である。
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瀑

第27図 第 5号 住 居 址 床

0                15Cm

面 出 上 の 土 器 実 測 図

2.第 17・ 18号住居址床面出土の土器 (図 28～30,図版17～18)

第18号住居址床面上において検出された土器溜り状の一括土器片と,第18号住居llLの床面を段差

をもって切り込み,地形の低い側の南東部に複合立地する第17号住居址床面上の灰黒色有機土層内

から,遊離発見された土器片である。両住居址合せて約32りの出土であるが,いずれも断片的な破

砕片であるうえに,形式的にもさして差異を示さないので一括して取 り扱うことにした。参考まで

に口縁部片による器形別破片数を調べた果結は,甕形土器片 (鉢形土器片も含む)93(58.5%),

壺形土器片39(24.5%),高不形土器片23(24.5%),器台形土器片 2(1.25%)そ の他 2(1.25

%)で あった。

甕形土器 いずれも口縁部をくの字形に大きく外反させているが,口縁端部を拡張させて凹線を

続らしているものと,拡張はしているものの凹線を有 しないもの,それに外反しただけで拡張も凹

線も有しないものの 3形式がある。□縁端推定径13.2cπ ～30.3cmを 測るが,概 して口縁端面に凹線

をもつものは口縁径の大小にかかわらず全体におよび,器胴最大径がかなり上位のやや肩の張った

器形と推察され,凹線をもたないものは口縁径13cm～ 18cmと 比較的小形のもので占められている。

胎土に雲母および細砂粒を多量に含み,焼成はおおむね堅緻で黄褐色～淡黄褐色を呈するものが多

いが,なかに赤褐色を呈するものもかなり見受けられる。

(J口縁端を上下に拡張し口縁端部に浅い凹線 3条を続らせている。推定回縁部径約30cπ は本遺構

部最大である。俄)口縁部はくの字形に外反して上下に拡張し,日縁端面に 4条の浅い凹線 文 を も
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つ。日縁部は内外面とも横なで調整,器胴外表は縦方向へら磨き,内 面は斜方向へら削り調整が施

され,頸部 くびれ部内面は横方向へら削りで口縁部と器胴部を明確に分けている。G)口縁端面に 2

条の浅い凹線文を続らせ,頸部は横なで調整が施されているが,器胴部は器表の荒れが著しく調整

手法は不詳である。に)口縁端部の 3条の凹線文は明瞭である。現存部での口縁部は横なで,器胴外

面は横方向へら磨き後横なで,内面は横方向へら削り後の横なで調整である。15)器表の荒れが著 し

く調整等は不詳,日縁端面に不明瞭ながら凹線 3条が認められる。G)口縁端面に 4条の凹線文を有

し,器胴外面に縦方向の刷毛目が認められるも刷毛目単位は不詳である。(7)口縁端面 3条の凹線文

は各稜線ともきわめて明瞭である。18)Ю)と もに口縁端面に 3条の回線を続らせ,口縁部は内外面と

も横なで調整が施されているが,器胴部は器表の荒れが著 しく調整手法は不詳である。住0焼成はや

や軟質,日縁端面に 2条の凹線文をもち口縁部は内外面とも横なで,器胴外面は縦方向刷毛目,内

面はへら削り調整が施されている。llll焼成は堅級で赤褐色を呈する。現存部はすべて横なで調整が

施され,口縁端面 3条の凹線文はきわめて明瞭で,先端の尖った工具があてられている。器台口縁

部の可能性もある。日縁端面に浅い 3条の凹線文と,頸 くびれ部外面に 1条の貼りつけ突帯に爪形

圧痕文を続らせているが,器表の荒れが著 しく調整等は不詳である。住9口縁端部はあまり拡張され

ず,端部外表に 1条の浅い凹線をもつ。器胴外面に縦方向の 2.6卸 幅16本単位の刷毛目が施されて

いるが,そのほかは器表の荒れが著 しくて調整手法は不詳である。帆4口縁端部推定径12.lmと 口縁

部が小さい。日縁端面に 2条の凹線を有し,器胴 くびれ部近 くに焼成後に貫孔されたと思われる径

0。 4cmの 円孔 1個が存在する。器胴外面に縦方向刷毛目,内面縦方向へら削り調整が施されて て い

るが,器表が荒れていて判然としない。l151口縁端部は上方向にだけ拡張され,端面に 2条の凹線文

が明瞭に施されている。口縁部は横なで,器胴外面は横方向へら磨き,内 面は縦方向へら削りが施

されているが,と もにその後から横なで調整が行なわれている。

任0口縁部は上にのみ拡張され,浅い凹線文 l条をもつ。日縁部は内外面とも横なで調整であるが

口唇部内面の折れあがり部は横なでとは別に特別になでられている。器胴外面は縦方向へら磨き,

内面は指頭圧の後斜めおよび横方向刷毛目調整されている。l171口縁端部拡張は認められない。口縁

部は内外とも横なで調整で口縁端面に 1条の浅い凹線をもつ。器胴内面は指先によるていねいな押

えが認められるも,概して器表の荒れが著 しく詳細は不明である。QO口縁端面に不明瞭な凹線文 1

条が認められるほかは,器表の荒れが著 しく調整等の詳細は不明である。樅9口縁端部がやや立ちあ

がり,口 縁端外面に浅い凹線文 l条をもつ。口縁部は内外面とも横なで調整,器胴外面は縦方向に

3.2卸 幅12本単位のやや粗い刷毛目の後横なで,内面は指圧調整が施されている。00口縁端部 はや

や内傾して立ちあがり凹線文を有 しない。□縁部は内外とも横なで調整されているが,そ のほかは

器表が荒れて調整手法は不詳である。eD口縁端面は指先で押えられ凹面を呈する。口縁部は横なで

調整であるが,そ のほかは器表が荒れて調整等は不詳である。92口縁端部は上下に拡張されている

が凹線文はない。口縁部は内外面とも横なで,器胴内面は横方向の刷毛目が認められるも,そ のほ

かは器表が荒れて調整等は不詳である。け鋤侶0口縁端部は水平位に近 く折り曲げられ拡張はない。 1241

の内面に横方向のへら磨き痕が認められるほかは,器表が荒れていて調整等は不詳である。 1251内 外
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面とも荒れて調整等不詳だが器胴外面に刷毛目痕がみられる。 1261口縁部は水平位に近 く折り曲げら

れ横なで調整が施されているが,F口縁端面に斜傾位のへら描刻目文が部分的に施されている。器胴

内面は縦方向へ ら削り痕が認められるが,外表は荒れて調整手法は不詳である。 12711281口縁部はくの

字形に外反するも,端部の拡張や凹線文は認められない。口縁部は内外面とも横なで調 整 が 施 さ

れ,1281器 胴内面に不定方向刷毛目の後,横方向へら目が認められるほかは,器表が荒れて調整等は

不詳である。29器壁のカーブから鉢形土器と思われるが,器表が荒れ調整等は不詳である。00～ 00

口縁部の外反角度は若千異なるがほぼ同形式のものである。OJは 口縁部を欠 くが器胴外面は斜方向

刷毛目の後へら状工具があてられている。その他はいずれも口縁部内外面に横なで調整痕が認めら

れるほかは,器表が荒れ調整等不詳である。

壺形土器 口縁部が朝顔形に外反して開 くものと,直口形の 2種がある。胎土,焼成それに色調

等は先述の甕形土器の場合とほぼ同様である。(J～旧)は 口縁端部のみの小破片である。□縁端面に

2～ 4本の深 くて明瞭な凹線文と,横なで調整痕が認められるほかは,欠失しているため不詳であ

る。 (J凹線文は 2条,内 面に指圧痕らしいものが僅かに認められる。9)凹線文は 4条である。侶)凹

線文は 3条でその上に縦方向に紐状貼りつけ浮文が 4本 1組の単位で施している。に)逆八の字形に

開 く口縁部片である。□縁端を逆三角形状に拡張し,頸部外面三角形を呈する 2条の突帯を貼りつ

け,指頭による横なで調整の後,日縁端部と合せて 3条のへ ら状施文具による斜方向刺突文を続ら

せ,内面はへ ら磨きされている。b)口縁部をくの字形に外反し端部をやや拡張して 3条の凹線と,

頸 くびれ部外面に爪痕文を続らせた突帯 1条を続らせている。□縁部は内外面とも横なで,器胴内

面の一部に横方向の荒いへら削り調整が認められるほかは不詳である。甕形土器の可能性もある。

輸)口縁部は大きく外反して開き,日縁端面に 1条の浅い凹線文と,その上からへ ら先状施文具によ

る斜方向の刺突文が続らされている。頸部外面は 1.7cm幅 に20本を単位とする縦方向刷毛目と, 1

条の貼りつけ突帯,内 面は横方向刷毛目の後に同方向への荒いへら磨き調整が施されている。け)前

者とほぼ同形の口縁部片で,日縁端部が上下に拡張され端面に浅い凹線文 2条が認められるが,そ

のほかは器表の荒れが著 しく調整等は不詳である。 18)口縁端部のみの小破片で,日 縁端面にへら描

きによる斜方向の刻目文が認められるほかは不詳である。

Ю)口 縁部が直口して立ちあがり′,日縁端はやや拡張されて水平面を保つ。頸部外面に 1条の突帯

を貼りつけその上に爪形圧痕文を施している。□縁部は内外面とも横なで,頸部外面の一部に縦方

向刷毛目と内面に細かいへら磨き痕が認められるが詳細は不詳である。住0やや外反して立ちあがる

日縁部片である。口縁端部はさして拡張されずほぼ水平位を保つ。頸部外面に 1条の突帯を刷毛目

の上に貼りつけ,爪形圧痕文を施している。口縁部は内外面とも横なで ,頸部外面は1.5cπ幅に10本

単位の縦方向刷毛目,内面は指圧整形の後横なで調整が施されている。 llll14)と ほぼ同形の逆ハの字

形に開く口縁部片である。現存部外面に断面が三角形を呈する貼りつけ突帯 2条を続らせ,内 外面

とも横なで調整が施されている。は2仁3と もに頸 くびれ部片である。ほ2の頸部に指圧による弱い凹線

3条が続り,頸部は内外面とも横なで,器胴内面の一部に指圧痕が認められるほかは,器表が荒れ

て調整等は不詳である。は9頸部外面につまみ出しによる 1条の突帯を続らせ,内面の頸から胴への

移行部にへら削りによる稜と,器胴内面に指圧痕がかすか認められるほかは,器表が荒れて調整等
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は不詳である。

l1411151口縁部が大きく水平位に折り曲げられ,脚付鉢形土器片と思われる。任J口縁端部
に櫛状施文

具による縦方向束J突文の後, 3条 の凹線文を続らせている。口縁部は内外面
とも横なでで折り曲り

部近くに,焼成前に上方から貫孔したと思われる小円孔 lが穿たれている。器胴外面は縦方向
に近

いへら磨き,内面はやや横方向のへら磨きが施されている。l151前者とほぼ同形であるが施文は認
め

られない。口縁部は横なで,器胴部は内外面とも縦方向のへら磨き調整である。は0壺形土器頸部片

である。くびれ部外面に爪形圧痕文を施した貼り付け突帯 3条が認められるほかは,器表が荒れ
て

調整等は不詳である。l171口 縁部内面に横なで調整の後, 3本で 1単位の櫛描斜格子文と,口縁端面

にほぼ縦方向の櫛状施文具による刺突文が続らされているが,施文具は替えている。l181口縁部を横

なで調整の後,日縁部内面に3本 1単位の櫛描斜格子文と,口縁端面には 2条の凹線文および
へら

描刻目文の上から円形浮文 (現存 3個 )を貼りつけている。は9φOと もにほぼ同形式の口縁部片
であ

る。特別な施文はもたず,口縁端面に横なで調整の際生じた浅い凹線状の凹みが認められ る
ほか

は,器表が荒れて調整等は不詳である。

1211以下は甕形土器および壺形土器の器底部片である。底面径 3.6cm～
13cmと 大小さまざまである

が,大半は平滑な平底につくられ,なかに僅かに凸レンズ状にふくらむものOJ82,逆 に凹
レンズ状

に窪んでいるもの09～ 1411な ども見受けられる。多くの場合底面は指頭によるなで,器表外面は縦方

向へら磨き,内面は縦方向へら削りが施されているが,内面のなかに侶Э俄00009僣 Jのよう
に指圧削り

や,122100の ように指圧削りの後に刷毛目を施しているものもある。

高坪形土器 高不形土器は形態的に 2つのグループに大別できる。一つは外部が大きく皿状に開

き,日縁部はやや拡張された平坦面をもつ(Jγ 19)の形式である。いま
二つは外部口縁が稜線をもっ

て立ちあがり,その外面に数条の凹線をもつは0～ llllの形式のものである。脚はいずれも裾の広がっ

た形であるが,脚端部が拡張されていないものと,拡張されて脚部に三角形透孔または円孔をもち

その上方に数条のへら描き沈線文をもつものがある。また脚柱部と外部の接合部は,脚柱部と外部

を同時に連続し製作した後にしぼり込んで整形し,直径 6 cm～ 8 cπ の円板状の粘土を貼って不底面

を整えている。概して脚端部を拡張して透孔とかへら描き沈線をもつ高脚のものが,口縁部の立ち

あがる外部にともない,脚部のつくりが単純で比較的低脚のものが皿状外部にともなうと推察され

る。これらの仕上げ調整は,口縁端部は内外面とも横なで,器表はていねいな
へら磨き,脚 内面は

縦方向の荒いへら削りと,外部に近い脚柱内面に縦方向への絞り目痕が残るのが通例で あ る9胎

土,焼成および色調等については先の甕形土器の場合とほぼ同様である。

は)は 口縁径32cmと かなり大形で,口縁端部の拡張も大である。f7)口縁端近くの円孔は焼成前に内

面から外面に向って貫孔されている。は0の 口縁部立ちあがりはやや内傾し,凹線 2条は浅くおぼろ

である。llll口 縁端面に 1条と,□縁部立ちあがり外面に2条の計 3条の凹線文が続らされている。

l131脚柱外面にかすかではあるが指頭圧痕が認められる。但0沈線は鋭い
へら先状のもので 1本描き

され,現存部で 2個の透子L痕があって,三角形状透孔と推察できるも,断片のため不詳である。l171

現存部で縦方向へら磨きの後へら先状施文具による7条の沈線が認められる。l181脚部
に外面より焼
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第30図 第17,18号住居址床面出土の土器実測図 旧)

成前に円孔が穿たれているが,約 4分の 1の破片で現存一個のため詳細は不明である。侶0透孔現存

3個 ,長三角形状を呈するが,下半部を欠失しているため詳細は不明である。侶D脚端面に 2条の浅

い凹線文をもつ,円孔は現存 1個 (約 4分の 1の破片),焼 成前の貫孔である。けЭ脚端面に浅い凹

線文 2条をもち,三角形透孔は下端部のみが貫通している。 1251脚端部はへら削りによって明確にし

ている。円孔は 5孔 と推定される。98円孔は現存部 6個 のうち,内 面まで貫通しているものは 2個

のみである。

3.第 20号住居flL出土の土器 (図 31～32,図版19～21)
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第20号住居量床面上において検出された上器溜り状の一括止器片である。約42りの出上量である

が,参考までに器形男J□縁部片の数を調べた結果は,甕形土器片57(41.6%), 壺 形 上 器 片 47

(3413%),高不形土器片32(23.4%),器台片 1(0.7%)で あった。いずれも胎上に雲母 と細

砂粒を合み,焼成はおおむね堅緻で,色調は黄褐色を呈するものが多いが,な かに淡赤褐色や淡灰

黄褐色を塁するものもかなりある。

甕形土器 口縁部をくの字形に外反させ端部を上下に拡張して凹線を施したものと,El縁端部を

あまり拡張しないで器胴最大径がかなり下位にあるものの 2種類がある。

(動は口縁部のみの小破片である。端部になでによる浅い回線状のくぼみがかすかに認められるが

半」然としない。口縁部は内外面とも横なで, くびれ部内面は横方向へら削り痕が認められるも,そ

のほかは不詳である。鰺)口縁端面は斜傾して段状を呈する 3条の回線が明瞭に続らされ,□ 唇部内

面に明確な稜をもつ。現存部調整はすべて横なでである。 (41口縁部端は上下に拡張されているが,

横なでによって生じたと思われる浅い凹線状のくぼみが 1条認められる程度である。□縁部は内外

面とも横なで,器胴外面は縦方 F「3へ ら磨き,内面は斜方向へら削り調整である。b)～裕)は □縁端部

の拡張の仕方に若千の差異があるが,いずれも端面に 2～ 4条の回線文をもつ回縁部小片である。

したがって口縁部‐内外面は横なで調整が認められるほかは,欠失しているため調整等不詳である。

15)口縁端面に 3条と,口縁内面に横なでの際生 じたと思われる 1条のlul線状のくぼみがみられる。

総)□縁端面の回線文は 3条である。げ)El縁端面の凹線文は 2条で浅い,口縁部に焼成前に外方から

貫孔された小円孔 1個がある。18)口縁端面の凹線は 4条続らされ深 く明瞭である。国縁下面部が弓

状に下方に垂れ壺形土器の可能性もある。Ю)日縁端部の拡張は小さく回線文は 2条である。住0口縁

端は僅かに上方へ拡張されている程度で,凹線文等の施文は施していない。□縁部外面に横なで調

整が認められるほかは,器表が荒れて調整等は不詳である。

llll～に0□縁部はくの字形に外反するが,口縁端の拡張はあまりなく,器胴最大径も申程にある。

llll口 縁部は内外面とも横なで,日 縁端内面になでによる浅、い回線状のくぼみが 1条認められる。器

胴内面は丹念な斜方向へら削り,外面は縦方向用1毛 目と頸 くびれ部分面に櫛状施文具による東1突文

が 1条続らされている。但a口縁部は内外面とも横なでで端面に弱い回線状のくぼみが 1条続ってい

る。器1鳳外面は縦方向屁1毛 目,内面は横方向に軽 く荒いへら肖」りと,下半に指頭圧痕が幾つか認め

られる。慢Э口縁部は内外面とも横なで無文,器胴部は器表が荒れて,外表縦方向へら削り痕がかす

.かに認められるほかは不詳である。 l1411151口縁部は内外面とも横なで無文,器胴内面はていねいなへ

ら削りが認められるほかは,外面は器表が荒れて調整等は不詳である。はO El縁 部内外面とも横なで

無文,器胴は縦方向届」毛目,内面は横方向へら削りである。l171口 縁端部を上下に拡張し,□縁部は

横なで調整されているが,端面下方に横なでによって生 じた浅い闘線状のくぼみが 1条 認 め られ

る。器胴部は荒れが著 しく,内面にへら削り痕が一部に認められるほかは不詳である。l181口 縁端部

は上方にのみ拡張し,内外面とも横なで調整で無文,日唇部内面に 1条の明瞭な稜をもつ。器胴部

は器表の荒れが著しく調整等については不詳である。

壺形土器 住9El縁部は大きく外反し幅広となり横なで調整されているが,国縁端面は横なでの後

へら先状施文具による斜方向の刺突文が続らされている。90El縁部は大きく外反して幅が広 く横な
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で調整の後,日縁部上面にへら描き格子文と口縁端面に浅い回線文 l条および櫛状施文具による東」

突文が続らされている。なお口縁部下面に指頭圧痕が部分的に認められる。9卦逆ハの字 形 に外 傾

して広がる口縁部である。 El縁端面は横なで指圧によってやや凹んでいる。頸部外面に 2条の貼り

付け突帯があり,その上に櫛状施文具による東」突文が続らされているが,現況では下段部刺突文は

磨滅して殆んど認められない。さらに口縁上端部にも別の櫛状施文具による東」突文が続らされ,計

3条の束」突文帯を構成している。そのほかは全面なで調整と思われるが器表が磨滅していて不詳で

ある。1221は岨9と ほぼ同巧で El縁端面に櫛状施文具による東」突文が続らされ,残存部内外面とも横な

で調整である。侶Э小破片のため径は不明,IIl縁端は上下に拡張され 3条の明確な凹線文をもつほか

は,現存部内外面とも横なで調整である。90回縁部内外面とも横なで調整の後,日縁端面は 3条の

間線と櫛状施文具による東J突文が施され,そ の上に円形浮文が貼りつけられ,日縁内面にはへら描

き格子文が施されている。99口 縁端小破片のため径は不詳,内外面とも横なで調整の後,口縁端面

はへら描きによる横方向 4条の平行沈線と,へ ら先による縦方向刻目文が続らされ,口縁部内面に

はへら描き 2条単位斜格子文と,その上内縁部に円形浮文が直all状 に貼りつけられている。 1261口縁

部はやや外反して立ちあがるが直□に近い壺形土器である。□縁端部外面に浅い凹線文 1条 と,横

なで調整痕が認められるほかは,器表が荒れて調整等不詳である。

俄つ～1311は □縁部が朝顔形に外反して広がる形式のものである。内外面とも横なで調整が主として

施されていると思われるが,器表が荒れていて詳細が不明のものが多い。9η口縁端は上下に拡張さ

れ 3条の浅い凹線が続らされている。俄9口縁端部は上下に拡張されているが無文,日縁外面にへら

削りが施され,頸部外面に指圧による弱い幅広の回線 1条が続る。99□縁端は上方にのみ拡張,日

唇部内側に 2条の凹線文が続り,頸部外面は指圧による弱い凹凸が認められる。00 El縁部の拡張は

なく無文,頸部は内面からの指圧によりやや外彎する。1311口 縁端部は上下にやや拡張され,,端面に

浅い凹線 l条を続らしている。頸部外面に指圧による弱 く幅広の回線が 3条以上施されている。1321

頸部下半から器胴部にかけての破片である。頸部外面に現存部で 3条の浅い凹線が続り,器胴外面

はべら削り,内面は横なで調整である。  ,

図32仁9～俄9は甕形土器および壺形土器の器底部である。現存するものの底面径5.8cm～ 9。 8cπを測

る。大部分のものは底面平滑な平底である。外傾して立ちあがるものとやや外反して立ちあがる 2

種があるが,外反するものは甕形土器と思われる。器表が荒れていて判然としないが,外面は縦方

向へら磨き,内面は縦または斜方向へらlljり が大半を占めるが,なかに俄つのようにへら肖Jり の後に

刷毛目を施しているものも見受けられる。

高杯形土器 外部が大きくIlll状 に開き,口縁部がやや拡張されて平坦面をもつものと,外 口縁部

が稜線をもって立ちあがり,そ の外面に数条の回線をもつものの 2種がある。ここでは前者が圧 ell

的に多い。外部の仕あげ調整はEI縁部は内外面とも横なで調整,そのほかは横方向を主体としたへ

ら磨き調整が施されているものが大半を占める。

(図31-1)口縁径34omと 大形である。日縁端は大きく拡張されて上面は幅の広い丸味をもった

面となる。施文は施されていないも(図 32-I～ 2)口 縁端は大きく拡張されて,上面に(D5条,9)

3条の浅い回線文が続らされている。13)口縁端は拡張され上面は平滑な面を呈し,拡張部下端は内

―- 90 -―



丁
一
一一一一■
一
一
一

外面 ヒも稜をもつ。14)□ 縁部はあまり拡張されず,端部外面に浅い凹線文 1条がかすかに認められ

る。外部下底から脚柱にかけては絞り込まれ,底面中央に径 8 cπ の円板状粘土の貼りつけがある。

器表は内外面ともていねいなへら磨き調整である。6)外部口縁ほ弱い稜をもってやや内傾して立ち

あがるが,そ の稜線はあまリシャープではない。□縁端上面に 3条の浅い凹線文と,立 ちあがり外

面に横なでの際に生じたと思われる浅 く広い凹線状起伏が 2条綻っている。不外面は横方 可,内 面

は縦方向へら磨き調整である。(6)El縁部はやや内傾して立ちあがるが稜線は明確でないき口縁端上

27

1イ
第32図 第20号住居l■床面―括出土の上器実測図 9)
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面に浅い凹線文 l条 と,国縁部外面に浅 く広い回線状のくぼみ 1条が認められる。(7)口縁部は内外

面から横なで指圧によって中くばみの形状を呈し,日縁端上面はやや丸味をもつが拡張や施文は認

められない。18)□縁端上面は横なで指圧によりやや中くぼみを呈している。琢部内面は横方 F「 l,外

面は斜方向へら磨き調整である。(91El縁端はかなり拡張され上面は丸味をもった幅広面となるも,

施文は施されていない。

住OEEl縁部小破片のため径は不明である。□縁端部上面に浅い 2条の回線文と,口縁部外面に 5条

の明瞭な回線文をもち,下端部にへら圧痕文状のもの 1個が認められる。 llll外部の下底 部 片 で あ

る。脚柱上半を絞り込んだ縦 じわが内外面とも遺存する。不下底の貼りつけ円板の径は 5.8 cπ ,不

部内面は横方向へら磨き,外面全体は縦方向へら磨き,脚部内面は横方向へら磨き,脚部内面は横

方向へら肖Jり 調整である。l121脚端部の拡張は認められない。脚裾部に焼成前に外面から貫子Lさ れた

円子L12個 が続っている。低脚のものであるが,あ るいは台付壺等の脚の可能性もある。ほЭ脚端面は

やや拡張され浅い凹線 1条をもつ。脚部に三角形状と思わわる透穴の跡があるも小断片のため,実

状の詳細は不明である。仁J脚部はやや外反して広がり端部は丸味をもつが,単純なつくりで無文で

ある。内外面とも器表が荒れて調整等は不詳である。閣脚端部は拡張され端面に 5条の回線が認め

られるが,横なでによって消され,かすかにその痕跡をとどめる程度である。脚部に三角形透孔状

の跡が認められるも,切断部片であるため幅および高さなどの詳細は不明である。現存部から推定

して 6孔であったと考えられる。外面は縦方向へら磨き,内 面は横方向へら削り,下端部は横なで

調整である。仁0脚端面は漸移的に丸味をもって移行する。脚裾外面に小指爪で施されたと思われる

爪形文 l条を続らせ,その上位に外面から貫孔した円孔が認められるも,円孔は現存部 1子Lのみの

ため配置関係は明らかでなく,器表も内外面とも荒れていて調整等は不詳である。

l171低脚付壺形土器等の台部片である。台部外面はへら肖Jり の後,内面まで貫孔しない小円孔が横

l列 に続らされている。内面の調整は不詳である。l181脚付鉢または深椀形土器 El縁部片である。内

外面とも器表が荒れて調整等の詳細は不明であるが,□縁部横なでと器胴内面に指頭による整形の

痕がかすかながら認められる。

4。 第10号住居址周辺出土の上器 (図 33～ 36,図版13～16)

第10号住居址が位置するC8・ C9両発掘調査区の二次的埋積層から,多量の土器片を遊離検出

した。谷筋に近い丘陵債1斜面を等高線走向に沿って掘り込み,その下方を約1lπ × 4π の長方形棚

田状に削平整地した遺構面上に,上方斜面から流入埋積した形状の灰黒色有機土層内に遊離包含さ

れていた。この埋積土は平均約50cπ～60mと あまり深 くはないが,土器片や石器類が多数 発 見 さ

れ,両発掘調査区での総出土土器片は約 156りと,本遺跡各発掘調査区単位での最多量を占める。

参考までに器形の半」別できる国縁部片を調べた結果,甕形土器片27(52.2%), 壺 形 土 器 片 159

(29。 9%),高 不形土器片81(15.3%), 器台形土器片13(2.4%), その他 1(0.2%)で あ っ

た。

いずれも断片的な遊離破片であり,本住居址との直接的な共伴関係も明確ではない。しかし,こ

れらの上器片は時代の限定されたほぼ同一形式の上器片で占められ,前述してきた第 5号住居址床
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面上の上器溜り状一括土器片等と同一時期のものである。本住居址廃棄後に上方斜面から流入埋積

したとしても,本住居址と一連の生活面から,時期的にさして隔りのない短期間のうちに埋積した

ものと考えられる。したがって本稿では特に集中的に出上したC8発掘調査区内の,第 10号住居 l■

床面に近い部分で発見した土器片について,そ のいくつかを選び概述したい。なお各土 器 片 の胎

土,焼成,色調および調整手法等に関しては,´前項までに述べてきた土器類とほぼ大同小異である

ので,以下は簡略に施文等の特徴について記述する。

甕形土器 □縁部をくの字形に外反させているが,端部を拡張して端面に数条の凹線 を もつ も

の,端部を拡張しているが無施文のもの,端部拡張も施文ももたないものの 3形式がある。いずれ

も遊離破砕片であり,し かも器表の荒れているものが多いため,個 々の個体について全形を通して

の調整手法等は不詳であるが,概 して口縁部は内外面とも横なで,器胴外面は縦方向へら磨き,同

内面はへら削り調整が施されているようである。そしてなかには,器胴外面の刷毛日,同内面に指

頭圧痕を残すものも見受けられる。

(J～侵0は □縁端部が拡張され端面に凹線を続らせる形式である。(J口縁部径28cmと 大形である。

端面に 3条の回線文と端部内面に指圧凹線 1条が続り,口縁と器胴部は内外面とも稜をもって明確

に区分されている。鬱)□ 縁端面 2条の凹線文は,そ の後の横なでによって浅 くおぼろとな って い

る。(31□縁端面の凹線文 3条は明瞭である。器胴外面に昂1毛 目,同内面肩部に指頭圧痕を残す。 14)

□縁端部の拡張はあまり顕著でない。端面に浅 くおぼろな 2条の回線文が続り,器胴は球体形を呈

する。15)口縁端面に 5条の凹線文を施した後, 3 4El対 の棒状浮文を貼りつけているが,小破片のた

め,配置状況は不詳である。(O El縁端面 3条の回線文は明瞭で,器胴内肩部に指頭圧痕 を 多数 残

す。(η□縁端部の拡張は僅かで端面に施された 3条の凹線文も浅 くおぼろである。ほ)El縁端部は上

方のみに拡張され,端面に 3条の明瞭な凹線文が続る。Ю)El縁端部は上下に拡張され,端面に明瞭

な 4条の回線文が続る。住0日 縁端面 3条の回線は施文後横なでによって消され,現在ではかすかに

それが判別できる程度である。

llll～ 9のは無施文の甕形土器口縁部片である。llll口 縁端は上方にだけ若干拡張され,端部上方に横

なでの際生じたと思われる浅い凹線状の窪みが 1条続る。lla口縁端部は上下にやや拡張され,端面

は外ふくらみに丸味をもって外傾するl131口 縁端部拡張はほとんどみられず,「J縁部に焼成前に貫子L

された径0.5cmの 小円孔現存 1個が貫孔されている。 l141口 縁端部はやや上方に拡張され,上端 部 は

三角形状の稜をもつ。l151口 縁端部は上方に丸味をもってかなり拡張されているにO El縁端部は若千拡

張され,端面は外ふくらみに丸味をもつが,上端部はつまみなでによリシャープな稜をもつ。l171□

縁端部の拡張は全 く認められない。但D□縁端部はやや拡張され端面は指圧なでにより弱 く凹線状に

くぼんでいる。住9口縁端部は全体に若千拡張しておさめられ,端面は外傾して上下にも弱い稜をも

つ。

1211～ 99は 甕形または壺形土器基底部片である。いずれも平底で底面は水平位のものが多いが,な

かに囲1271の ように凹レンズ状にくぼむものもある。概して底面はなで調整,器胴外面は縦方向へら

磨き,同内面は下から上へのへら削り調整が施されている。9999の 2個体は手づ くねの もので あ

る。98底面中央に焼成後外面から貫孔された不整形小門孔が穿たれている。
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壺形土器
.頸
部から口縁部にかけて大きく外反して広がる長頸壺の形のものが多いが,頸部が外

傾するものや直口するものもある。またEEl縁部の拡張や施文にかなりの個体差が見受けられる。調

整手法は器表の磨耗や小破片のため判然としないものが多いが,概 して口縁部は内外面とも横なで

頸部外面は横なでを主とするもなかにFlll毛 目を施したものもあり,同内面はへら削りおよび横なで

のようである。

(1)口 縁端部は大きく拡張され端面は幅広の水平面を保つ。□縁部に近い頸部外面に 2条の惧占りつ

け突帯を続らせ,□縁部と下段突帯にへら状施文具による圧痕文を施している。頸部外面の突帯下

方に施文の際工具があたって生じた細沈線文状の痕と屁1毛 日,同内面に横方向繊維質工具による横

lllり 痕を残す。9)前夕1と ほぼ同巧のものである。□縁端面はやや外に低 く円形浮文が 1列 に続る。

□縁部外面に 1条のへら状工具による圧痕文と,現存 2条の断面三角形の貼りつけ突帯を続らせ ,

その上に棒状浮文を施している。椰)□縁部を丸味をもって若千拡張しておさめ,端面に 3条の回線

文と 3個単位の円形浮文を続らせ,頸部外面に断面三角形の貼りつけ突帯現存 4条と,そ の上に長

さ約5.2cm 2本単位の棒状浮文を施している。14)口 縁端部をやや拡張して端面に 3条,頸 部 外面に

現存 7条の浅い凹線文が続る。15)口縁端部を上下に若千拡張して,内 傾する端面に 4条の浅い凹線

文と,頸部外面に横なで指圧による 3条の回線文が続る。

裕)頸部はやや外傾して立ちあがり,口縁部は大きく外反して端部を上下に拡張,端面に 3条の凹

線文とその上に 4本単位の棒状浮文を施している。頸部外面にに 5条の浅い横なで指 圧 凹線 が続

る。(7)□縁端は上下に若千拡張され端面に 2条の凹線文が続るも,後 に横なでにより消されおぼろ

となっている。18)口縁端部は上下に拡張され,端面 3条の凹線は浅 くおぼろである。。D)前者とほ

ぼ同巧で端面 2条の回線はかすかにその痕跡をとどめる程度である住0口縁端部の拡張と外反はさほ

どなく,端面に明瞭な 3条の回線と,頸 くびれ部に断面三角形の貼りつけ突帯が現存 2条施されて

いる。

llll口 縁部は前後に拡張されているが無文である。仁a□縁端部は丸 くおさめられ,頸部外面に縦方

向刷毛目調整されている。仁Э口縁端部は上方にのみ拡張され上端部は三角形状につまみあげられ稜

をもつ。 El縁端面と頸部外面に横なでの際生じた浅い指圧凹線各 l条が認められる。l141□ 縁端面に

指圧凹線 1条が続り,頸部外面にmll毛 国調整されている。l151口縁部は大きく外反して広がり,端部

上面と端面に各 l条の指圧凹線各 1条が続る。仁0日縁部は大きく外反して広がり,端部上面と頸部

外面に指頭圧による凹線状のくぼみが認められるも浅 くて判然としない。

住η頸部から□縁部にかけてやや外反して立ちあがり,口縁端はそのまま丸 くおさめている。日縁

端近 くの外面に断面三角形を呈する貼りつけ突帯 1条 と,そ の上方に 2条,下方に現存 4条の浅い

回線を続らせているが,そ の後の横なでと磨耗により半」然としない。l181 El縁 部は若千拡張され端面

は外ふくらみの丸味をもつ。頸部の短い壺形土器である。任9頸部はほぼ直立し,日縁部は大きく折

り曲げられて広がっている6器胴に接する頸部外面に断面三角形を呈する貼りつけ突帯 1条 が続

る。90頸部がくびれ外反するが,直 口壺形土器と思われる。 El縁端内側はシャープで稜をもう。2J

短頸壷形土器である。口縁部はやや拡張され無文である。92球形の器胴に直口のつく壺形土器で低

脚がつくものと思われる。器胴最大径部外面に櫛状施文具による斜方向束J突文を 1条続 らせ て い
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る。器胴外面は縦方向Ell毛 目,同内面は横方向へら削り,日縁部は内外面とも横なで調整である。

99～侶9は壺形または甕形土器基底部片である。底面は平底でなかには凹レンズ状を呈するものも

ある。底面はなで,器胴部は縦方向へら磨き,同内面はへら削り調整されている。001311は脚付壺形

土器の脚部片である。1301脚外面くびれ部に平たい突帯を貼りつけ,そ の上から爪形圧痕文を続らせ

ている。壺底部中央に焼成前穿孔の径0.8cπ の円孔 1個が貫孔されている。0動脚部外面に指頭 圧 痕

を全面に残す。壺部底面内部および脚内面は横なで調整である。

器台形土器 (図35-5～ 6)は器台形土器脚部片である。15)脚端部は丸味をもって拡張され,端

面は図示したごとくへら状工具によって整形され鋭い稜をもつ。脚裾部は内傾して立ちあがり,外

面に繊維状工具によって施された現存 9条の浅い凹線が続る。そのほか現存部は内外面とも横なで

調整である。G)小破片のため径は不明である。脚裾部外面に鋸歯文とその上方に縦方向刷毛目の後

に現存 4条の沈線が続る。内面は横方向へらlllり ,脚端部は横なで調整が施され,脚端面および裾

部内面に各 1条の指圧回線が認められる。

高不形土器 □縁部が稜をもって立ちあがり,口 縁部内面に数条の凹線を続らすものと,外部が

大きく椀状に開き,日縁部がやや拡張されて端部が平坦な面を保つものの 2種 あるが,こ こでは後

者の方が多く,ま た大形のものも含まれる。

(J外部口縁部径48cmと 大形である。口縁端部は拡張されて端面は 2.2 cm幅 の平坦面となり, 2本

1単位の櫛描き斜細線文と,日縁端外縁部にへら描き刻目文が続る。俄)口 縁部径 46御を測る。 日

縁部は拡張されて端面は幅約 2.l cmの 面となり4条の浅い凹線文が続る。□縁端部は内外面とも横

ム5
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なで,杯部外面は横方向へら磨き,同内面は縦方向へら磨き調整である。惨)□縁径44cπ を測る。日

縁端部は左右に拡張され幅 2 cπ の丸味をもった平坦面を保つが施文は認められない。杯部外面に横

方向へら磨き痕がかすかに残る程度である。14)小破片のため口縁径は不詳である。□縁端面に 2本

l単位の櫛描斜格子文が施されている。口縁部は内外面とも横なで,杯部内外面に不定方向掃1毛目

痕とへら磨き痕が認められるも,器表が荒れていて判然としない。

(図36-1～ 2)共に同巧のつくりである。不口縁部は稜をもってやや内傾して立ちあがり,日

縁部外面に 4条の明瞭な回線が続る。口縁部内外面とも横なで,外部外面は横方向,内 面は縦方向

のていねいなへら磨き調整である。輸){4118)口 縁部はやや内彎して立ちあがり,端部は拡張されて端

面はほぼ水平な面となる。 El縁部内外面とも横なで,外部は内外面ともへら磨き調整である。b)小

破片のため口縁部径は不詳である。口縁部は弱い稜をもって外傾して立ちあがり,日縁部外面に 5

本 1単位の櫛描き波状文を有する。総)外部口縁が内彎して深い。□縁部外面に 7条の凹線文を続ら

せている。(η口縁端部の拡張は僅かで端面は外ふくらみの丸味をもつ。り)口 縁部を大きく水平に折

り曲げ,幅約 4卸の水平面をつ くる。外部は椀形に深いつくりであるが,下半は欠失して不詳であ

る。日縁部は横なで,外部外面にへら磨き痕が認められるも,器表が荒れていて詳細は明らかでな

い。

は0～ 1261は脚部片である。高脚のものと低脚のものがあり,なかには仁900の ように壺形上器の脚台

を思わせるものもあるが,手法が同巧のため一括して取り扱った。いずれも脚部と外部を同時に連

続してつくり,外部下底部を絞り込んで分害」し,円板状粘土板を貼りつけて外部底面を整形したも

のである。したがって脚柱上端部内面に縦方向の絞り目痕を残すものが多く,概 して脚内面はへら

削り,脚端部は内外面とも横なで,そ の他はていねいなへら磨き調整である。

仁0粘土円板径7.8cπ ,杯部外面は縦方向へへら磨きは後の斜方向へら磨きによって消され, 同 内

面は指頭なでの後幅2.2卸 ll本単位の刷毛目調整が施されている。llll脚端部の拡張はなくその ま ま

丸 くおさめられ,端面に 1条の凹線と,裾部に浅い爪形末」突文およびその上方に小円孔 4個が施さ

れている。仁a端部の拡張および端面の外傾はほとんど見られず無施文である。l131脚裾部外面に弱い

稜をもって脚端部をやや内彎させ,端面は水平に接地する。脚柱部外面に 3条の明瞭な回線文と,

その下方裾部にかけて 7個 の三角形透孔が続るぃl141脚端部をやや拡張して外面に稜.を もつが無施文

である。閲脚裾部に未貫通円孔推定 6個 (現存 4個 )が続る。任0脚端面に横なでの際生じたと思わ

れる回線状の浅いくぼみ l条が続る。l171脚裾部がやや内反して端面は水平に全面接地する。

l181脚裾部に 2列 の爪形束」突文と,脚部に上段 7孔,下段11孔の円形透孔 2段が続る。儀9器形から

推察して壺形土器脚部片と思わ れる。 脚裾部に焼成前貫孔の小円孔 5個が続る。 00脚部 くびれ部

に 2孔単位で対応する位置に計 4円孔が貫孔されている。俄D脚裾部に上下で方向の逆になる爪形圧

痕文 2段と,そ の上段に円形透孔推定10個 (現存 7個 )が続る。また脚部内面に粘土円板 が貼 ら

れ,外部底と合せて上下 2段に貼られていた形跡がある。侶a脚柱部片であるが,先端の尖った施文

具で 1条づつ施された沈線が 4～ 7条単位で現存 7段続らされている。1231脚裾部のみの破 片 で
―
あ

る。脚端部は拡張され端面に 2条の回線と,上半部が不明ながら三角形透孔 4孔が施されている:|

俄0脚端部が図示したごとく拡張され,端面と端部上面に各 1条の凹線文と,脚裾部に推定 6僣 (現
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存 4個 )の小円透孔が貫穿されている。99脚端部は大きく拡張され端面と端部上面に横なでによる

回線状のくぼみ各 1条をもつ。脚裾部外面に 3条の凹線文と,そ の上段に内面まで貫通しない三角

形透孔12個が続らされている。脚部外面の調整および施文は,ていねいな→縦方向へら磨き横なで

調整→穿孔の順となる。俄0脚端部は拡張されて端面に 2段の回線文が続る。脚柱部外面に 4条以上

の櫛描き沈線文と,そ の下段に先端の尖った工具による縦方向平行線が施されている。この縦方向

沈線文の下端部は各々二股に開き,本来三角透孔であるものの退化した形態と考えられる。

5.第11～ 13号住居址周辺出上の土器 (図 37)

第ll～13号住居址が複合立地している谷筋部は,地形が高い供1の丘陵傾斜面からの流土埋積が著

しくて二次的埋積土層も深い。遺構面が最も深い第12号住居址床面上では深さ約 1.3π も埋没し,

なかでも遺物類を多く包含する下層部の灰黒色有機土層も 0。 9πを測る。それだけに土器片等の出

土量も多く,3住居llLが位置するD8・ D9・ E80E9の 4発掘調査区内からの土器 片 総 計 は

188.6秒 であった。 いずれも断片的な遊離破片であるが, 器形の判別できる口縁部片を調べた結果

は甕形土器片l14(57.6%),壺 形土器片53(26.8%),高不形土器片30(15。 1%),器 台形 土 器

片 1(0.5%)で あった。

これらの上器片はその出土状況等から推察して,直接的な 3住居址の共伴遺物とするよりも, 3

住居llLが廃棄された後に上方遺構面から,丘陵表土層の風化流動にともなって当該地へ流入埋積し

たものと考えられる。 しかし,い ずれも時期幅の限定されたほぼ同一様式の上器片で占められ,仮

に本住居llL群 に直接ともなわないとしても,あ まり時期的に隔りのない併存遺構からの流入遺物と

推察される。したがってここでは住居llL床 面が比較的安定していた,第 12号住居lll掘 り込み面内出

上の上器片について概述する。

(0日縁部がやや外反する深鉢形土器口縁部片である。□縁端がかなり拡張されて端面はほぼ水平

面となり,横なで調整の際指頭圧で生じたと思われる,浅い凹線 l条が認められる。そのほかの調

整等については器表が荒れていて不詳である。鬱)～ G)は頸部から口縁部にかけて朝顔形に外反して

広がる長頸壺□縁部片である。□縁部内外面と頸部内面の一部に横なで調整痕が認められるほかは

器表が荒れ調整手法等の詳細は明らかでない。俄)□縁部を上下に拡張して内傾する端面に 4条の明

瞭な凹線文と,頸部外面に 1条の凹線文を続らす。(3日縁部を上下に拡張して内傾する端面に 7条

の凹線文と,頸部外面に 1条の弱い貼りつけ突帯が認められる。14)□ 縁部の拡張はあまりない。内

傾する端面に浅 くおぼろな 3条の凹線文と,頸部外面に現存 8条の幅広で浅い凹線文が続 って い

る。幅)口縁部は下方にだけ拡張され内傾する端面に 3条の浅い凹線と,頸部外面に断面低三角形の

現存 2条の貼りつけ突帯が認められる。(0口縁部の拡張はあまりなく内傾する端面に浅 くおぼろな

2条の凹線文と,頸部外面に現存 5条 ,内 面くびれ部に 1条の横なで調整の際指圧で施したと思わ

れる,やや幅広の浅い回線文が認められる。

17)～仁Jは甕形土器□縁部片であるも回縁部をいずれもくの字形に大きく外反しているが,日 縁端

部をあまり拡張しない無文のものと,日縁部を拡張して端面に凹線文をもつものの 2種がある。概

して器表が荒れていて調整等の詳細は明らかでないが,国 縁端部は内外面とも横なで,器胴外面は
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縦方向へら磨き,内 面は横方向へら削りおよび横なでのものが多いようである。(7)圏縁端がやや上

方に拡張され内面に弱い稜をもつが無文である。18)El縁端部の拡張はあまり認められず,端面はや

や外ふくらみの丸味をもち無施文である。 El縁端径40.3cmと 大形である。D)口縁端を上方にだけ折

り曲げた形で拡張し,内 外面ともかなり明瞭な稜線をもつが無施文である。住0口縁部を上下に大き

く拡張し,内 傾する端面に 5条の明瞭な回線文と,その上に図示したような縦方向 3条 1組の棒状

浮文を施しているが,小破片のため配置関係は不明である。llll口 縁部は上下に拡張され内傾する端

面に 3条の明瞭な理線文をもつ。頸部外面は指頭圧による強い横なでにより頸部を明確 に し|そ|い
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る。

は0～仁0は高不形土器口縁部片である。口縁部が稜をもって立ちあがり,日 縁外面に数条の回線文

を続らすものと,外部が大きく椀状に開き,口 縁部がやや拡張されて端部が平坦なものとの 2種が

ある。ほa口縁部は稜をもってやや内傾して立ちあがり,日 縁部外面に明瞭な 4条の鵬線文を続らせ

ている。口縁部は横なで,外部は内外面ともていねいなへら磨き調整が施されている。仁Э口縁端の

拡張はなく,端部外面が横なでの際の指圧で,凹線状に弱 くくぼんでいる。l141口 縁端部は拡張され

端面はやや丸味をもった外ふくらみの水平面を呈する。l151口 縁端部は左右に拡張され,端面は指圧

によって中程が浅 くくぼんでいる。は0□縁端部の拡張はほとんど認められず無文である。

仁り～1211は高不形土器脚部片である。脚端部が拡張されたものが多く,脚裾部に円孔や三角形透孔

を続らせ,脚柱部にへら描沈線を施したものが目につく。器表外面は縦方向へら磨き,内 面は横方

向へら削り調整を施したものが多い。l171脚端部は拡張されて稜をもち,脚]裾部に外倶1か ら貫孔され

た径約0,5cπ程度の小円孔12個 を横 l列 に続らせている。住8脚端部を拡張して端面に凹線 状 の弱い

くぼみ l条をもつ。脚裾に外面から施された小円孔を横 1列続らすが,ほ とんどが内面まで貫通せ

ず,脚内壁が凸レンズ状に張りだしている。ほ9脚端部は漸移的に丸 くおさめ,脚外面に縦長三角形

状の透孔を続らすが内面まで貫通せず,ま た上半部は 1条のへら描き沈線状を呈している。俄0脚柱

外面に鋭いへら先状施文具による 3条の細い沈線文を続らせ,内 面上端部に不底貼りつけ粘土円板

剥脱痕と,整形時絞り目の縦 じわの痕が残る。1211脚柱部内面の上端に絞り目痕と,そ の下方に横方

向の荒いへら削り痕が認められる。外面は不詳である。

6.第 14号住居址周辺出土の土器 (図 38)

第10号住居址南西端部で若千複合して,約 40cπ の段差をもってその南西のC10～ C ll発掘調査区

にわたり,第10号住居址と直rll状 に立地する第14号住居 l■の削平整地面上に,流入埋積した灰黒色

有機上層内発見の遊離土器片である。第10号住居 ll「_と ほぼ同様の立地と規模,さ らには埋没状況を

示す割には,両発掘調査区合せて計約40り と前者に比較して少量であった。

(動頸部が逆ハの字形に外傾する壺形上器口縁部である。□縁端を拡張して端面に 4条 の 凹線 文

と,頸部外面に指圧凹線文 4条をもつ。破片下端部に器胴に移行すると思われる折れ曲りが認めら

れ,壺 □縁部片としたが器台の可能性もある。(2)頸部から□縁にかけて外反して広がるが,日 縁端

部の拡張と施文は認められない。頸部外面に浅い指圧凹線 2条が続るほかは,器表が荒れて調整等

は不詳である。憾)頸部から口縁部にかけて大きく外反して広がり,□ 縁端部はやや拡張されて丸 く

おさめられ,端部上面に指圧による凹線 1条が続る。頸部外面に断面三角形の貼りつけ突帯 l条が

続り,口縁部内外面の横なで調整のほかは,器表が荒れて調整等は不詳である。

(41～惨)は甕形土器□縁部片である。いずれも口縁部をくの字形に外反,El縁端を上下に拡張して

端面に数条の凹線文をもつ。器表が荒れているものが多 く調整手法は半J然 としないが,日 縁部内外

面とも横なで,器胴部外面はへら磨き,内 面はへら削りまたは刷毛目調整のようである。(41□縁部

径28.4cmと 大形,日 縁端面に明瞭な 4条の回線文が続り,頸 くびれ部内面は横方向へら磨きで口縁

と器胴の区画を明確にしている。b)口縁端は上方のみ拡張し,端面に 2条の浅い凹線文を続らす。
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第38図 第 14号 住 居 址 周 辺 出 土 の 土 器 実 測 図

(0口縁端は上下に拡張,端面に浅 くおぼろな 2条の凹線文が続る。器胴内面に横方向届J毛目痕が認

められる。(η口縁端の拡張は上下にされているが薄い。端面に明瞭な 4条の回線文と□縁疑内面に

1条の稜をもつ。器胴内面にへら肖Jり 痕を残す。18)□縁径 14cπ と小形;端面に 2条の明瞭な凹線文

が続る。(9口縁部は丸味をもって拡張され,端面に 2条の凹線文を施した後に,へ ら先状施文具に

よる斜線亥J文と,その上に 3個対の円形浮文を貼りつけている。さらに頸 くびれ部外面に指頭圧痕

文を有する凸帯 l条を続らせ,甕形土器でありながら壺形土器の文様構成を示している。

仁0～ l131は高外形土器片である。l101□ 縁部は弱い稜をもってほぼ垂直に立ちあがり,日縁部外面に

4条の明瞭な回線文が続る。仁J□縁部は弱い稜をもってやや外反して立ちあがり,日縁端は若千拡

張されて水平な面となり,端面に浅い凹線文 3条が続る。l121脚端部は稜をもって拡張され,脚端部

外面に 1条と脚裾部内面に 3条の指圧凹線が続る。脚外面に三角形透孔が続るがいずれも内面まで

貫通せず上半部は 1条の沈線状を呈し退化を示す。脚柱部外面へら描沈線文 5条が続る。脚端部は

内外面とも横なで,脚柱部外面はへら磨き,内 面はへら削り調整である。l131脚端部は拡張され端面

に 1条の回線文と,脚裾部に外面から貫孔された径約○.4cπ の小円孔12個が続る。       ■

l14回転台状土製品と呼ばれているものである。上面の調整は不詳ながら平滑な面を有し他の部分
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と比較してもなめらかである。しかし使用されたという積極的な確証はない。台部外面 は べ ら磨

き,国内面は上端部にへら状工具痕が認められるほかは横なで調整である。当山陽団地ではこれと

類似するものが,門前池遺跡と用木山遺跡から数rll出上している。

7.南谷斜面出土の一括土器 (図 39)

本遺跡発掘調査中に,本遺跡発掘調査区最南端からさらに約30π南に降った谷斜面部において,

住宅団地造成工事にともなって一括土器片が出上したとの知らせを受けた。早速現地に赴いたが,

造成工事によって削られた断崖状の崖面に,ピ ット状遺構の切断面が露呈し,ピ ット状遺構内ある

いはその周辺から転落した状態で多数の上器片が散在していた。崩落の危険があるため遺構部の調

査は断念し,出土土器片の採集にとどめたが,本遺跡と一連の丘陵尾根斜面に立地し,距離的にも

あまり離れていないところから,その中間部を工事のため発掘調査ができず明確ではないが,同一

遺跡の出土遺物として取 り扱うことにした。

当該地の一括土器片については,すでに埋没したり散逸したものもかなりあると予想され,その

すべてを採集することはできなかったが,調査時点での現存量は22.7珍 であった。総体的に焼成は

堅級で明茶褐色を呈する大形の破片が多く,風化等による磨滅もあまり見受けられないことから,

原況は完形あるいは完形に近い状態のまま,こ の地に埋積していたものもかなりあったろうと推察

される。また施文も前述の住居址内出上のものと比較して豊かであり,壺形土器に脚台がつくもの

が多いなど,'特殊な祭祀に関係する土器群の感が強い。

(掛唸)は ほぼ同形式の甕形土器□縁部片である。ともに口縁部はくの字形に外反,日縁端部を上下

に拡張して端面に(1)に 5条,鬱)に 4条の明瞭な凹線文と,頸 くびれ部外面に爪形文を有する貼りつ

け凸帯 l条が続る。椰)口 縁端部は上方にだけ稜をもって拡張され無施文である。に)～ (7)は壺形土器口

縁部片でである。いずれも口縁部が大きく上下に拡張され,端面に 3～ 6条の回線文をもつ。(4)口

縁部のみ大きく外反し端面に 3条の凹線文と,頸部外面に縦方向刷毛目の後,指頭圧による浅い鵬

線 3条が続る。口縁部内外面および頸部内面は横なで調整である。b)口縁端面に細 く明瞭な 7条の

間線文を続らせた後, 3個対円形浮文と 2個対棒状浮文を交互に貼りつけ, 4組で一周している。

また頸部外面に断面が三角形を呈する貼りつけ凸帯が現存
苺
2条が続る。(0回縁端部に明瞭な凹線文

4条が続り,一見甕形土器 El縁部を思わせるが,頸部へかけてのカーブからEl縁部が大きく広がる

壺形土器回縁部とした。(η口縁端面に 6条の明瞭な凹線文を施した上から縦 2個対の円形浮文と縦

4条対の棒状浮文を交互に12組 ,頸部外面に縦方向届1毛 目の後現存 2条,内 面に 1条の指圧凹線を

続らしている。

18)惨 1甕形または壺形土器基底部片である。底面は平底なで調整,器表外面は縦方向へら磨き,内

面は下から上への荒いへら肖Jり 調整である。19)の底部に近い倶1面に焼成後貫孔された小円孔 1個 が

穿たれている。住0焼成がやや軟質で淡黄褐色を呈する器台底部片である。下端部がやや拡張されハ

の字形に内傾して立ちあがる。器表外面に現存12条の指圧凹線,内 面は縦方向の荒いへら肖Jり ,端

部は内外面とも横なで調整である。

llll～ l181は高不形土器,脚付壺または脚付鉢形土器片である。いずれも部分的な破片のため全形の
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調整は明確ではないが,概 して□縁部および脚端部は内外面とも横なで,脚部内面はへらlljり ,そ

のほかはへら磨き調整が施されているようである。llll大形高不形土器中間部片である。脚柱上端部

内面に5条のへら描き沈線文が続り,杯部外面にへら磨き痕,脚部内面に横方向へら削り痕が明瞭

に残る。l121不 □縁部は鋭い稜をもって若千内傾して立ちあがり,日縁部外面に 5条の明瞭な凹線文

をもつ。侵Э脚端部が拡張され,脚裾部に外表から貫子Lさ れた小円孔 8子Lが続る。脚部外面は縦方向
へら磨き,内 面は横方向へら肖Jり 調整が施されているが,上端部に絞り目痕を残す。l141外部は深 く

椀形を呈す。脚柱部外面に上方に 4条,中程に 2条のへら描沈線文が続るが,接合部にかなり喰い

違いが見られる。l151脚柱部外面のへら描き沈線文 7条は,螺旋状に続らされている。伍0脚付壺形土

器等の脚台部である。脚部外面に 7条のへら描き沈線を続らせ,脚内面はへら削り調整,壺部底面
は円板状粘土貼りつけで,整形手法は基本的には高不形土器の場合と同巧である。帆つ脚端部は拡張

され端面に 2条の凹線文が続る。脚裾部外面に小円子L12個を続らせているが,いずれも内部まで貫

孔せず,内壁を圧迫してふくらみをもつものが多い。l181脚端部を拡張し,脚部外面に計10条のへら

描き沈線文と,内 面まで貫通 しない三角形透孔12個を続らせている。

8。 その他の上製品 (図 40,図版24)

以上概述した土器類のほかに,本遺跡発掘調査にともない分銅形土製品 2,土玉状土製品 1,土

製紡錘車 3を発見した。いずれも各発掘調査区において他の土器片とともに,遺構上に埋積してい

た灰黒色有機上層内に遊離混在していたものである。したがって各発掘調査区単位での上器類と共

に記述すべきであるかも知れないが,縮尺図示の関係もあってここに取 りまとめ概述した。

分銅形土製品(J下半部片である。第17号住居 llLの位置するE13発掘調査区出土である。胎土は級

密な粘土に組砂を多 く含み、 器表内外面とも明黒褐色を呈する9表面および端面はほぼ平坦,裏面

o          5Cm
i  l  l  i  f  i

第40図 分 銅 形 土 製 品,土 玉,紡 錘 車 実 測 図
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は僅かな凹面となり,器表は磨滅が著 しく半J然としないが横方向昂1毛 目調整の後,図示したように

くびれ部に横方向沈線文と,側縁に沿ってハの字形の櫛描き沈線文が施されている。9)第 9号住居

址の位置するC7発掘調査区発見の上半部破片である。横幅14.8cπ ,器厚1.75cmの 鳳手で重量感の

あるつくりである。胎土に 1勧～ 3卿大の砂粒をかなり多く含み,焼成は堅級で表裏面とも暗灰褐

色を呈する。表面は僅かにふくらみをもじて凸レンズ状を呈し,裏面もそれにつれて凹面はやや斜

傾した平坦な面となり,表裏面ともなで調整によるていねいな仕あげである。施文は図示したごと

く4条 l単位の櫛状施文具によって,縁部表面に連続小重弧文と中程に波状沈線文を描き,頭部外

縁重弧文の外側と波状沈線文の両償1に刺突夕J点文を配し,端面下半から裏面外縁にかけて,約 0。 8

cπ～l.2cmの 間隔で斜傾する小円孔を束J突貫穿しているが,焼成時につぶれたものか現状では貫 通

するものは皆無である。

土玉状土製品侶)は分銅形土製品9)付近からの遊離検出である。長径2.8cπ ,短径2.lcmの 楕円球形

状の上製練玉で,明茶褐色を呈し焼成は良好である。いわゆる紐通し等の貫孔や施文は施されてお

らず,用途等については不詳である。

土製紡錘車(41～怖)は いずれも甕形土器等の破砕片を再生利用したものである。14)D12発 掘調査区

発見,淡黄褐色を呈し整形は角ばった部分を残してあまり精巧とはいえない。径4.Om× 4.5cmの 不

整円形で,中央部小円孔面は使用のためか磨耗が著 しい。15)第 16号住居址床面付近での遊離発見で

ある。甕形土器の基底部に近い破片再禾J用品で,外面は 2次的に火焔を受けて黒 く煤け,現況は破

損して最大径 4.8cπ を測る。鰺)南谷斜面検出の一括土器溜り内に混在していた。壺形土器胴肩部片

の再生利用品で,表面は外ふくらみの曲面を呈 し,径 4.5cm× 4.7cπ の比較的ていねいなつくりであ

る。

第 2節 石 器

本遺跡出上の石器類は総数 353点である。器種別の出土fEl体数は表12,各発掘調査区別の出土数

および分布状況は表13014に示したとおりである。住居址床面等に密着した形態で出土するなど,

表12惣 図 遺 跡 第 2地 点 出 土 石 器 一 覧
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表13惣 図 遺 跡 第 2地 点 地 区 別 出 土 石 器 数 一 覧
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個々の遺構面と直接共伴関係を物語るような出土状況を示すものは存在せず,すでに二次的な流土

堆積層内からの遊離発見である。したがって出土石器類の分布状況も,先述の土器片の場合とほぼ

同様に比較的埋積被土層の厚い,第 10号住居llL～第21号住居llLの位置する谷筋部に集中し,地形的
条件と相侯って発掘調査面積の割には,多種多量の石器類を発見することができた。

本遺跡出上の石器類のほとんどが,各遺構面のその後の風化流動にともなって二次的に遊離移動
したものであり,ま た本遺跡の営なまれた時期が前述の土器類の編年観からみて,さ して時代幅の

ない比較的短期間の集落址であることなどから,こ こでは記述の都合もあって,個 々の石器の出土
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表14惣 図 遺 跡 第 2地 点 調 査 区 男J石 器 分 布 一 覧
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地点や出土状況にはあまりこだわらないで,器種別に一括して取 りまとめ概述することにする。な
お本遺跡出上の石器類を概観して, 石鏃が 200点 と全出土石器の約 60%に およぶ多数 を占めるこ

と,石庖丁が磨製品 9に対して打製品73と 圧倒的多数を占めること,打製石器のすべてがサヌカイ
ト製品であるのに対して,磨製石器は同じ砂岩とか粘板岩であっても,そ のほとんどが産出地を異
にする多種多様の堆積岩が用いられ個体差があること,石錘,槌石,橘石などは川原石のそれも手
ごろな自然石を採集利用して,ほ とんど手を加えていないことなどがニロ象的である。

表15惣 図 遺 跡 第 2地 点 出 土 蛤 双 石 斧 一 覧

1出
土地1 現  状 1石 材 現存部長 1現存部最大 現存部最大厚1   備

1表
採

南谷 半 壊 品 砂 岩

表 採 頭 部 片 砂礫岩

D9 頭 部 片 砂 岩

F10 頭 部 片 砂 岩

完 形 品 砂 岩

風化磨滅著しい

側面打痕有

側面えぐり痕,再利用痕有4

5

頭 部 片 砂 岩

C8 頭 部 片 砂 岩

F14 中間部片 砂 岩

C8 中間部片 砂 岩

C8 中間部片 砂礫岩

C8 中間部片 砂 岩

B5 中間部片 砂 岩

D9 中間部片 砂 岩

匁 部 片 砂 岩

頭 部 片 砂 岩

双部断片 砂 岩

D9 中間部片 砂 岩 6.83

E13 双部断片 砂 岩 4.50

E14 東部断片 砂 岩 5.10 6.80

側部断片 砂 岩 9.05 5.30

E8 頭 部 片 砂 岩 3.93 7.40

7.00

4.10 側面えぐり痕,再利用痕有

4.80

3.48

5.02 再利用痕有

4.95 上下面とも再利用痕有

5.35 再利用痕有

5.20 再利用痕有

4.25 再/11用痕有

4.70 再利用痕有

4.19 再利用痕有

2.35

4.40 再利用痕有

3.80

1.80

1.40

4.35

D9

■2

13

F13

D13

E9

15

16

17

■8

19

20 E9

F13 頭 部 片 砂 岩 3.55

ニー110-一
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1.磨製太型蛤叉石斧 (図 41～ 43,図版26)

計22個体を発見したが完形品は 1点のみで,そのほかはすべて折損品である。天部片 4に比較し

て頭部および体中間部の破片が多く, しかも大半の折損部面に打痕や描りによる磨耗痕 が認 め ら

れ,使用中に折損したも,のを持ち帰り石槌や石杵などに再不」用されたことを物語り,それだけに頭

部や体部片の遺存が多いものと考えられる。また石材は大部分のものが砂岩でつくられているが,

材質は同じ砂岩ではあっても,色調や石材内の構成物に夫々明瞭な差異が認められるものが多く,

産出地が同じ石材で製作されたもののJllは昇当らないほどである。

完形品が少ないうえtこ その後の器表の風化による磨滅や再利用痕が加わって,出土Jllの多い割に

は詳細は明確にできないが,いずれも器巾 6 cm以上,器厚 4 cm以上の大形で太い蛤匁石斧である。

(動の完形品にういていえば現存長19.lcπ ,体部最大幅 7.45cπ,同最大厚 4.8鋼 の横断面がやや扁平

な楕円形,匁部および頂部とも外彎して平面形も全体が丸味をもった長結「El形を呈するつくりであ

る。匁部を含めて全面よく研磨されているが,頂端部に使用による可痕こ 両倶1面の頂部から2∽

～ 6 cmの 間に敲打痕が認められる。倶1面敲打痕は着柄の際の滑り上め■志
~49れ るが,着柄による擦

痕は不詳である。匁部は研磨により鋭い両双に仕あげられているが,現状では使用のためか磨耗し

て丸くなり,実測図平面形左倶1がより著しく磨滅していた。            ■｀

双部は現存する 50‐ llと もすべて外彎するつくりである。体部はよく研磨されて い るが,(1～

3)のようにやや属平なものと,(408012)な どのように部厚いものがある。敲打による成形

の後に全面研磨 して仕あげているが,体倶1面に着柄に際しての加工と思われる敲打痕を施している

ものが認められる。敲打痕は両側面に敲打痕として残るもの (102・ 3),平 面および両側面に

表16打 製 石 斧 ・ 柱 状 石 斧 ・ 扁 平 片 理 石 斧 T覧
(単 位 m)

番号 種 1現 状 石 材 1現存長 際
大部可
最大厚 1 備

叩き石として再利用か?

砥石として再利用か?

石庖丁から再製か

匁部敲打再生

り:1原石利用か ?

サヌカイト

サヌカイ ト

ほぼ完形 サヌカイ ト

サヌカイ ト

磨製 柱 状 石 斧

磨磨製柱状石斧

磨製扁平片匁石斧

磨製扁平片界石斧

磨製扁平片匁石斧

磨製扁平片匁石斧

( )内数字は破損品現存部計測値
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施されたもの (709),両 側面が溝状に聞むもの (4・ 6010・ 11)な どがある。

頂端部は製作後の使用による打痕もあって判然としないが,体部とともに研磨して仕あげている

もの (1・ 2o6)と ,成形時敲打されたままの状態のもの (3～ 5)が ある。

2.打製石斧 (図 44,図版27)

いずれもサヌカイ ト製計 4点の出土である。(J隅丸長方形の部厚いうくりでゎる。平面は表裏と

も自然泉1離面を多く残し,主として倶1面部を敲打成形して,側方面をすりつぶして手の平に合 うよ

う角を取っている。匁部はやや外彎して両匁につくり,使用による磨滅痕が著しい。橡)荒削りなつ

くりで天部の外彎する丸味をもった台形状を呈する。断面は菱形を呈し,償1面はすりつぶしにより

角取りされている。及部は使用による打ち欠けや磨耗痕がみられる。旧)頂部を一部欠損 している

が,均整のとれた楕円形に成形された小形品である。14)自 然象1離面を多く残し,及部のみを組かく

敲打調整した属平な台形状を呈する。

3.磨製柱状石斧 (図 44・ 45,図版27)            
´
 .

粘板岩製のいずれも折損した 2点である。6)体部のそれも縦に半裁きれた破片である。原形は角

に丸味をもった角柱形両双と推察されるが現況からは不詳である。現存部両小口面と平面部に打痕

および磨耗痕が認められ,破損の後も叩き石または台石として再利用されたものと考えられる。俗)

頂部のみの破損品である。器表全面はよく研磨され,横断面が長方形に各稜とも明瞭な均整のとれ

た精巧なつくりである。頂端面に殴打痕もなく,各面ともやや外ふくらみの丸味をもったていねい

な仕あげであるが,平面の上方が後に砥石として転用されたらしく擦痕が認められ,浅い凹面とな

っている。

4.扁平片刃石斧 (図 45,図版27)

計 5点を発見したがいずれも小形品である。(η属平な隅丸長方形を呈する粘板岩製である。側方

を 1部欠損するが,頂部および倶1面とも面取りして,よ く研磨され平滑な面を呈し,匁部はやや外

彎して 0。 9 cπ 中で鋭く磨ぎだされている。18)緑泥片岩製の薄いつくりである。欠損と器表の剥離が

著しく詳細は明確でないが,長方形のつくりで後に双部を敲打再生している。り)緑泥片岩製の半裁

表17惣 図 遺 跡 第 2地 点 出 土 石 錘 一 覧

1」

・２

一

・３

一

・４

一

Ｂ

一

・６

砂 (6.05) 5。 76

3.35cπ 172多

3.60

1.38

砂 礫 岩

5.10

頂部のみ敲打凹痕

凹線 l条を続らす

頂部のみ打ち欠き

敲打痕なし

破損品。頂部のみ打ち欠き

花 商 岩 3.80

( )内数字は現存部計測値
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第45図  石 斧 ・ 石 錘 実 測 図

折損品である。 天部がやや外彎する全体に丸味のある台形状のものと推察される。住0長 さ 4.lcπ ,

中 2.3 cmの 長方形をした粘板岩製小形品である。天部はやや斜傾し,現状では裏磨きされて両冤状

を呈 している。llll頂部を欠失しているが横断面が楕円形を呈する縦長の粘板岩製品である。側方部

に成形時の敲打痕を多く残し,双部は外彎してよく研磨されている。

5.石錘 (図 45,図版27)

石錘は計 5点出土した。球状の素材に一周する溝を続らせたものl141,薦平な素材の短辺に打撃を

加えて快りを入れたもの (12・ 13015),そ れに球形の素材の償1面に研磨を加えた程度のもの儀0が

ある。いずれも川原等で採集した自然石を利用して,若干の加工をした程度のもである。
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l121片面がやや扁平な楕円形を呈する。頂部と平面の一部に敲打による浅い溝状の綱みを設け,全

面を研磨している。l1311151薦 平で楕円形をした川原石をそのまま利用している。頂部に敲打による扶

りを入れたのみで,他には全く加工の痕跡は認められない。l141属球形の素材面に敲打による巾約 1

cmの浅い溝を続らせ,全面を研磨して仕あげている。但0小形の属球形素材の狽1面に僅かな研磨痕が

認められ,平滑な面が続っているが凹面とはなっていない。したがって石錘と確言できないが一応

ここで取り扱った。

6.石庖丁 (図 4647,図版25)

磨製石庖丁 9点,打製石庖丁73点,計82点 と打製石庖丁が圧倒的多数を占める。このうち完形を

保つのは打製品の 6点のみで,えの他は折損晶あるいは未製品である。磨製品は個々の石庖丁が色

調や石質等で夫々差異をみせるのに対 して,打製品はいずれもサヌカイ ト製である。

磨製石庖丁 (J両端部を欠損しているがほぼ大要を知り得る程度の遺存である。背部 は や や 外

彎,匁部は大きく外彎する薦楕円形を呈し,小円子Ll個が穿たれている。器表に成形時敲打痕を部

分的に残すが,全面よく研磨され,双部は片面に顕著な急傾斜,その裏倶1を僅かの傾斜をもたせた

両匁につくっている。使用痕はよくわからないが天部にかなりの磨耗が認められる。円孔は両面か

ら敲打によって穿たれ,外縁径l.2cπ～1.4cm,円 孔径0.4cπ ,背部と円子L中心までの間隔1.3cmを 測

る。俄)小口部の一端を欠 くが約 3分の 2大の遺存である。小田部がやや外彎する中の広い長方形を

呈し,匁部は直線的である。小口子Ll孔 を残すが対になるかどうかは不明である。器表に敲打痕を

僅かに残すがよく研磨され,天部は両面から砥ぎだされた両匁である。器表に擦痕と匁部に磨滅痕

および双こぼれが認められる。円孔は両面から均整のとれた円錘状に貫孔され,外縁径Ю.6 cπ ,円

孔径0.35cπ,背部から円子L中心までの間隔1.lcmを 測る。             ■

侶)小円孔 2子Lを もつがその形状から推察して,折損品の再生Xll用 と考えられる。背部は外彎,双

表18惣 図 遺 跡 第 2点 出 土 磨 製 石 庖 丁 一 覧
(単 位 cm)

番号 材 1 出土地点 1 長 さ |

耳 | ~~~:: 

「~~~~~~::i 「~~

粘 板 岩 1表  採

4.30

(2.90)

(3.02)

4.15

4.55

5.15

3.75

5

6

粘 板 岩

粘 板 岩

表  採

―

|―
―― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

F   ll (3.29)

7

8

9

(3.35)

(4.00)

匁部外弯円孔 l

匁部直線状・巾広長方形

双部内彎再生利用か

背部双部ともに施果,再生利用

天部やや内彎

小日外線に択りがある

匁部やや外彎

砥石に再利用か ?

匁部やや内彎冊1再 (5,70)

―-118-一

( )内数字は破損品現存部計測値
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(単 位 cm)

サヌカイ ト (6.43)

サヌカイ ト (5.30)

サヌカイト (2.60)

サヌカイ ト 8.40

サヌカイ ト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト (8.28)

サヌカイ ト (4.25)

サヌカイト (4.65)

サヌカイ ト (4.00)

サヌカイ ト

サヌカイ ト (4.00) 3.70

サヌカイ ト 10.75 5.10

サヌカイ ト 6.65

TI√

表19惣 図 遣 跡 第 2地 点 打 製 石 庖 丁 一 覧

番号 1 石  材 さ
 | 1厚

■０

一

ｌｌ

一

１４

小口部片,ガ 日ヽ扶りなし

4ヽ El部片,ガ Eヽl扶 りなし

0.98 だヽ回部片,月 日ヽ快り有

0.70 不定形双部研磨

0.80 完形,長方形両小日快り有

完形,長方形,両小口快り有

1.32 完形,長方形両小口加工痕なし

1.05 小回部片,だ 国ヽ部外彎決りなし

0.62 小El部片,小 EEl部外彎扶り有

小口部片,小日部不定形決り有

小田部片,ガ 日ヽ部と背部外彎快り有

小□部片,小田部扶りなし,紐穴■孔有

16

17

■8

19

20

21

22

23

25

28 1.15 小El部片,小回部不定形扶り有

30 1.76 完形,鎌形,両小日とも挟りなし

31 0。 95 ほぼ完形,長方形小ロー方にのみ扶り有

( )内数字は破損晶現存部計測値

部は内彎して現代の鎌状を呈する。器表に成形時の細かな敲打痕を残すがよく研磨され,天部は両

面から砥ぎだされ鋭いスをもつ。双部および器表面に横方向の擦痕を幾条も残す。円孔は両面から

貫孔され,中心間距離2.15cπ を測る。(4)破損品であるが細身のもので,背部はやや外彎,及部はほ

ぼ直線状を呈し,背部および双部とも両面から砥ぎだされた両匁の匁をもつ。両面とも双部に条痕

を多く残し,紐穴の貫孔は認められない。

(5)背部断片で詳細は不明であい。背部から0。 7cmに小円子Ll個が遺存する。器表はよく研磨され ,

砥ぎが繰り返されて巾がかなり狭 くなっている。総)小日断片で詳線は不明であるが,隅丸長方形を

呈し小□側面外縁に敲打による紐かけの扶を有するものである。(η隅丸長方形を呈するものと推察

される。器表はよく研磨され滑らかな面をもつ。小日断片のため,小 円孔の有無は不詳である。旧)

器厚が0.28cmと 非常に薄いが,匁部の痕跡と紐穴 1子しが認められる。折損後砥石として転用され薄

く磨耗したものと思われる。19)背部は外彎,天部の内彎する形式である。小円孔 1個を遺存する。

器表はよく研磨され,匁部は両面から砥ぎだされた両匁であるが,現況は磨滅して丸味をもつ。

打製石庖丁 打製庖丁は完形を保つ 6点を除いては,すべて破片となって詳細は明らかでない。

両小日から背部にかけて丸味をもって外彎するもの,背部および匁部は直線で両小日だけを外彎し

たもの,長方形に成形したものの 3類形があるが,匁部はすべて直線状を呈する。1251の rllだ けに組

―-120……
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穴の小円孔trLが遺存するがそのほかはいずれも円孔をもたず,両小 Elに打撃を加えた快りを施した

ものと,快りをもたないものがある。本遺跡の場合は両小日が外彎し扶りをもつものが多いようで

ある。

石庖丁の平面に大泉1離面を多く残すものが大半を占め,背部および及部は細かい敲打によって成

形されているが,背部は敲打成形後すりつぶしが施されて角取りされている。匁部は両面からの敲

打の繰り返しで匁がつけられているが,現状では使用によるためか磨滅痕をみせるものが多い。な

かには住0のように剥離断片をそのまま不J用 して,簡単な敲打成形と部分的な研磨を施した程度のも

のや,ほ9の ように両小 El部を切断したのみで,全 くその後の加工を施していないものもあり,あ ま

り形式にこだわらないで,機能を果せばそれでよいといった形態を示すものもかなり見 受 け られ

た。

7.石槍状打製石器片 (図 48)

いずれも折損した断片的な遺存であるが,横断面が属平な凸レンズ状を呈し,両倶1縁部を平行直

線状に敲打成形した後に,償1縁端部をすりつぶして角取 りを施した,いわゆる打製石槍を想起させ

るもの 9点を検出した。(0は切先部を欠損しているが,平面形が長楕円形を呈する石槍と考えられ

る。大剥離面を多く残し敲打成形も荒いが,こ れと類似する石槍完形品が用本山遺跡山上部からも

出上している。現存部長7.8cπ ,最大中3.35cπ ,器厚0.98cmを 測る。9)14)は 均整のとれた石槍 柄 部

片と思われる。9)の 中3.15cπ,厚さ0.95cπ ,椰 )の 中3.3ca, 厚さ1.05cmを 測る。 13)は基部片と思わ

れる。b)鯰 )は石鏃等の破損片の可能性もあるが,両狽1縁部の角のすりつぶしの状況から,一応石槍

基部片の可能性もあるため実測図示した。

8.石錐 (図 48)

第10号住居 l■が位置するC8発掘調査区の灰黒色有機上層内から遊離発見した,サ ヌカイ ト製打
製石錐 1点のみである (図48-8)。 鳥平な三角形状に大きく拡張された頭部から細長い錐部をつ

鰺
鸞歩一瑯一
_5  .ty 6

第48図 石 槍 状 石 器 片 等 実 測 図
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くりだしているが,錐部は折損しているため全形は不明である。現存部は細かく両面から敲打ヤ|よ

って加工され,錐部の横断面もほぼ菱形の均整のとれた形状を呈している。現存部全長 1.9 cm,頭

部長1.l cπ ,錐部現存部長0。 8cπ ,頭部最大中1.6cπ ,錐部巾0.6cm,器厚最大部0.48cπを測る。

9.小形繋先状双器 (図 48)

表面採集のサヌカイ ト製の小形石器片である。頭部を折損していて全形は明らかでな
い。現存長

2.3cm,中 l.Ocπ ,匁部巾 0.8cπ ,器厚 0。 25cπ の薄 く扁平な長方形を呈する。平面には大剥離面をか

なり多く残し,倶1縁部と天部を両面から細かく敲打成形して後,やや外弯する片匁を鋭 く砥ぎだし

ている。形式的には超小形の薦平片匁石斧の形状を呈し,現況でも鈍あるいは難先としての機能を

十分に果す形態と匁部を有するが,実際の用途については明確でない。これと類似もるものは用木

山遺跡第 1地点からも 1点検出されている。

10.石鏃 (図 49～51,図版30～31)

総計 200本を発見したがすべてサヌカイ ト製の打製石鏃である。各発掘調査区別の出土状況は表

12・ 13に示したとおりである。いずれも遊離した状態での出土であるため,出土状況や出土地点に

はこだわらず一括して取 り扱うことにする。

折損品が多く完形を保つものは90本 である。折損品の折損状況については発掘調査技術の精度に

も問題があって一概にはいえないまでも,先端部を欠失するものが75%と 大半を占め,基端部を欠

失するもの16%,先端部のみを残すもの 6%,そ の他 3%の 比率を示し,基部の端を欠 くものは国

基石鏃に特に顕著であった。また,基部の形状が半」明するもの 169本 について形式分類すると, 平

基石鏃100本 (59.2%),凹基石鏃56本 (33.1%),凸基石鏃13本 (7.7%)と なる。計卿可能な石

鏃については表20に ,石鏃の長さと中の関係,長さと重さの関係については完形のものを対象に表

22お よび表23に示したので参照されたい。

平基石鏃は原 lll的 にはいずれも二等辺三角形を呈し,長さ1.31 cπ～4.00cπ ,中 1.10。π～2.89cπ ,

重さ0.4g～ 5.3gと 形状や大きさにかなりのばらつきをみせるが,平均的には長さ1.5cm～ 2.5cm,

中1.Ocπ～2.Ocπ ,重さ0.5g～ 1.5gの 間にほぼ集中し,中 と長さの比率も1:1な いしl:2の も

のが多い。

(J～裕)の基部 lllが広い石鏃は,概 して平面に成形時の大剥離面を多く残し,縁辺の敲打成形もか

なり粗雑である。それに対 して(7)～ 19)な どの基部中に対して長さの大きい石鏃は,器厚も薄 くてい

ねいに成形されシャープである。 l131住 0な どのように基部両端部に鋭い角をもつもの,1221ttDの ように

基部両端部を打ち欠きによって丸味をもたせたもの,19)仁 9の ように各縁が外彎して丸味 を も
つ も

の,ほめl151の ように両側縁部が外彎するもの,l171俄 8の ように両側縁部が直線的に
シャープなものなど

細部についてはかなりの差異が認められる。

凹基石鏃についても基本的には,先述の平基石鏃と同様の形態を呈する。長さ1.1lc鷺～3.59cπ ,

中1.07cπ～2.05cπ,重さ0.2g～ 2.5θ とかなりのばらつきをみせるが,長 さ 1.9cπ～2.5cπ , 中l.3

cm～ 1。 8cm,重さ 0。 7ク ～1.5gの間にほぼ集中し,中 と長さの比率は 1:1か らl:2の ものがほ
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表20惣 図 遺 跡 第 2地 点 出 土 石 鏃 計 測 値 一 覧

番 号 1長 さ
1最 大 中 1最

大 厚 1重
 さ 1番 号 1長  さ 1最 大 中 1最 大 厚 1重  さ

主屏 10101ず
41 1 (2.09)釧 1.39卸

1.49

1.ll

l.48

1.30

1.27

1.26

1.07

1.89

(2.50)

(1.72)

(2.11)

(1.61)

1.75

1.69

1.5■

1.72

1.95

(1.46)

(1.75)

■.74

■.50

1.69

(1.90)

1.81

2.43)

(2.35)

1.85   i    l.60

ユ |           ]L. 65

(2 . 21)         1               1 . 89

(]=. 85)       |           :L. :71

上 |::::::::li:::::::::i::iii::::

十 [(九。

0.30cJコ
1.1

0.6

0.9

0.8

(1.5)

l.5

(■ .3)

(1.6)

.1)

(1.5)

1.8

2.0

(1.0)

1.8)

(1.3)

(1.0)

1.3

1.2

(0.9)

(1.3)

(1.8)

(1.2)

1.1

(1.2)

(1.3)

1.0)

_二 生 _____― _

3 1  2.901 2.701 0.681 3.4 44  1_2.25_

4 1(4.00)|(2.89)|_■ 5を |____K型二至⊇
=
45   1    1.91

5 1… 1 2.511 0.491(3.8 _4生_1  1・ 95

6 1m1 2.611 0.491(2.8) _ 47  1   1,90

7 _1   3.81 1  1.95 1  0.41 1_2:上 48   1    1.85

_8 1_3.121 1.811 0.401_1.7 49 _|___三
≧ 1旦 __

9 1  3.151 1.591 0.251_1.6 5  (〕
            |            

‐   2 .  '75

10「  3.151 1.911 0・ 421 2.2 5:L           I            (2 . 59) 2.15

ll l__2.60_1  1.95 1  0.42 1_ 1.8 __2_ (2.61)
2.45 1   1.85 1_  0.42  ___1」 l_ 53 1(2.92)

13 1_ 2.49 1  1.85 1  0.39 1  1.6_ 54        1         (2 . 82)

2.961 1.401 0.291_ 1.3 55 1(2.82)

2.871_1.321_0.321  1.3 56           1            (2 . 917)

16 1(3。 10)1 1・ 511ュ |(1・ 6) _二■_1  2.30_
58 1_二

=28_
59         1          (2 . 85)

19 1  2.611 1.411 0.511 1.9

20 1 2.351 1.801 0.411 1.6

0 。 ィ12      1                1 . 7 上 1市21   1     2.51

22 1  2.491 1.491 0.301 1.1 63   1    1.81

2,72)1 0.80)1 0。 31

24 1鼻 281 1.511ユ

25  1_ユ |_―-1・
71 1_ 0.22

1.91 1.71 O.26

27   1     1,72  1_  1.55  1    Cl.31

28 2 . 71       1               :L . 19

29 1 ・ 99      1             1 ・ 96

2 . ()1      1             ■ . 61

1.721 1.51

32 ユ 1 1.46
33 1 . 65      1            1 . 40

34 1.461ュ 21 0 . 30      1                0 . 5

35 2 . 25        1           (1 . 91) 0. 38     1           (]L. 3)

0.39

0.40

0.35

0.32

0.25

■・991聾 7 0 . 32       1               (0 。 9)

2.3]) |  (1.95 0 . 31      1            (1 . 1)

2 . 21       1               :L . 47 1.3

(1.4)

0.7

丑 |             ( ] [ .  71)

６９

一

７０

一

30

3■

36

37

0.32

0.25

0。 35

(O.9)

(0。 7)

0.8

0.7

(0.9)

(0,7)

７５

一

７６

ユ |(1.71) 0.23

1 . 93         1             1 . 31

1 . 89           1               :L 。 (31

2.ll) 1.24

(1.79)1 1.541ュ

_(1:98)| ■.301 0.45 1.0

７７
一
７８

一
”

一
８０

３８

一

３９

0.41

0.28

0.30

0.32

0.32

0.19

0.32

0.39

0.41

0.30

0.34

0.35

0.36

0.29

0.32

0.49

0.49

0。 29

0.49

0.40

0.35

0.2■

0.35

0.49

0.32

0.45

0.44

0.40

0.36

0.31

0.35

1.4

1.1

0.8

0.8

1.2

1.2

1.0

0.9

(2 . 41)     |         (1 . 62)

0.45
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番 号 1長

821_ 1.62cJ_―|つ |(0・ 7)7
_旦_1  1.851 1.20 1_」堕LLO・ 8

1.811ュ 1 0・ 291 0.7

851(2.08)|__1.29 1 0.311(0.8)

__壁_|_ 1・ 89J l.19_|_0・ 251 0.7

_墜 l λ21 1 L21 1 Q31 1_Ll
901  1.85 1_1.42 1_0.21 1 0.6

2.11)1 1.41_1  0.26 1(0.7)

92 1__1.31 1_1.41 _1 0.311 0.6

1.511(1.25)1 0.281エ

941  1.751 1.24 1 0.201ェ

95 1 (1.94)|__鼻 1  0・ 36 1_型⊆.0)

_‐ __ 1.711_1.12 L O.221 0.4
(1.86) 1   1.56 0.31 0.7

鏃石基

101

102

103

104

105

106

107

108

3.59

3.35

3.31

(2.90)

(2.71)

(2.48)

2.21

2.35

1.71

1.70

1,79

1.95

(2.05)

1.55

1.78

1.68

2.24 1.71

・・０

一

・・・

一

・・２

一

・・３

2.45 1.71

(2.48)

2.21

2.30

(1.45)

1.61

1.55

2.31 1.55

1.352.11

116

117

2.30

2.00

1.31

1.43

118

119

120

(2.39)

(2.28)

1.95

(1.39)

1.49

1,71

121 (2.]_0) 1,75

122 2.Cll

(2.02) 1.59

0.39 1  2.0_

0.46_1  2.1 _

_O.491 2.5

0. 45     1        (12 . 1:)   _

0.35 1_ユ

(〕 . 35     1       (]t. ]二 )

0.42_|_1・ 3

0 . 30      1             1 . 0

0.35

0.35

0.29

0.32

(2.51)| .(1.90)1 0.301 1.1
凸 基 石 鏃

=1圭
1盛

0.36

0.30

0.25

0.31

0.31

0.25

0.25

0.31

0.30

0・ 31

153

154

156

157

158

159

160

161

ュ 1 0551 20
1 . 41      1            0 。 (30 (2.4)

1 . 25       1              (〕   . 25

1・ 7吐 1 0・ 301 0.8

1 , 9  ()        |              (〕   . 40 (1.6)

1.211 0.4L
1・ 01 1   0・ 3旦

1.311 0.401(1.3)

1.521 0.411_上0_
l.65 0. 2]L     I          (〕  。 9

I.201 0.311 1。 10.49

0.30

(0.9

1.18 0.35 1.O

1最 1最

1.5

(0.8)

1.0

0.9

0.9

0.7

1.0

0。 9

(0.4)

(0.6)

0。 9

3.50

(3.55)

2.75)

2.71

2.95

(2.69)

2.39

125

1_26

127

]_28

(2.16)cm

(2.32)

2.00

(2.15)

1.62cm

(1.41)

(1.43)

1.37

0.42cπ

O.36

0.36

0.40

(1.2)多

(1.0)

(0.8)′

(1.2)

2.21 1.58 0.30

130 1.58 1.28 0.31

131 1.51 1.21 0。 20

132 1.11 1.07 0.21 0.2

(1.4)

1.6

(2.55) 1.99 0.35

2.89 1.89 0.50

135 1.78 0.32 (1.5)

136 (2.65) 1,97 0.55 (2.4)

2.10 1.75 0.39

138 2.61 ‐  1.32 0.61

139 1.98 1.75 0.31

(2.05) 1.51 0.30 0.8)

2.21 1.38 0.49 112

142 1.74 0.28 (0.6)

143

144

(1.95)

(1.56)

1.21

1.ll

0.31

0.28

(0.8)

(0.4)

1.90 1.78 0.21 0,7

1.99 1.23 0.26

0.30

1.95 1.75

( )内数字は重さ現存部重量,そ の他は推定復元計測値を示す6
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表21惣 図 遺 跡 第 2地 点 出 土 石 鏃 形 式 別 比 率

22石 鏃 の 幅 と 長 さ の 関 係
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第50図 石 鏃 実 測 図 12)



η 158  ら 掲9

鵞―躊l⑪l中 g辟徳鼈0
-161     

・~2162     -163    多 164

第51図 石 鏃 実 測 図 椰)

とんどを占めるも  :

(103)～ (107)の ように基部が僅かに内彎もるもの,(101)(111)(121)の ように円弧状

に内彎するもあ:(118):(126)の ように大きく扶られているものがあり,ま た,(104)(112)

のように両側縁が外彎するもの,(106)(109)のように直線的なもの,(121)(123)の ように

内彎するもの,(111)(142)の ように扶りが施されているものなど,細部に
ついてはかなりの差

異がみられるが,おおむね薦平で軽いつくりのものである。

凸基石鏃は有茎のものと無茎のものに大別され,さ らに有茎のもの
には本来平基石鏃に基を施し

たものなどバラエティに富んでいる。また出二仰体薮が少な
いうえに計測値にもばらつきが本きく

統計処理も困難であるのでこ||では幾つかの類形にまとめ
て概述したい。

(148)(149)は全体が縦長の菱形形を呈する有茎石鏃である。概して器厚も厚く長大なっく
り

で,重量も4ク 前後と重い.(152)(154)(160)な どは基本的には先
の (148)等 と類似するが,

基部から茎部にかけての両側縁部が内彎するつくりである。また (156)(157)は本来平基石鏃
に

茎を施した形状のつくりである。 (151)(158)(159).は全体が長楕円形に
つくられ,|(162)は

基部が半円形に外彎する扁楕円形,(104)は蛇頭形を皇している。器表全面が細かくて
いねいに

敲打成形されているもの,大泉1離面をかなり多く残し成形も大まかなものなど,細部に
ついてはか

なりの個体部を示 している。       ・´
・

「
・ ‐_   ‐

11.槌石 0口 p石等 (図 52ん53,図版28)

本遺跡の発掘調査にともない,土器片やその他の石器類などと混在 した形で,ほ
とんど加工され

てなく自然石に近い形状のり|1原石12個 を遊離発見した。当該地は花聞岩地質
で形成され た丘 陵 上

で,本来このような川原石は存在するはずもなく,明 らかに川原等において何らかの目的
で採集さ

れ,本遺跡に持ち運ばれてきたものである。またこれらの石材を細かく観察すると,先端部
などに

磨滅痕や殴打痕が認められ,なかには倶1縁部に浅い快りを敲打によって施したり,擦痕
が認められ

るなど,槌石とか叩石などとして用いられた可能性が強い。

これらの石材を形態から大 F」 llす ると,大さ 3卸～ 5m,長 さ13卸～15卸程度の棒状のもの (1～

7),長 さ約 10cπ前後,巾 7 cπ～7.5cπ ,厚 さ 3.5cπ～4.5m程度のやや罵平な楕円形のもの (8γ

″  155 -156 ―
・ 157 @160
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10),長さ15cm前 後,中 8卸前後,厚さ 3 cm程度の属平な楕円形のもの (12～ 13)の 3通 りに分け

られる。いずれも砂岩質あるいは粘岩質のものである。

棒状のものは手の平に握りしめて用・いるのにちようど手頃な大きさである。いずれも先端部に磨

滅痕および殴打痕が認められるが,なかでも(J～侶)と (7)に顕著である。楕円形を呈する(81は側面部

全体に磨滅痕が著しく,橘 り石の可能性が強く,扁平な長楕円形を塁するl121は側縁上半部の左各対

となる部分に,敲打による浅い扶りが施され,下半部側縁に擦痕が認められるところから,柄に着

装された槌石的な用途が伺われる。          ●

12.籍石。台石奪 (図 54～ 55,図版28)                        |

前述の槌石 0叩石とほぼ同様の出土状況で一面が橋り凹んだり,滑 らかな磨滅面をみせる,不定

形な川原石 8個を遊離発見した。小さいもので 6.5cm× 8.5cπ ×9。 l cπ,大 きいものは 6.5cπ ×177cm

×18鋼を測り,大 きさや形状はさまざまである。(J13)は 磨耗して凹面となり,そ の他のものは平滑

な面を呈するが,14)の一面には擦痕が顕著に認められる。おそらくは土FF5等 に下半部を埋め込んで

安定させ,橘 りや叩きなどの受け石あるいは台石,ま たは砥石などとして用いられたものと推察さ

れる。
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13.砥石 (図 56)

出土した 5点はいずれも属平な小形の砥石である。(DE9発 掘調査区出上の砂岩製砥石である。

長さ10。 7cπ ,中 5.8cm,厚 さ0.6cmを 測る。平面の一面のみが使用され,中央部に縦方向の浅い条痕

が認められる。像)C9発掘調査区出土の粘板岩製である。小日部を折損していて全形は不明である

が,現存長6.6cπ ,中 5。 2cπ ,厚 さ1.6c鶴を測る。平面の一面と側面部が研磨に用いられ,滑 らか な

面を呈し,平面砥石に不定方向の条痕を多数残す。13)Dll発掘調査区出上の緑泥片岩製である。両

小□部が折損していて全形は不明ながら,現存長7.2cπ ,中 3.9cπ ,厚さ1.15cπ,断面が属平な長方

形を示す均整のとれた形を呈し,両倶1面 も面取 りした研磨が施され,扁平片匁石斧あるいは柱状石

斧の折損品の転用を思わせる。両面とも砥石として利用され特に一面では磨滅によって浅いlll面 と

なっている。(4)角部の断片出土で原形は不詳であるが,F9発 掘調査区出土の粘土岩製である。現

存長3.9cmの 小片であるが,現存する 2面はいずれも使用による滑らかな平面を呈し,条痕も認 め

られない。151F13発掘調査区出上の軟質な泥板岩製である。小口部器表を一部剥脱しているがほぼ

原形をとどめ,長 さ8.3cπ ,中 2.4cπ ,厚 さ 0,7 cmの 属平で長方形を呈する小形品である。平面の一

面と小側面部が砥石として使用され,平面部の中央は磨滅してlul面 となっている。なお俗)に図示し

た石材は折損した使途不明のものである。

第 6章 ま と め

遺跡の立地と概要

1.惣 図遺跡第 2地点 (Y72)は ,埋積平地の一角に張りだした形の,方約 l kmの丘陵群のほぼ中

央部にあたる丘陵頂にほど近い丘陵尾根支脈の稜線から,南面する丘陵斜面一帯にかけて立地す

る,弥生時代中期後半を盛期とした竪穴式住居址群を中心とした集落遺跡である。

2.し たがって本遺跡は,埋積平地から支谷に沿って丘陵地内に深 く入 り込んだ,平地との比高約

40π ～60π とかなり高所にあって,埋積平地一帯をはじめ埋積平地内に出入りする交通路を一望

できる立地を占めるものの,当 該地の平均勾配は約13度 とかなりの急傾斜面で,日 常生活を営な

む集落の場として,あ まり恵まれた立地とはいえない地形である。

3.本遺跡は当初の分布調査など事前にその存在を知ることができず,今次の住宅団地造成工事中

に発見されたものである。そのため本遺跡は工事によってすでに削平消滅している部分もかなり

あり,発掘調査は遺構残存部のみに限定され,遺跡範囲および遺跡全域の調査を実施することが

できなかった。

4.本遺跡の発掘調査範囲は約30π ×80π ,面積約2.400グ である。その結果表示したように住 居

llL26棟 とピット1穴を検出したが,有機上や遺物の散布状況から,遺跡範囲はさらに南斜面約30

πばかりの広がりが推察され,ま た本遺跡の西方に燐接する惣図遺跡第1地点,東方の用木曲遺

跡等と共に,本来は一連の大規模な集落の一部を構成していたものと思われる。

5。 本遺跡は風化浸蝕されやすい花同岩地質の,そ れもかなりの急斜面に立地することもあって,

その後の丘陵術土層の風化流失が著しく,各遺構とも直接丘陵地山を掘り込んだ地形の百い夕1だ
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表24惣 図 遺 跡 第 2地 点 各 遣 構 一 覧
(単 位 π)
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Pl 貯 蔵穴 楕 円 形 ほぼ完存 1.OX O。 85

H3 竪穴式隈丸方形 50 4.6× (1.8)
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0.20
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1,石鏃 4
H3を段状に切りこみ複合
立地       ‐
2棟の切り合い複合立地か
?床面に土器溜り,石庖丁
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に切り合い複合立地するほ
かさらに同一立地で数回の
建て替えも推察される。
遊離土器片,石鏃 5
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なかでも石器類73点のうち
石鏃61と多く注目された。
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けは遺存するものの,地形の低い倶1では,住居址床面も合めてすでに大半を流失していて保存状

態はあまり良好でなかった。また出土遺物も遺構の流失とともに遊離流動して二次理積したもの

が多 く,各遺構と直接伴出関係を示すものは極めて少ない。しかし本遺跡の南半部は流上の堆積

しやすい谷懐状の地形を塁し,土器片や石器類等の遺物の出土は質量とも豊富であった。

6.本遺跡の年代については,そ れを知る大きな手がかりとなる伴出遺物の大半が遊離流動してい

るため,個 の々遺構については明確でない。出土土器片を総合すると,若干の中期中葉と思われ

る断片を散見するものの,大部分は当地方の編年観からみて,前山Ⅱ式から仁伍式の範囲の土器

片で占められ,確実に上東式といいきれるものを含まない。したがって本遺跡は弥生時代中期後

半を中心とした,比較的 ll■定された期間を限っての集落址と考えられる。

遺跡の特徴

1.本遺跡はかなりの急斜面に立地していることもあって,各住居址は丘陵面を等高線の走向に沿
って,棚 田状に削平整地した造成面に,数棟づつのまとまりをもった住居址支群を構成して営な

まれている。今回の調査では残念ながら遺跡全域の発掘調査はできなかったが,こ うした住居址

支群が階段状に連続して少 くとも5支群以上存在することが確認された。各住居llL支群はその出

土状況等から,血縁で結ばれた世帯共同体を中心とした単位集団で構成されているものと推察さ

れ,さ らに住居 l■支群が幾つか集まって一つの村落を形成するという,丘陵傾斜地に立地する弥

生時代中期後半の集落構造の一類型を示すものとして注目された6

本遺跡の場合は,今次の住宅団地開発工事によって,すでに各住居量支群とも東半部を崖状に

切断され,ま た遺跡の南半部も削平消滅されているなどのため,各住居llL支群の具体 的 な構 成

や,集落の全貌を明らかにすることはできなかったが,31き続いて発掘調査を実施した用木山遺

跡の調査に際しては,大 きな指針となるとともに成果をあげることができた。したがって本稿で

は集落構成のあり方を指摘するにとどめ,後の用木山遺跡の報告の際に合せて若千の考察を加え

たいと思う。

2.本遺跡の出土遺物については先述もしたように,二次的な流上が再埋積しやすい地形条件に恵
まれていることもあってか,ほ とんどの遺物が遊離流動していた割には質量とも豊富であった。

なかでも石器類の検出が総計353点 と多く注目されたが,そ のなかで幾つかの気づいた点につ い

て少し述べてみたい。

出土石器のなかでは石鏃が 200点 と全体の約60%を 占め,ま た石庖丁は磨製石庖丁と打製石庖

丁が共存するが,総数82点のうち打製石庖丁が72点 と大半を占めている。打製石庖丁は両倶1縁部

が外彎した丸味をもった長方形を呈し,両債1縁小田部に打撃を加えた快りをもつものが多いが,

あまり形式にこだわらないで形も不定形のうえ大泉」離面を多 く残す,やや粗雑なつくりのものが

かなり見受けられる。

石器に用いられた石材は打製石器はすべてサヌカイ トである。本遺跡の発掘調査にともない,

前記石器類の他に多数のサヌカイ ト製の石庖丁や石斧等の折損品とか未製品,あ るいは石暦状と

なった象J離細片が遊離検出され,そ の総量は約10珍におよんだ。本遺跡の調査では確認できなか



ったが,用木山遺跡の発掘調査において,特定の住居址床面に,サ ヌカイ ト原石や破損品とか未

製品,お よび砕片が集中的に散布しているものが数か所発見されている。そのことから当地域に

おける打製石器は原石を入手して,当集落内で製作および再製が行なわれたことが伺がわれるの

である。

打製石器の石材がすべてサヌカイ トであるのに対して,磨製石器の石材はさまざまである。た

とえば蛤理石斧をFllに とると,総計22点 出土しているが,同 じ砂岩であっても色調とか構成物質

がそれぞれ異なり同一原産地と考えられるような全 く同質のものは存在 しない。このことから磨

製石器は,すでに製品となったものが当該地に搬入されたものと推察される。また,蛤匁石斧や

柱状石斧などの折損品が持ち帰られ,plj石 とか橘り石として,さ らに砥石を扁平片匁石斧,柱状

石斧折損品を砥石など再生利用されたものが多く目についた。

註

1)神原英朗「惣図遺跡発掘調査概報」本発掘調査概報第 2集 ,1971年

2)報告書未刊,本発掘調査概報第 5集に「さくら[薫遺跡」として収録の予定。

3)池畑耕一他「門前池遺跡」岡山県埋蔵文化財発掘調査報告惨),岡 山県教育委員会1975年

4)用木山遺跡については本書に収録,さ くら山遺跡については註 2に 同じ。

5)註 3と 同じ。

6)神原英朗「用木山遺跡」本書に収録。
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用  木 山 遺 跡

第 1章 序 説

用木山遺跡 (略記号Y8)は ,岡山県赤磐郡山陽町河本字野山65番地の,用木山と呼ばれる丘陵
頂を中心として所在する,弥生時代中期後半を盛期とした集落遺跡である。

当地は岡山市の北東部に隣接する農村で,吉備高原の南縁から岡山平野への漸移地帯にあたる。
町内の中央を北から南へ貫流する,砂川と呼ばれる小河川の流域に発達した約20km2の 埋積平地を

中心に,そ のまわりを取り囲む200πん300%級の低い山々によって構成された,盆地状のまとまり

をもった単位地域を形づ くっている。この埋積平地の西南部の一角に,西から東へ大きく張りだし

た東西約 900π ,南北約1200%の丘陵群が存在する。丘陵群は多くの支谷によって複雑に開析され

ているが,全体としてはなだらかな低丘陵群を形成 し,東高月丘陵遺跡群と総称される,弥生時代

集落llLや土装墓群等13遺跡,古墳77基などの遺跡密集地域でもある (図 3,表 8)。

用木山遺跡もこうした東高月丘陵遺跡群内に所在するが,昭和43年当該丘陵のほぼ全域が,岡山

県営山陽新住宅市街地開発事業用地に事業決定され,そ の犠牲となって緊急発掘調査の対象遺跡と

されたのである。本遺跡の発掘調査は次章調査経過の項で述べるような紆余曲折はあったが,山陽

町教育委員会が岡山県の委託を受けて,昭和46年 12月 25日 から昭和48年 7月 27日 までを要して実施

した。

本遺跡は事前の分布調査等の段階ではその存在を知ることができず,開発事業の進行中に新たに

発見された遺跡である。したがって本遺跡の保存協議をはじめ,開発事業の工事工程と発掘調査計

画との調整等は困難をきわめ,開発工事との厳しい競合調査とならぎるを得なかった。工事中新発

見遺跡の緊急発掘調査は,開発者側にとらてもまた発掘調査担当者にとっても,多大の支障と負担

を余儀なくされるのである。

本遺跡の場合も,発掘調査が進むにつれて遺跡範囲が当初の予想をはるかに越えて拡大し,最終

的には約15,000グにおよぶ大規模な集落址となるとともに,遺跡内容についても丘陵斜面を幾段も

の連続 した階段状に宅地造成を施して,各段ごとに数棟単位での住居址がまとまりのある支群を形

成して営なまれているなど,当 時の集落構造を知るうえでの貴重な遺跡であることが明らかとなっ

た。さらに本遺跡の発掘調査にともなって,すでに自然地形に近い状態に埋没していて外表観察で

はわからなかった,横穴式石室を内部主体とする岩圏古墳群第 8号～第13号墳の 6基の古墳をはじ

め,古墳時代から平安時代にかけての上墳墓や蔵骨器等が,本遺跡と同一立地に複合して発見され

るなど,発掘調査が大きく遅れる結果となった。

そのうえ,本遺跡の発掘調査に着手して間もない昭和47年 1月 31日 をもって,それまで山陽町教

育委員会発掘調査団とともに,当 開発事業用地内の埋蔵文化財の発掘調査を, 2パーティ編成で分

担してきた岡山県教育委員会発掘調査団が山陽町から急に引きあげた。このことは工事中新発見通

跡の取 り扱いも合めて,用 地内の遺跡数と遺跡範囲が増大して発掘調査体制の強化が望まれて|し |`る |



時点に,逆にそれを縮少する形となり,それだけ山陽町教育委員会の負担と,開発工事との競合発

掘調査に伴なう不合理や厳 しさを増大させることになった。

開発工事との競合しての発掘調査は,用木山遺跡を工事工程の都合から用木山の山頂部を第 1地

点 (Y81),その南斜面を第 2地点 (Y82),用木山頂から東へ分 IT4す る丘陵尾根支脈上を第 3地

点 (Y83)と 3分害」して,工期の急 ぐ地点から順次発掘調査を進める形をとらざるを得 な か った

(図58)。 そして発掘調査の後を追いかけるようにして,昭和47年 4月 20日 に第 1地点,昭和48年

1月 23日 に第 3地点,同年12月 26日 に第 2地点と次々にその基盤である丘陵もろとも,開発事業の

宅地造成工事によって削平消滅されたのである (図版34)。 各発掘調査地点の区分わけは先述もし

たように工事工程の都合で線引きされたものであり,遺跡としての地形的条件や遺構の配置状況な

どを配慮 したものではない。したがって同一支群に属する住居tlL群 が両区にまたがり,発掘調査の

進行によって,先 に発掘調査した地点との関連の検討や全景の写真撮影の必要が生じたとしても,

そのときにはすでに遺構は切断消滅されていて,実測図等を机上でつなぎ合せて比較検討を試みる

しか方法がない場合が多いのである。

また本遺跡の発掘調査中にも,他の工事区における遺跡の緊急発掘調査を何回か要請された。し

かし発掘調査中の遺跡調査を一時中断しての調査区の移動は,時間的にもまた調査そのものについ

ても,多大の支障をもたらすことから極力避けたのであるが,農業潅漑貯水池への集水路とか,す

でに入居 した人達の道路や上下水道の敷設等,生活権とかかわる問題もあって,何回かそうした地

区への先行調査を余儀なくされた。宮山第 4号墳,さ くら山遺跡第 1地点,中 池遺跡等の発掘調査

がそれである (表27)。

本遺跡の発掘調査報告書作成については編集および記述の都合上,本編では集落l■関係に限定し

て報告することにした。本遺跡の発掘調査にともない集落llLと 複合立地して発見された,岩 田古墳

群第 8～ 13号墳や古墳時代以降の上墳墓遺構等については,後 に発掘調査を実施した本遺跡に隣接

するさくら山遺跡や愛宕山遺跡からも,こ れと類似する遺構が幾つか発見され,時代や性格も本集

落llLと は異なるため,こ こでは一応切り離して取りまとめ,本発掘調査概報第 6集に「岩 田古墳

群」「岩田土嫉墓群」として稿を改めて報告することにした。また本遺跡の集落址についても,発

掘調査地点区分にはあまりこだわらないで,全地域の発掘調査終了後に遺構の配置状況 を 整 理 し

て,各住居llL支群ごとに取 りまとめ記述することにした。さらに本遺跡をはじめ当東高月丘陵遺跡

群からは,多数の分銅形土製品が出土 して,その総数は55点 におよび注目されたが,分銅形土製品

についてはかねてより学友東潮君が研究されているので,本稿では東潮君をわずらわせて,本遺跡

を合めて東高月丘陵遺跡群出上の分銅形土製品全体についての総括執筆をお願いした。以上の諸点

について御了承を賜わりたい。

第 2章 立地と調査前の概況

用木山遺跡は東高月丘陵群のほぼ中央部にあって,当丘 llA群の主丘ともいうべき標高92π の用木

山を中心に,東方に分岐して延びる丘陵尾根支脈上および南面する丘陵斜面一帯に広がる,弥生時
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代中期後半を盛期とした集落tlLで ある (図 57o60)。

用木山遺跡が立地し,ま た今次岡山県営山陽新住宅市街地開発事業が施行されている この 丘 陵

は,砂川流域に開けた約20km2の埋積平地の一角に,それを見おろすように西から東へ大きく張 り

だした丘陵群である。すなわち, 平地の西方に高くそびえる標高458.5π の高倉山塊の東面す る急

斜面は,山麓近くの標高約85π付近で鞍部をつくり,そ こから眼前の埋積平地に向けて緩やかな起

伏をみせながら扇状に広がる低丘陵群を形成している。この丘陵群の広がりは東葡約 900π ,南北

約1,200π におよび, 4本の谷水田とその支谷によって複雑に開析され,枝状に多くの尾根支 脈 を

分出しながら広がっている。したがって各丘陵尾根支脈は稜線中の狭い馬の背尾根ながら,比較的

に緩やかな起伏をもってなだらかに長く延びているが,尾根突端部およびその両倶1斜面は浸蝕され

ておおむね急傾斜面となっている。

本遺跡が所在する用木山は当該丘陵群のほぼ中央にあって,標高92π と最高位を占める主丘であ
る。用本山の丘陵頂は亀 EFl形にやや隆起はしているものの,おおむね平坦地を形成し尾 根 中約 23

π,長 さ約100π の広がりをもち, 尾根主軸の走向方位は北東を示す。 そして丘陵頂平坦面の両端
を夫々起点とする各 2条の丘陵尾根支脈を扇状に分出し,ち ょうど寄棟づ くりの屋根のような形と

なっている。したがって各丘陵尾根支脈の稜線は,比較的緩やかな起伏をも って下降しながら延び

ているが,その両傾斜面は急傾斜となり,丘陵頂北西斜面では10分の5,南東斜面で10分の 4と な
っている。

この用木山丘陵一帯は,今次開発事業が計画されたH寺点では一抱ほどもある松樹を中心とした林

であった。潅木も繁っていて見通 しもきかないこともあって,事前の分布調査の段階では本遺跡の

存在を知ることができず,丘陵頂に隣接立地する用木古墳群第 1・ 2号墳をはじめ,北東に分出す

る丘陵尾根支脈上に直列状に並ぶ用木古墳群が確認されていたのみである。

住宅団地開発事業の着工に先立って,用木古墳群が事前の緊急発掘調査遺跡に決定され,岡 山県

との第 1次発掘調査委託契約にもとづいて,山陽町教育委員会が昭和44年 12月 1日 から昭和45年 9

月20日 までをかけて発掘調査を実施した。昭和45年 7月 ,用木古墳群第 1号墳の発掘調査の際に,

墳丘盛 り上内に多量の弥生式上器片および石鏃等を包合する灰黒色有機土層と,墳丘直下の肖」平整

地面に竪穴式住居址が検出され,本遺跡発見の端緒となったのである。その後用木山の南東斜面に

立木搬出を兼ねた工事用仮設道路が敷設された際に,丘陵斜面を切った崖状法面にも包合層が検出
され,やがて丘陵上の立木が開伐されて丘陵表土層が露呈 した際の,表面観察でも土器片等が散見

されるなど,集落址の存在する可能性が強まり,さ らに惣図遺跡の発掘調査の経験や試掘調査など

から,遺跡範囲や竪穴式住居址を中心とした集落llLと わかったのである (図 60)。

本遺跡は上記の事柄や発掘調査の結果,用 木山丘陵頂から,東へ分出する丘陵尾根支 脈 稜 線 上

と,東と南西に夫々分出する 2条の尾根支脈に抱きかかえられる形の,南面する谷懐状急斜面一帯
にかけての東西約200%,南北約100π ,面積約15,OOO″ におよぶ集落址であることが明らかとなっ

た。しかし発掘調査前の現状では,用木山丘陵頂の東端部には用木古墳群第 1・ 2号墳が立地して

いてすでに発掘調査され,西半部は今次開発工事によって比高約15π の断崖状に切断されているう

えに,平坦部の遺存する約25π ×15π の部分にもブル ドーザが進入 して,表土層の一部を削平と撹
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可

乱しているなど,発掘調査前の地形測量もできない状態となっていた。その他の地区では後の岩田

古墳群の築成とその後の採石を目的とした盗掘や,近年の植林のための砂防段工事等による致命的

な表土層の変動のほかは,本丘陵が風化侵蝕されやすい,それもかなりの急斜面の花商岩質で形成

されているためか,自 然地形に近い丘陵斜面に還元されていて,南斜面の一部に階段状住居llL支群

を構成するための造成面掘り方を想起させる,人為的掘り込み線状の痕跡を 2～ 3箇所検出した程

度であった (図版32)。

本遺跡は眼下の埋積平地からかなり丘陵群内に入りこんだ,比高50π ～70π の高所に所在 し,眼

下の埋積平地一帯を一望できる一見高地性集落の様相を示している。本遺跡は用木山丘陵頂から北

東に分出する丘陵尾根支脈稜線上に,用 木古墳群第 1号墳～第16号墳の16基をはじめ,東に分出す

る丘陵尾根支脈稜線から用木山南斜面一帯にかけては,横穴式石室を内部主体とする岩田古墳群第

8号墳～第13号墳の 6基 と,古墳時代から平安時代にいたる土壊墓や骨蔵器11基などが複合立地し

ている。また本遺跡の周辺には,西方にのびる丘陵尾根支脈の南斜面および尾根小支脈稜線上にか

けて,惣図遺跡約8000グと岩圏第 506号 墳 2基,東方にのびる丘陵尾根支脈が再び隆起した愛宕

山を中心とした丘陵上約14,000死には,約 300基からなる弥生時代土墳墓群と集落llL,そ れに愛宕

山古墳群 9基 と岩田第14号墳などが立地する。さらに南西に分出する丘陵尾根支脈は途中で尾根走

向を大きく東へ振って,石井谷と呼ばれる谷水田一つを隔てた南側にさくら山丘陵を形成するが ,

その丘陵頂から尾根斜面一帯の約14,000η

`に

は,さ くら山集落趾t,岩 田第 1号墳およびさくら山

方形台状墓が立地し,その南丘麓部の岩田大池縁辺約20,000死には,岩 田大池遺跡と呼ばれる弥生

時代後期から古墳時代にかけての大規模な集落遺跡が所在する。

したがって本遺跡の周辺は弥生時代から古墳時代を中心とした,多種多様な遺跡が密集している

地域であり,ま た集落遺跡についても,単 に本遺跡のみが独立して当丘陵上に営なまれたというの

ではなくて,先 の惣図遺跡,愛宕山遺跡,さ くら山遺跡,岩 田大池遺跡等の集落量とともに,お互

いが有機的な密接なつながりをもって営なまれた,本来は大規模な集落遺跡の一環を占める遺跡で

あったと考えられるのである。

第 3章 調 査 の 経 過

昭和45年 7月 ,用 木古墳群第 1号墳の発掘調査にともない本遺跡が発見され,その保存問題につ

いて関係機関で協議が重ねられたが,本遺跡と複合立地する用木古墳群が当地方における初現的古

墳の様相をよくとどめ,重要遺跡として現状保存協議にかけられていることもあって,本遺跡の取

り扱いに関してもなかなか結論に達しなかった。しかし当該地が開発事業用地のほぼ中央部に位置

し標高9277tと 最高位を占め,用木山丘陵を削平 した土砂で谷を埋め住宅団地を造成する基本設計で

あり, しかも当該地が住宅団地中央施設および小学校用地に予定されていることなどから,設計変

更して現状保存処置を講ずることは技術的にきわめて困難であるとの理由から,発掘調査の対象遺

跡と決定されたのである。

本遺跡の発掘調査については,遺跡範囲が約15,000″におよび発掘調査も長期間を要することか
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表25。 昭和46年度発掘調査分担計画表 (昭 46.2.2.三者協議会 )

月 1 岡山県教育委員会調査団  1 山陽町教育委員会調査団

四辻古墳群第 5～ 7号墳 (F5～ 7)
門 前 池遺 跡 第 2地 点 (Y32)

|

|

|

惣図遺跡第 2地点  (Y72)

便木山遺跡第 2地点  (G12)

中 池 遺 跡 (Y4)

宮山古墳群第 4号墳  (B4)

ら,用木山丘陵頂部を第 1地点 (Y81),南丘陵斜面部を第 2地点 (Y82),東丘陵尾根支脈上を

第 3地点 (Y83)の 3地点に分けて,昭和46年度と昭和47年度にかけて順次発掘調査を行ない,開

発工事もそれに合せて施工することになった (図58)。

昭和46年 2月 2日 ,事業主体者の岡山県土本部住宅課,文化財担当課の岡山県教育委 員 会 文 化

課,それに山陽町教育委員会の関係機関三者による協議会が開催され,昭和49年度分の事業用地内

埋蔵文化財発掘調査計画および分担を,表 25に 示したように協議決定した。用木山遺跡の発掘調査

は,岡山県教育委員会文化課が直接担当することになり,昭和46年度は 7月 1日 から12月 末日を完

了期限として第 1地点の発掘調査を実施,第 2地点および第 3地点については,昭和47年度へ引き

続いて実施する計画となった。

ところが岡山県教育委員会文化課の発掘調査団は,前年度に引き続いて発掘調査を実施していた

門前池西方遺跡の調査が,谷底部に立地するため埋積土も場所によっては 4π と深 く,湧水も著 し

くて調査は困難を極め,遺跡内容も弥生・古墳・平安各時代の集落址が複合して遺構密度も高いう

えに,遺跡範囲も拡大するなど調査期間が大中に遅延して,年内には用木 l14遺跡の発掘調査に着手

できない事態となった。一方岡山県土本部住宅課では,発掘調査委託契約にもとづいて開発工事二

程を計画,すでに当該地の工事発注をしていることもあって,用 木山遺跡の早期発掘調査を強く要

請し,昭和46年 11月 12日 に開催された三者協議会の結果,用木山遺跡第1地点の発掘調査を,山陽

町教育委員会が肩替りして実施することになったのである。           :     |
用木山遺跡第 1地点の発掘調査を急拠担当することになった山陽町教育委員会では,岡山県土木

部住宅課の要請により,昭和46年 10月 1日付委託契約にもとづいて発掘調査中の,宮山古墳群策4
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表26.発 掘 調 査 委 託 契 約 状 況 一 覧

契約 1契約年月
日 調 査 期 間 名 契約面積 1実質調査面

・惣図遺跡第 2地点 (Y72) 4,000%ご 4,000名ご46。  7. 6。 46. 7. 6-46.10.31

1-47. 3.31

47. 4. ■-48. 3.31

跡注理

48. 4. 1.

48. 4. 1-49. 3.31

49。  1. 4.

表27.委 託 契 約 と 実 質 発 掘 調 査 対 比 表

・便木山遺跡第 2地点  (G12)
0大久保遺跡 (Y6)

・便木山遺跡第 2地点  (G12)
。大久保遺跡  (Y6)
0宮山古墳群第4号墳  (B4)
・用木山遺跡第 1地点  (Y81)

。用木山遺跡第 1地点  (Y81)
。中池遺跡  (Y4)

。用木山遺跡第■地点  (Y81)
。用木山遺跡第 2・ 3地点(Y82・ Y83)
0中池遺跡 (Y4)
・さくら山遺跡第■地点 (Y91)

(発掘調査事務所移転)

。愛宕山遺跡第 1地点  (Y84)
。さくら山遺跡第 2地点 (Y92)
。岩田古墳群第 1号墳  (E■ )

。愛宕山遺跡第 1地点  (Y84)
。さくら山遺跡第 2地点 (Y92)

:重思遭録
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○内数字は委託契約次数,… 1・
・…は発掘調査中断期間を示す。
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号墳の発掘調査を一時中断,発掘調査委託契約の締結に先行して,昭和46年 12月 25日 から用木山遺

跡第 1地点の発掘調査に着手した。私たちが本遺跡の発掘調査を開始 して間もない昭和47年 1月 末

日をもって,岡山県教育委員会発掘調査団は,緊急発掘調査の切迫している山陽新幹線および中国

縦貫自動車道建設事業にともなう,発掘調査に対処するために山陽町から31き あげたのである。し

たがって岡山県教育委員会発掘調査団が昭和48年 8月 1日 ,当 開発事業用地内の発掘調査を再開す

るまでの18か月 FElは ,山陽町教育委員会が用地内の埋蔵文化財の発掘調査を一手に引き受けざるを

得ない状況となった。そのため用木山遺跡第 2・ 3地点の発掘調査も,第 1地点の発掘調査に引き

続いて山陽町教育委員会が担当する結果となった。

用木山遺跡の発掘調査は,昭和46年 12月 25日 から昭和48年 7月 27日 まで,約 1年 7か月の長期に

および,本書のスペースの関係もあって, 日誌抄的な調査経過の記述は省略し,本遺跡発掘調査に

関する委託契約および期間的に本遺跡調査と重複する委託契約と,各発掘調査地点の実質発掘調査

期間を参考までに表示するにとどめ,各発掘調査地点ごとの調査方法や経過について,その概要を

とりまとめて簡単に記述する。

(実質発IF8調査期 FBl一覧)

。用 木 山 遺 跡第 1地点

(宮山古墳群第 4号墳 )

(中池遺跡 )

6用 木 山遺 跡第 2地点

(さ くら山遺跡第黎地点)

(調査事務所移転作業 )

。用 木 山遺 跡第 3地点

昭和46年 12月 25日 ～昭和47年 3月 23日

昭和47年 4月 11日 ～昭和47年 4月 19日

昭和47年 2月 1日 ～昭和47年 2月 16日

昭和47年 3月 24日 ～昭和47年 4月 13日

昭和47年 4月 14自 ～昭和47年 4月 30日

昭和47年 6月 8日 ～昭和47年 7月 22日

昭和47年 10月 17日 ～昭和48年 7月 27日

昭和47年 4月 28日 ～昭和47年 6月 27日

昭和47年 lltt ll日 ～昭和48年 1月 10日

昭和47年 7月 25日 ～昭和47年 11月 10日

用木山遺跡第 1地点の調査

用木山遺跡第 1地点と定められた用木山丘陵頂部の発掘調査は,昭和46年 12月 25日 から年末にか

けて,発掘調査資材の搬入および作業小屋の設営や,調査地域の立木の伐採および清掃などの諸準

備を行ない,本格的な発掘調査は,年が明けた昭和47年 1月 5日 から同年 4月 19日 までを要して実

施した。

用木山丘陵頂部の東端部には用木古墳群第 1号墳と第 2号墳が隣接立地し,その西半部は人為的

に削平整地された形状で,長さ約50π ,中 約20π の丘陵頂平坦部を呈していたが,今次発掘調査を

開始する時点では,先述もしたように用本古墳群第 1号墳および第 2号墳はすでに発掘調査され:

西半の平坦部も工事によって崖状に切断消滅されているうえに,残存部も一部は削平撹乱|さ れてい

るなど,地形測量もできない状態であった。したがって当該地の地形図は,開発事業に先立ちて椰
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山県土木部が作成した 500分の 1地形図を転用することにして,発掘調査は先の用木古墳群第 1号

墳の調査です墳丘下に複合立地することが確認されている竪穴式住居址等の調査の必要性から,直

径約30π ,墳丘盛り上高約 2.7π の用木古墳群第 1号墳の墳丘排土作業から開始 した。

用木古墳群第 1号墳の墳丘排上の後,丘陵頂平坦部から南斜面肩部にかけて,丘陵頂尾根主軸走

向に沿う北東方向に基線を定めた,5%× 5π に中 lπ の畦を残す正方形の発掘調査区を 7列計76

区画設営して,平面掘りによる全面発掘調査を実施した。発掘調査の結果,丘陵頂平坦部はその後

の丘陵頂表土層の風化流失および人為的作為によって,かなり原況も損なわれ,住居 l■等の遺構を

確認することができなかったが,用木古墳群第 1号墳の立地部から南丘陵斜面肩部にかけて約70π

の範囲に,竪穴式住居tlL24棟をはじめ, ピット4,古墳時代土壊墓 5底 (土器棺 1を含む),横穴

式石室を内部主体とする岩田第 8号墳などが発見され,弥生時代集落と古墳時代墳墓との複合遺跡

であることが明らかとなった。なかでも本遺跡南西端にあたる丘陵尾根小文脈上に立地する岩日古

墳群第 8号墳は,すでに採石を目的とした盗掘に遭い,天丼石のすべては持ち去られて い る もの

の,石室および床面の保存状況は良好で,本遺跡の発掘調査区を約 250痛拡張して,本遺跡と併行

しての発掘調査を実施した。したがって本遺跡の実質発掘調査面積は,最終的には約 2,150グ とな

った。また本遺跡の広がりが未確認であった,北東に分岐する尾根支脈および本丘陵頂北斜面部に

ついても,数条の トレンチ調査を試みたが,集落量の広がりは認められず,本遺跡はこの用木山丘

陵頂を中心として,東ふら南西へ向けての丘陵尾根支脈上および傾斜面に広がる集落遺跡と推察さ

れた。

用木山遺跡第 1地点の発掘調査は上記のように,用 木古墳群第 1号墳の墳丘排土や岩田古墳群第

8号墳の併行発掘調査が重なったうえ,本遺跡の発掘調査期間中に先に発掘調査を中断していた宮

山古墳群第 4号墳の調査に約15日 FElと ,緊急に発掘調査を要請された中池遺跡の調査に約20日 出向

するなどのため,調査期間が長期におよぶ結果となった。したがって本遺跡の発掘調査期間は前後

約 4か月 FE5を要したものの,実質的には約 2か月間程度の調査日数である。

用木曲遺跡第 2地点の調査

用木山遺跡第 1地点の発掘調査に弓lき 続いて,第 9次発掘調査委託契約にもとづいて,昭 T‐n47年

4月 14日 から発掘調査に着手 した用本山遺跡第 2地点は,用 木山丘陵頂から東と南西に分岐して緩

やかに下降して延びる, 2条の丘陵尾根支脈に囲まれた,南東面する谷懐状の急斜面である。遺跡

範囲は等高線に沿う北東方向約 110π ,等高線走向に直交する北西方向約6077t,そ の間の比高約20

π,平均勾配も約20度 と急傾斜面である。

発掘調査に先立つ立木の伐採と清掃,それに引き続 く地形測量の段階で,当 該丘陵斜面に等高線

走向に従って,径 30π前後の円弧状に掘り込まれた痕跡が幾段か検出され,先 に発掘調査を実施し

た惣図遺跡第 2地点での経験から,丘陵斜面を階段状に造成した住居址群の存在が想定された。確

認のため岩田古墳群第 8号墳が立地する南西に分出する丘陵尾根支脈上と,標高約65π の等高線に

沿った南東斜面部に,夫々巾 2π ×長さ55れ と巾 2π ×長さ 100π の 2本の トレンチ試掘を行なっ

たところ,尾根支脈稜線 トレンチには遺構が検出されなかったが,南東面斜面部 トレンチには,丘
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陵斜面を大きく深 く掘り込んだ造成面と住居址支群 2か所が存在することが半J明 した。そのため1常 |

識的には集落が営なめない程の急斜面ではあるが,全面発掘調査を実施することに決定し,第59図 |

に示したように,上下 8段計120区 の 5π ×5π に中 lπ の畦を残す正方形発掘調査区を設営して ,

用木山遺跡第 1地点に近い,地形の高い丘陵斜面部から本格的な発掘調査にとりかかった の で あ

る。

ところが,本遺跡の発掘調査に着手して日も浅い昭和47年 4月 25日 ,開発事業の工事工程の都合

から,本遺跡から小谷水田一つを隔てた南丘陵頂に所在する,さ くら山遺跡丘陵頂部の発掘調査を

早急に施実するよう要請され,本遺跡の発掘調査を中断して同年 5月 1日 より2か月間,さ くら山

遺跡の調査に出向せざるを得なかった。そしてまた,本遺跡の発掘調査に帰ってやっと調査を再開

した矢先,今度は農業用貯水池への雨水集水路工事と絡んで,本遺跡第 3地点の発掘調査が急務と

なり,同年 7月 25日 から同年11月 10日 までの約 3か月半ばかり,再び本遺跡の発掘調査を中断する

こととなった。

そのため,本遺跡第 3地点の発掘調査が一段落した10月 中旬,本遺跡第 2地点の発掘調査を再開

する時点には,先に予備調査を行なった南西に延びる丘陵尾根支脈稜線部と,用木山遺跡第 1地点

はすでに工事によって削平消滅され,部分的には本遺跡と接続するところも壊れていて,その関連

が明らかにできない事態も生じていた。また長期にわたる発掘調査の中断は,そのFE5に遺跡地に雑

草が生い茂り再び草刈りから作業を始めなくてはならず,遺構面もシー トを張って保全 していたと

はいえ,風雨によって荒れるなど,移動のたびごとの調査資材の搬送等と合せて,調査そのものの

不都合と時間的なロスが大きかった。

さらに遺跡内容についても,発掘調査が進むにつれて,遺跡範囲が南東餐斜面部に拡大し,最終

的には約4500だ となった。丘陵斜面を大きく掘り込み造成した棚田状の住居lfL支群が,計 7支群約

60棟の竪穴式住居址が発見されたのをはじめ,横穴式石室を内部主体とする岩田古墳群第 9e13号

墳 2基,古墳時代土壊墓 2基なども発見され,埋積土量が深いところでは 3抗を越えることと合せ

て,調査期FH3が昭和47年度末完了予定が,昭和48年 7月 末日まで要するなど大 rllに遅延せざるを得

なかった。

以上の発 IFil調査中に他遺跡調査への出向と,本遺跡内容は,必然的に本遺跡発掘調査期限の遅れ

となってあらわれ,当該地と工事工程との競合関係はより厳しくなる。調査期限の遅れを少しでも

取 り展すためには,作業員の大量投入の形となり, 4人の調査員で40名 の作業員を抱え,工事者と

作業員の両者から追われる結果となった。またこの時期は調査事務所の移転と,本発掘調査概報第

3集の執筆も重なり,当 山陽住宅団地開発事業地内での発掘調査期 FEl中 で,最 も苦しい調査であっ

た。

用木山遣跡第 0地点の調査

用木山遺跡第 2地点の発掘調査中の昭和47年 7月 になって,急に用木山遺跡第 3地点の発掘調査

が緊急を要することになった。というのは,当該丘陵における造成工事によって,丘麓部にある農

業潅漑用貯水池である岩田大池への,雨水集水溝を削平消滅し,そ れに変る新集水溝が本遺跡を通
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過することになったのである。岡山県住宅課は開発事業着手に先立ち,集水路敷設工事を昭和47年

春までに完成させる旨,地元水利組合と約束していたのであるが,諸般の事情で工事が遅延して水

不足問題が深刻化してきたのである。そして急拠昭和48年 3月 完工を目標に集水路工事が始められ

たが,私たち発掘調査団には連絡が遅れ,昭和47年度発掘調査委託契約には,本遺跡は調査対象遺

跡として含まれていなかったのである。「文化財があるから水路ができない。」「発掘調査が遅れ

るから水路も遅れる。」と地域の人々に解釈され,生活権との対立の形となってその鉾先が発掘調

査団に向けられる結果となり,同年 7月 14日 の三者協議によって,用木山遺跡第 2地点の発掘調査

を一時中断して,本遺跡の発掘調査を11月 末日を期限に実施することになった。

本遺跡は,用木山丘陵頂から東へなだらかに下降する丘陵尾根支脈上に立地する東西約 120π ,

南北約60π ,面積約5,000イの集落址である。 本遺跡の発掘調査は, 第59図 に示したように5%×

5π ,中 lπ の畦を残す上方形の発掘調査区約 180区 を設営して全面発掘調査を実施した。緩傾斜

/ の丘陵尾根上に立地しているうえに,当丘陵が風化侵蝕されやすい花同岩地質で形成されているた

めか,表土層の風化流失が著 しくて各遺構面も浅 く,大半は住居址床面も合めてすでに流失してい

ることもあって,実質発掘調査面積約 4,500硝 と広く,竪穴式住居址約30棟 ,横穴式石室墳 2基等

を検出した割には,調査期間も昭和47年 7月 25日 から同年11月 10日 までと,約 3か月半 の短 期 間

で,そ れも予定期限内に一応調査終了することができた。

第 4章

第 1節 遺 跡 の 概 要

遺構の出土状況

用木山遺跡の発掘調査は,第 1地点～第 3地点を合せて約12,000だ の企画泉]上調査を実施した結

果,弥生時代住居llL13支群計110棟～120棟分を中心に,用木山古墳群第 102号 墳,岩 田古墳群第
8～ 13号墳,古墳時代土装墓10基 ,奈良時代火葬墓 1基など,多種多様の遺構が密着して複合立地

することが明らかとなった (図60)。 本書では編集および記述の都合上,集落遺跡関係に限定して

取 り扱い,古墳等その他の遺跡については別途稿を改めて報告することにした。また本遺跡の発掘

調査の地点区分についても,工事工程の都合によって区分けされたものであり,両地点にまたがっ

て同一支群に属する住居址群が存在するなどのため,こ こでは発掘調査地点にはこだわらないで ,

全遺跡を各住居llL支群に整理して取りまとめ,各住居址支群単位で順次その概要を記すことにした

(図 61):

本遺跡は,用木山丘陵頂から東と南東に分岐して延びる幅狭な丘陵尾根支脈上と,そ れに抱きか

かえられる形の谷懐状の急斜面に立地している。遺跡範囲は東西約 200%,南北約80%,そ の上下

比高は約30π である。当該地は眼下の埋積平地との比高約70π ,水 田化可能な谷水 E3と の比高約40

π,眺望視野は広いが水稲耕作を営なむための居住地としては,決 して適地とはいえない立地を示

し,一見高地性集落を思わせるほどである。さらに本遺跡の中心ともいえる谷懐状傾斜面は,平均

勾配が20度を越えるほどの急斜面で,常識的にはそこに集落が営なまれたとは考えもつかないほど
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ヽ

貯
ξ

ゞ

/ド

第61図 用 木 山 遺 跡 住 居 址 支 群 区 分 図

―-155-―



の立地である (図 57)。

集落立地がこのような急斜面に所在するため,集落構造もきわめて特徴的である。比較的に緩傾

斜の尾根稜線部に立地する各住居量は, 1棟単位で丘陵斜面を削平整地して竪穴式住居址等を建築

しているが,急斜面に立地する谷懐状の地区では,地形の高い方の丘陵斜面を等高線走向に沿って

円弧状に大きく掘り込み,地形の低い谷斜面に埋めだして,竪穴式住居 l棟が建てられる程度の幅

をもつ,棚 田状の細長い平坦面を造成して,そ こに数棟づつのまとまりをもった住居址支群を構成

しているのである

`各
住居llL支群の宅地造成面はその立地する地形条件によっても異なるが,大規

模なものでは丘陵斜面の掘り込みの深さは 2.797b,直 径30π を越すものも存在する。こうした棚田

状の造成面は最も集中する,用木山古墳群第 1号墳の南東斜面部では,水平距離約80π ,比高約30

πの間に計 8段 も階段状に検出され注目された (図版33)。

本遺跡が急斜面のそれも風化侵蝕されやすい花閥岩地質の丘陵上に立地するため,各遺構の保存

度は低い。各住居llLも 地形の高い側の直接丘陵地山生き土に掘り込まれた部分を遺存する程度で ,

地形の低い側の大半は床面も含めて,すでに流失しているものが多かった。したがって伴出遺物も

量的には多量多彩であったが,流土による影響を強く受けて不規則な遊離堆積となり,層序的にも

大きく乱れていて,個 々の住居址の年代区分もできない状態である。そのため本遺跡の営なまれた

年代についても,全体として弥生時代中期中葉から中期終末にかけての,かなり限られた時代の集

落llLと 推定される程度である。また検出された住居址は,竪穴式住居llLtt110棟 , 高床式住居 址 2

棟であるが,中 には互いに切り合っていたり,ま た近接して実際には同時に存在 し得ないもの等も

かなりあり,こ うした点を考慮に入れると,最盛期には約60棟～70棟程度の集落であったろうと推

察される。

なお本遺跡出上の遺物については,先述もしたようにその大半が遊離流動して二次堆積したもの

であるため,本章では確実に各遺構と伴出する土器の記述にとどめ,その他の遺物については,第

5章出土遺物の稿を設け,一括して取り扱うことにした。

第 2節 第 1住居tlL支群

1.住居址支群の概要 (図 63,図版36)

用木山丘陵頂に立地する用木古墳群第 1号墳の,墳丘盛り上に敷きこまれた形で墳丘直下に所在

する住居IIL支群である。用木第 1号墳の発掘調査中に,墳 丘盛 り上に多量の弥生式土器片等の遺/1n

を包合する灰黒色有機上が用いられ,最終的には弥生式上器片約 200珍石鏃69点 におよび注目され

ていたが,墳丘を排除したところ,墳丘築成に先立つ丘陵頂部の削平整地面と思われる平坦部に,

不規則な配置で広がる約40本分の柱穴痕と,丘陵頂平坦部から南東の丘陵斜面に臨もうとする標高

約89π の肩部に,古墳整形時に半裁された形状の竪穴式住居llL 2棟,それに第 1号住居址内および

墳丘下平坦部に各 1の ピット状遺構が検出された。

なおこの用木山丘陵頂は,用木第 1号墳の南西部に人為的に削平整地された形状の,丘陵尾根主

軸に沿った長さ約40π ,幅約20π の平坦部が存在するが,そ こには住居址等の遺構は何も検出され
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第62図 用木山遣跡山上部 (第 1地区)遺構出土状況図



第63図 用 木 山 遺 跡 第 1住 居 址 支 群 出 土 状 .況 図

ず,現丘陵頂表土層はそのまま地山生き土面であった。しかし,用木第 1号墳の墳丘盛 り上に直径

約30π ,高さ約 1.5%に およぶ弥生時代遺物を多量に包合する有機上を採土使用し,さ らに墳丘下

に柱穴40本分はじめ竪穴式住居量が遺存することは,当該丘陵が風化浸蝕されやすい花同岩地質で

形成されていることなども併せ考えて,現状ではその痕跡をとどめないまでも,こ の丘陵頂平坦部

に住居址が存在 していた可能性を否定できないのである。

2.第 1号住居址 (図 64・ 65,図版37)

用木古墳群第 1号墳築成前の削平整地面南東部,すなわち用木山丘陵頂平坦部から南東側斜面へ

臨む肩部に,第 2号住居址と隣接立地する円形の竪穴式住居址である。図示したように長方形プラ

ンの上墳状ピットと切り合っているうえ,掘 り込み壁の上端部はすでに古墳築成時に削平され,ま

た地形の低い倶1の南東部は古墳外形の整形によって大きく削り取 られ,現状では比高約 l.5π の段

差を示すなど,約 2分の 1程度の遺存である。部分的には丘陵地山の花同岩盤を切り込んでいるた

め,岩脈が露呈したり不整形なところも若干見受けられるが,現存部の保存状態は比較的良好であ

る。

掘り込み壁面のカーブの形状から,本住居量の規模は現存掘り込み上端部径 7.56π ,床面径 7.4

πと推定され,現存部掘り込みの深さは最大遺存部で0.44角 を測る。壁面はいずれもやや外傾して

―-158-一
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いるが比較的に整然と掘り込まれ,平均幅約20cm～ 25cπ ,深さ約 6c2～ 10cmの浅い壁帯溝を続らせ

ているが,北東端部で一部壁帯溝が二重になり,後に述べる柱穴の形状と合せて,本住居llLは少 く

とも 2回以上の建て替えが行なわれたことを示す。床面はほぼ水平な面を保ち,現存部南西寄りに

長径1.6π ,短径0.66ηι,深 さ約0.4π の不整形な掘り込み穴と,計 12本分の柱穴痕が検出された。

柱穴の配置や形状は不整然で,同一立地における何回かの建て替えが推察されるが,本住居址の場

合はその規模や形状からみて,壁面に沿って円形に続る 7～ 8本の柱と,中央柱 1本によって建て

られた構造と推察される。

なお本住居llL掘 り込み内の埋積土中から床面にかけて,サ ヌカイ ト製打製石鏃ll本 と,多数の未

製品やサヌカイ ト象1片が検出され注目されたが,床面のほぼ中央部に近い80cm× 80cπ の範囲に特に

集中し,試みにその破片数を数えたら約 2.700片 にもおよんだ。このことは,本住居 llL内 において

サヌカイ トを原料とする打製石器の製作が行なわれていたことを物語るものとして注目された。

床面出上の土器

本住居址内は,用木第 1号墳墳丘盛 り上と同様の弥生式上器片等を含む有機上で埋没していて,

かなりの量の遊離土器片を発見したが,住居址床面に密着して本住居 l■ とほぼ同時性を示すと思わ

れる上器片76片を検出した。いずれも破砕断片であるが実測図示できるものは図65の とお りで あ

る。

(Jく の字形に外反する甕□縁部片で,日縁端を大きく上下に拡張させ端面に数条の回線を続らせ

た後,横なで調整によって消され僅かに痕跡をとどめる程度である。12)甕形土器底部片で平底であ

る。13)台付壺または鉢の脚台部である。脚中央部に縦長の三角形透孔 3個 が続る。(4)高不脚柱部片

である。脚柱部に 5条 1単位の櫛描沈線 5段を続らせ,そ の空間部 4段に 4孔 1周 の小円孔が穿た

れ,脚裾部にはへら状施文具による縦方向沈線が施されている。(5)高琢口縁部である。日縁部はや

や内傾して立ちあがり,日縁部外面に明瞭な 4条の回線文を続らせ,内外面ともなで調整である。

総)高外脚裾部片である。脚裾端部は拡張され端面はやや外反した面をもつ。脚裾外表にへら描きに

よる縦長三角形透しが続らされているが,貫通するものは皆無で半透彫となっている。いずれの土

器片も当地方の編年観から前山Ⅱ式に比定され,弥生時代中期後半の上器形式の特徴を示す。

3.第 1ビ ット (図64,図版37)

第 1号住居tlLが埋没した後,用木第 1号墳の築造に先行して,住居llLの地形の高い倶1の掘り込み

壁面を切って,住居址床面をも掘り込む,隅丸長方形の深い土墳である。丘陵頂尾根主軸の走向に

0          1ocm
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ほぼ直交する北21度西に長軸中心線をおき,掘 り込みのはじまる上端部はすでに肖J平されて不 llBで

あるが,現存掘り込み上端長3.2677t,同 幅1.82π ,床面長 2。 88π 同幅1.34π ,掘 り込み最大遺存深

0。 7π , 住居址床面からの深さ0。 36π を測る。掘り込み壁面はやや上開きに外傾し,床面は水平な

面を保ち整然と掘り込まれていた。床面のほぼ中央部に約33cπ ×30cm× 10cπ大の扁平な花簡岩害」り

石が 1個検出されたほかは,施設および遺物は何も認められなかった。これと類似する遺構は当山

陽団地丘陵内にも,便木山方形台状墓 (第 3集所収),さ くら山第 2号墓 (第 5集所収),愛宕山

方形台状墓 (第 5集所収)な どの内部主体に多く見られ,土壊墓の可能性が強いが,現状からは明

確にすることはできなかった。

4.第 2号住居llL(図 66・ 67,図版38)

第 1号住居址の北東部に隣接して,それとほぼ同様の立地および形状を呈する円形の竪穴式住居

址である。用木第 1号墳の立地する丘陵頂を分岐点として,東へ向けて緩やかに下降してのびる丘

陵尾根支脈稜線の肩部に位置し;墳丘のみせかけの高さと姿を整える必要から,稜線部を削り降し

て整形しているため,本住居址も地形の低い倶1の南東部を大きく切り取 られ,現状では約 3分の 1

程度の遺存である。隣接する第 1号住居址との間隔は,最 も近接する部分での現存壁面上端部で約

0。 977tを 測り,物理的には併存じ得たものと考えられる。

掘り込み壁面のカープから本住居址の規模を推測すると,現存掘り込み上端径約 9。 3π ,床面径

約8.5π ,壁高は最大遺存部で○.36π となる大形の竪穴式住居址である。壁面はかなりの荒れと崩

れをみせ,法面状に傾斜しているところもあるが,床面の現存部はほぼ水平な面を保ち,壁帯溝お

よび柱穴痕を検出したが,そのほかの焼土面とか中央ピット等の施設は何も認められなかった。

溝遺構は壁面に沿って床面を続る巾約14卸～26cm,深 さ 4α屁～10caの浅い壁帯溝と,床面西南部

ではそれど重なり,北東半では床面内になる隅丸方形住居址の複合を想起させる形状の,南北幅約

5。 9%の溝遺構が検出された。柱穴は現存床面上に12本 ,その南東崖面に 8本 ,掘 り込み壁外縁に

2本の計22本を検出したが,その配置や形状は不整然で組み合せ関係等については明らかにできな

かった。床面上に重複する溝遺構の存在と合せて,その先後関係は明確でないが,同一立地におい

て 2回 ないし3回 にわたる増改築が行なわれたものと考えられる。

本住居内は淡灰黒色の有機上で埋没し,かなりの量の弥生式上器片と石鏃 4本を遊離 検 出 した

が,床面に密着する主器片は約70片である。なお本住居址床面からも多量のサヌカイ ト小剥片が集

中的に検出され,打製石器の製作が本住居址内で行なわれたことを示している。

床面上の上器

床面上に密着出上した土器片のうち,実測可能なもの19点について図示した。(1～ 5)は壺およ

び甕の口縁部片である。いずれも器表の荒れが著しくて調整等の詳細は不明であるが,日縁端部を

さほど拡張しないで端面無施文のものと,端部を上下に拡張して端面に数条の回線文を焼らすもの

がある。裕)器台脚裾部片。胎土に砂粒を多く合み淡黄灰色を塁す。端面に1条と脚裾外面に指頭圧

による4条の指圧凹線文が続る。(7)壁帯溝出上の高不片で外部はほぼ完形を保つ。粒子の細か ,ヽ粘

上が用いられ淡灰褐色を呈する。日縁部は稜をもって大きく外反して広がり,稜部に叩轟彙 11峯|か
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第67図 第 1支群第 2号住居址床面出土の土器実測図

続り,内外面とも丹念なへら磨き調整が施されている。18)前者とほぼ同巧のつくりの高不口縁部片

である。 (9～ 13)高琢脚部片で(91は脚裾部が朝顔形に大きく開き無施文。 (10～ 13)脚端部をや

や拡張して端面に 1条の指頭圧回線をもっほぼ同巧のつくりである。脚部に小円孔 ,三角形透 し孔 ,

櫛描沈線文等を施しているが,透 しはいずれも貫孔していない。仁J傘状を呈する蓋である。外縁部

およびつまみの周辺に指頭圧痕を多く残す。 (15～ 16)手づくね土器底部片である。底部側面に指

頭圧痕を顕著に残す。 (17～ 18)甕形土器および壺形土器底部片である。いずれも平底であるが,

なかに底面が凹レンズ状にくばんでいるものもある。器表外面はへら磨き,同 内面はへら削り痕が

認められる。

5.第 3号住居址 (図 68)

用木山丘陵頂の用木第 1号墳丘下にあたる削平整地面の径約 6η程度の範囲に,大小さまざまな

柱穴痕28本分を検出した。現状では上半部をすでに肖」平され,その配置も不整然で組み合せ関係と

か建物の構造等については不詳であるが,図示したように一か所に集中して柱穴が群在するとこう.‐

から,元当該地において数EEIlにわたる建て替えが行なわれた住居の存在したことが推察され■∵ハ|

ハ
一
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第69図 第 1支 群 第 2ピ ッ ト 実 測 図

第 3号住居tlLと して記載した。

6.第 2ビ ット (図 69)

第 3号住居llLと した柱穴群の南西部用木山丘陵頂稜線に,尾根主軸走向に直交して長軸中心線を

もつ不定形な土墳である。

用木第 1号墳築成時の削平整地によって,本土墳掘り込み壁面上半部はすでに消滅していて全容

は不明であるが,現況で掘り込みの上端がわかる現存地山生き土上面での最大長 5π ,同最大部幅

2.8π ,土墳底面最大長4.7π ,同最大部幅2.5π ,最大深0.35π を測る。当丘陵を形成する花同岩

の岩盤を一部でくり抜いて掘られているためか,壁面および底面ともに凹凸が著しく形状も不整然

のうえ,伴出遺物も検出されないため,年代および使途目的についても明らかでない。用木第 1号

墳封土との層序関係から,本土墳の掘り込みが明らかに先行することから,一応本遺跡第 2ピ ット

として記載した。

第 3節 第 2住居llL支群

1.第 2住居llL支群の概要 (図70,図版39)

用木第 1号墳の立地部を起点として,東方に向けて緩やかに下降してのびる丘陵尾根 支 脈 稜 線

の,用木第 1号墳の外縁にあたる部分は,墳丘の整形や削平によってテラス状の平坦面となってい

る。この平坦面から南西方向の用木山丘陵頂肩部にかけての,標高約85.5π ～87π の等高線走向に

沿った約28π の間の傾斜面に,約 7棟分の竪穴式住居量, ピット2,柱穴群などが帯状に連らな●
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て発見された。このあたりは丘陵頂に程近い傾斜面 で あ る た

め,丘陵表土層の風化流失も著しく,各遺構の保存状況もあま

りよくないうえに,東尾根支脈上は後世の採石場となって採掘

坑が掘られ,第 7号住居址の位置する直 ぐ南西部は今次の造成

工事によって断崖状に切断されているなど,両端部が破壊消滅

していて全貌を明らかにできなかったが,北東部から順次その

概況を記述する。

本支群周辺の埋積土は極めて薄 く,表土層の下はす ぐ地山生

き土面で,発見する土器片等もほとんどが二次堆積した遊離遺

物であったが,弥生式上器片約73珍 ,石器類は蛤匁石斧 4,柱

状石斧 1,石槍 2,磨製石庖丁 2,打製石庖丁 5,叩石等 6,

砥石10,石鏃 51な どかなり豊富であった。なかでも石鏃が51本

と多量を占め,それも柱穴痕が密集している第 3・ 4号住居 llL

周辺から47本 と多量に発見され注目された。

また第 1号住居址とした東尾根支F_FK稜線上に,古墳時代土壌

墓 1基が複合立地していたが,こ れについては本調査概報第 6

集に,岩 田土墳墓群として稿を改めて報告しているので,本稿

では省略した。

2.第 1号住居址 (図 71)

用木第 1号墳築成前の削平整地面肩部に位置する第 1支群第

2号住居址から,東方へ水平距離で約1077b,比 高約 3.5π 降っ

た尾根支脈稜線上に位置する。そこは用木第 1号墳築成に際し

て,テ ラス状に尾根稜線を削平整地された部分にあたり,た と

え竪穴式住居址等が存在 していたとしても,現状では床面も合

めて削平あるいは風化流失していると考えられる。尾根稜線部

には約2.7π ×3.6π 大の岩盤が露呈し,し かも尾根北東部から

は後世の採石坑が大きく掘り込まれて保存状況は悪い。今次発

掘調査に際しては,当 テラス状平坦部約 7π ×9π の範囲に約

40本分の柱穴状の痕跡を発見したのみである。各柱穴は配置状

況も不整然で住居 l■ としてのまとまりも明確ではないが,当該

地の立地や,す ぐ南西部に接して第 2号住居址～第 4号住居 llL

をはじめ, ピット状遺構や柱穴群が連続的に所在するところか

ら,こ の地点にも,お そらく数回にわたって建て替えられた住

居tfL l～ 2棟が存在 していたことが考えられるため,一応第 1

号住居址として記載した。

。
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3.第 2号住居llL(図72,図版40)

第 1号住居址の位置する尾根支脈稜線から約 8π南西に寄った,側斜面に臨む肩部に位置する円

形の竪穴式住居llLで ある。本住居址はその後の丘陵表土層の風化流失にともない,床面も合めてす

でに遺構の大半を流失していて,現状では地形の高い側の北西部のみに,掘 り込み壁面と住居llL床

面の一部を僅かに残す程度の遺存である。
・

円弧状に残る壁面のカーブから本住居llhの規模は,直径約 4π前後の小形住居llLと 推察される。

しかし壁面の深さは現存最大遺存部で約13cm,床面幅も約 lπ ばかりを遺存するものの,全体が地

形の低い倶1の南東谷斜面に向けてかなり下傾していて,壁帯溝の痕跡の一部と柱穴痕 3本分を遺存

するのみで,そのほか焼土面等の施設とか遺物類は何も認められず,本住居址の詳細は明らかにで

きなかった。

4.柱穴群 (図 72,図版39)

第 2号住居 l■の位置する丘陵尾根支脈の南肩部から,用 木山丘陵頂の南東急斜面に臨もうとする

肩部にかけて,等高線走向に沿った南西方向に約16π ,それに直交する幅員約 5π ,比高約 1.2π

～2.5π ほどの傾斜面に, ピット状遺構や幅の狭い階段状整地面などとともに,約 150本分もの柱穴

痕が密集群在 しているのが発見され注目された。

この地点は丘陵頂平坦部から急勾配の丘陵側斜面に移ろうとする肩部にあたり,丘陵表土層の風

化流失が著しくて遺構面も浅 く,ま たその先後関係は明らかでないが,同一立地に複合しての何回

かにわたる肖J平整地等の形跡も認められ,各柱穴の上端部はかなり原況を損なわれているらしく,

全形および精密な計測はできなかった。現状で柱穴が確認できる現存地山生き土上面を基準として

の各柱穴の計測値は表28に示すとおりである。各柱穴とも比較的垂直に掘り込まれ,そ の平面形は

整った円形を示している。

これらの柱穴群は,なかには複合する住居llL等 の柱穴も幾つかは含まれるかも知れないが,そ の

配置状況や密集度などから,住居址以外の施設にともなう遺構と考えられる。本柱穴群が検出され

た時点では丘陵頂部の発掘調査が進められていた時であり,柱穴群の南東斜面は30度を越える急傾

斜面で集落llLは存在しないと推察されていたのと,柱穴群周辺部だけで40本を越える石鏃が発見さ

れたことなどから,鳳陵頂平坦部を中心とする集落を,外敵などから護る目的での防禦柵量と理解

していた。しかしその後の発掘調査によって,南東の斜面部に位置する第 4住居支群や,近在のさ

くら山遺跡においても同様の柱穴群が発見され,同一集落内部にこうした柱穴群が存在 す る こ と

や,本集落址が急傾斜面に立地し大がかりの宅地造成工事が施されていることなどから,造成面等

集落内の上砂流や崖崩れを防 ぐ目的での「 しがらみ」の址と考える方がより妥当と思われる。

5。 第3号住居llL(図72,図版40)

先述の柱穴群が所在する傾斜面内に,丘陵表土層の風化流動等もあって判然としないまでも,等

高線走向に沿って地形の高い債1の丘陵斜面を掘り込んで,その下方に幅狭な段状 llj平整地面を切り

合いながら幾段も造成しているのが検出された。

一-168-一
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これらの階段状造成面は,最 も地形の高

い北西斜面部で等高線走向に沿って長が約

13π も直線的に掘り込まれ,下方に最大遺

存幅2.8角 ,最小遣存幅1.6π の整地面が認

められ,その下方は崖状の急斜面となって

すでに風化流失しているが,こ の造成面内

にさらに幾段かの小規模造成面が,互いに

切り合いながら設けられている。各造成面

は複雑な切り合い関係をもって重複してい

るため,現状からは個々の造成面の原況は

明らかでないが,地形傾斜に従って多いと

ころでは 4段,少ないところでも2段が階

段状に掘り込まれて,全体では 9か所の造

成面が確認される。各造成面の規模は現存

遺存部で計測すると,等高線走向に沿った

長さ約1.5π ～7.5π ,それに直交する造成

面幅0。 3π～1.7π ,丘陵斜面の掘り込みの

深さ0.2π ～0.3π を沢1る 。各造成面とも現

状では先述の柱穴群と,部分的に壁帯溝状

の溝遺構を検出するのみで,住居址であっ

たとしても形状とか柱穴群との関係等の詳

細については不明である。

したがってこれらの各造成面の現状から

は,住居等の建て物には関係なく,単 に柵

列あるいは「 しがらみ」等を設けるための

必要から施されたものか,棚 田状の大形造

成面内に単位住居址群の一部を構成するも

のかは明らかにできなかったが,柵列等に

伴う造成面とすると段差が不規則であり,

また壁帯溝状の遺構も一部で検出されるこ

と等から,住居llLと しての可能性も捨て難

く,一応ここではこれらの各造成面を一括

して第 3号住居l■として記載した。なおこ

の各造成面および柱穴内からは,遊離した

かなりの量の土器片と石鏃42本,石槍片 l

石庖丁 2,蛤双石斧 l,叩石等 3,砥石な
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表28 用木山遺跡第 2住居址支群柱穴群計測値一覧
(単位cπ)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

―-45

25

9

17

60

30

34

22

50

4

40

36

27

70

40

57

65

20

21

90

13

12

40

19

44

62

71

50

13

49

58

22

32

38

10

10

28

53

55

31

62

26

18

40

26

28

22

47

70

32

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

9■

92

93

94

95

96

97

98

99

■00

一-58

42

30

40

32

46

56

72

45

34

34

36

34

48

76

31

48

68

32

60

13

32

21

42

47

32

40

55

42

18

22

47

27

45

14

16

14

15

18

9

22

17

65

20

■8

25

30

34

14

54

101

102

103

104

105

106

107

■08

109

110

111

■12

113

114

115

116

117

118

119

■20

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

■38

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

-50
28

28

20

56

12

30

30

27

45

26

28

14

22

13

45

55

16

25

10

31

23

21

35

18

15

36

39

9

38

52

53

51

52

40

47

31

22

23

36

45

11

30

48

34

36

24

48

43

32

25 × 28
17 × 18
14 )く  14

20 × 21

39 × 41

24 × 24

26 × 33

19 × 20

39 × 46

32 × 34
18 × 21

30 × 32
24 × 27

40 × 50

33× ?
29 × 30

22 × 30

27 × 27

30 X 30
,31 × 30

50 × 52
20 × 27

20 X 25
18 × 28

26 × 28

25 × 27

22 X 22
23 × 26

21 × 26

21 × 23

38 × 35

19 × 20

18 × 18

22 × 22

27 × 27

26 × 28

29 × 36

24 × 32

35 × 37

22 × 25

40 × 42

30 × 30

22 × 30
22 × 28
39 × 39
33 × 34

21 × 22

37 × 38
37 X 40
25 × 31

35 X39
21 × 26
30 × 32

23 × 25

26 × 26

21 × 22

21 × 21

18 × 19

32 × 32

17 × 17

23 X 23
24 × 23

20 × 23

19 × 21

32 × 32

21 × 23

30 )く  33

38 × 46

27 × 28

19 × 23

15 × 16

19 × 22

34 × 41

18 × 22

24 × 27

28 × 28

29 × 33

29 × 29

24 × 28

24 × 24

17 × 18

34 × 36

18 × 23
30 × 35

26 × 27
28 × 30

17 × 17

23 × 28

26 × 28
36 × 49

35 × 46
30 × 31

42 × 45

39 × 45

31 × 32

27 × 27

29 × 37

26 × 36

26 × 34

36 × 36

31 × 31
18 × 19
21 × 25

20 × 20
38 X 39
30 × 31

29 X 32
25 × 27

21 X 22
32 X 43
23 × 25

27 × 27
24 × 24

17 )く 18

13 X 14
23 × 23

25 × 28
19 × 20

38 × 38
18 × 19
20× 25
21 × 23

21 × 22

26 × 27
17 × ■8
20 × 20
21 × 24

20 × 23
16 × 17

23 × 25
25 × 28
29 × 50

21 × 22

31 × 32

25 × 25
26 × 28
22 × 25

26 × 33

26 × 33
24 × 26
26 × 27

22 × 25
20 × 22

32 × 36

29 × 29

25 × 25
22 × 23
34 × 46
39 × 46
35 X 38

1深 1深
柱
番
穴
号 1深

(計測値は現存地山生き土上面を基準としたものである)
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どの石器類を発見採取した。

これらの遺物が本遺構と直接伴出関係をもつものかどうかは明らかでないが,石器類については

後章にゆずるとして,土器片について代表的なものを実測図示し概述しておく,

整地面出上の上器片 (図 74)

(D～ 16)甕形土器口縁部片である。いずれも口縁部をくの字形に外反させているが,日縁端部を大

きく上下に拡張させ,端面に 3～ 5条の凹線文を続らせたものと,端部の拡張はさほどなく無施文

のものとがある。仕あげ調整は器表が荒れているものが多く明確ではないが,El縁部は横なで,器

表外面はへら磨き,同内面はへら削り調整が施されているようである。 {η El縁部が大きく開く壺形

土器 El縁部である。口縁端部に 4条の凹線文とEl縁部上面に 4条 1単位の櫛状施文具によって斜格

子文が施されている。18)頸部が直立し□縁部が外反する壺形土器口縁部である。□縁端をやや拡張

して,端面に 2条の凹線文とその上からへら先状工具による斜傾亥J文および小円形浮文が施され ,

日縁部上面に 4条 l単位の櫛状施文具による斜格子文と,頸部に爪形文を施した貼り付け突帯 1条

を続らせている。19)小形鉢形土器片で無施文である。住0～侵a壺 または甕形土器器底部片である。い

ずれも平底であるが,な かに底部中央が凹レンズ状にくぼむものがある。器胴下半部外面は縦方向

へら磨き,同内面は縦方向へらeljり 調整が主として施され,なかに指頭圧痕を残すものも見受けら

れる。

仁3～ l151高不脚部片である。いずれもほぼ同巧の高脚である。住Dについてみると脚柱部外面にヘラ

先状施文具による, 4条 l単位の沈線文 3段を続らし,そ の下に縦長三角形透孔 8個 と,脚裾部に
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3条の浅い凹線文を続らしている。なお脚裾端部はやや拡張して端面にも 1条の凹線文が続り,1器 |

表外面は縦方向へら磨き,脚内面は横方向へら削り調整が施されているが,外部に近い脚柱上端部

内面には縦方向の絞り目痕が顕著に残る。は0器台脚裾部片で,小円孔 1条を続らしているが,いず
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れも貫通せず押型文状を呈している。器表外面は横なで,同内面は横方向へら削り調整である。l171

低脚付壺の脚部片である。脚部外表に上下 2段の円子L列 と,その中間に 4条のへら先状工具による

沈線文を続らすが,円 了Lは いずれも貫通せず内側にふくらみをみせている。

6.第 1ピ ット (図 75,図版40041)

第 2号住居址に接するようにして,立地部の等高線走向に直交する方位に長軸中心線を置く長方

形土墳である。地形の高い債1の北西小日隅部を同形式の第 2ピ ットと鍵形に切り合い,L字状を呈
する一つの上墳と思えるほどである。

本土墳の掘り込みのはじまる上端部は,丘陵表土層の風化流失と複合する柱穴群等によって,か

なり原況を損なわれていると思われるが,現状で掘り込み上端が確認できる現存地山生き土上面で

の長さ186cm,同 幅97cπ ,底面長167cm,向 幅81 cπ ,深 さは地形の高い北西小田部92cπ ,低い南東小
口部38cm,平均63cm,長軸中心線方位北29度西を示す。本土墳の上下面とも平面形はllFE丸長方形を

呈し,掘 り込壁面はほぼ垂直,底面は水平面を保ち比較的整然と掘 られている。底面のほぼ中央部

に径30cm× 33cm,深 さ約 5 cπの柱穴状の円形穴が検出されたが,本土墳に直接ともなう柱穴として

は浅 く,周辺の柱穴群との関係もあって,その実際については不詳である。なお本土壊内には,本

上壊が埋没する過程で上方から流れ込んだ形状で,か なりの量の弥生式土器片と磨製石斧 1が検出

された (図版41)。 各土器片とも現存掘り込み壁上端から35cπ～70cπ ほどのところに遊離埋没して

いて土墳底面に密着するものは発見されなかった。

第 1ビ ット内出上の土器片 (図 76)

(1)9)は □縁部が外傾する壺形土器□縁部である。(1)は拡張された端面が水平な面となり,端面に
へら先工具で刻文された綾杉文と,頸部に現存 3条の断面三角形を呈する貼り付け突帯上に,単位
および配置は不明ながら棒状浮文が施されている。(2)口縁部に近い頸部外面に爪形文を続らせた 1

条の貼り付け突帯が続る。13)に )は甕形土器口縁部である。旧)は くの字形に外反する口縁端部はやや

拡張されているものの無施文である。 14)上下に拡張された国縁端面に浅い凹線文 3条が段 状 に続

る。151～ 19)は斐形土器および壺形土器器底部片である。すべて平底であるがなかに底面が弱い凸レ

ンズ状にふくらむ151と ,逆に凹レンズ状にくぼむもの(0がある。仕あげ調整は器表が荒れて判然と

しないものが多いが,概 して,器表外面は器胴上半部は横方向へら磨きおよび横なで,下半部は縦

方向へら磨き,内 面はおおむね縦方向へら削り調整であるが,な かに(ηのように器表底部にへらllj

り痕や指頭圧痕を残すものもある。

住0～闘は高ネロ縁部片である。杯口縁部が稜をもってやや内傾して立ちあがり,日 縁部外表に 4

条～ 6条の凹線文が続るものと,部縁部が段をもって皿状に大きく外反するものの 2種類があるが ,

ともに口縁部は横なで,外部内外面とも丹念なへら磨き調整が施され,琢底部は円板状の粘土板貼

りつけである。仁0～俄9はほぼ同形式の長脚高不脚部片である。フラスコ状の脚裾部をやや拡張させ

て端面上部に稜をもつ。脚柱部にへら先状工具による沈線文,あ るいは櫛描きによる沈線文を数段

続らせ,脚裾部に縦長三角形透孔を施しているが,いずれも内面まで貫通していない。脚部器表外

面は縦方向へら磨き,同 内面は横方向へら肖じり調整が施されているが,脚柱上端部内面には製作時

―一■74-
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に絞り込んだ縦 じわが残るものが多い。

7.第 2ピ ット (図 75,図版40)

第 2ピ ットの北西小口隅と一部で切り合って,その南西にL字形に重複して位置する隅丸長方形

の上墳である。現存地山生き土上面での長さ130cm,同幅65cπ ,底面長l15cm,同 幅46cm,深 さは地

形の高い北西部87cm,低い南東部72c鶴 ,平均80cπ ,長軸中心線方位は北60度東を示す。     |

平面形は上下面とも隅丸長方形を呈し,掘 り込み壁面はほぼ垂直,底面も水平な面を保ち比較的

威
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整然と掘られ,第 1ピ ットをやや小形にした同巧の形態を示すが,掘 り込みの深さは本土装の方が|

深 く,底面比高は約10cm低 い。本土壊内は丘陵表土層の風化土で埋没していて,若千の遊離土器片

を散見したのみで,他に何の施設物も認められない素掘り土墳である。第 1ピ ットとの切り合いか

ら先後関係を明確にすることはできなかったが,その形状などからほぼ同一時期の所産と考えられ

る。

8.第 4号住居llL(図77,図版40)

第 2支群柱穴群の南西端部に,等高線走向に沿って直線的に,長さ約 7π にわたって丘陵斜面を

掘り込み,その下方に隅丸長方形状の幅狭な削平整地面を造成している。この肖」平整地面は現状で

は長さ6.6577b,幅 l。 7π の水平面を保つが, 地形の低い倶1の南西斜面は崖状の急傾斜となり, かっ

てはもっと幅の広い造成面が埋め出しによって整地されていたのが,その後の風化等によって流失

し,現状では直接地山生き土面に掘り込まれた肖J平面のみが遺存する形状を皇していた。現状では

掘り込みの深さ約0.38π を測り,壁面に沿う整地面のまわりには,幅 8～ 19cm.深 さ 4 cm～ 8 cmの

浅い壁帯溝状の溝遺構が施されている。またこの床面上には柱穴痕20本分が検出されるが,先の柱

穴群との複合の関係もあって,住居址としての組み合せ関係や構成は明らかにできなかった。

しかし当丘陵群所在の集落遺跡では,こ うした急斜面部に,等高線走向に沿って長辺をもつ幅員

の狭い長方形で棚田状を呈する削平肇地面を造成して,丘陵斜面を掘り込んだ壁面に平行する直列

状に並ぶ柱穴がしばしば発見され,平地式とか高床式等の形態は不明なまでも,長方形プランをも

った長屋状の建物が存在 した可能性が考えられるのである。本削平整地面の場合も柱穴の配列状況

は判然としないまでも,整地面の周囲に掘り込み壁面に沿った壁帯溝を続らせ,整地面に柱穴多数

、が遺存することから, 1辺約 7π の隅丸方形あるいは長屋状の住居が存在していた可能性が強く,

一応第 4号住居址として記載した。

9.第 5号住居址 (図 78)

第 2支群柱穴群に連続してその西方緩斜面に位置する隅丸方形の竪穴式住居上である。そ
こは第

4号住居llLの西方約 7π ,比高にして約 2π上位の標高約86れ の地点にあたり,用 木山丘陵頂の平

坦面から傾斜の急な南東伐1斜面に臨もうとする肩部緩斜面である。本住居址が丘陵頂に近
い高所に

立地するためか,丘陵表土層の風化流失が著しく,現地表面がそのまま丘陵地山生き上 面 で あ っ

た。したがって本住居址の遺構面も極めて浅 く,そ の大半は掘り込み壁面および床面も含めてすで

に流失していた。すなわち表土を泉]上 した段階で直ちに住居 llL床面と壁帯溝の一部が検 出 され
た

が,床面が遺存するのは直接丘陵地山に掘り込まれた部分の,地形の高い北西部約 4分の 1程度の

遺存である。

本住居 l■を現状から推測すると,丘陵斜面を建築しようとする住居の規模に合せて,等高線走向

に沿って深 く掘り込み,その下方を削平整地して宅地面を造成し, 1辺約 4。 7π の隅丸方形の竪穴

式住居を建てたものと考えられる。現況では等高線走向に沿った床面幅
4.7π ,それに直交する床

面遺存部幅約3.lπ を測るが,床面全体が地形の低い南東へ比高約 0.35π で下傾し,そ こから多い

―-177-一
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急傾斜面となっている。掘り込み壁面は地形の高い北西部で約20cmの段差を示すものの,大きく崩

れて現状では勾配約35度の法面状を呈し,南東方向へ約 1970寄 った部分では完全に消滅して,床面

との比高は認められなくなる。

壁帯溝は幅10cm～ 17cm,深 さ 4 cπ～ 7 cπ ,断面形が上向の拠物線を示す浅い溝遺構として,地形

の高い倶1にのみ遺存しているが,本住居 l」Lの規模と形状を証明するように鑓状に続っている。柱穴

は現存床面部に11本分検出されるが,南東半部を消滅しているため,現状からは組み合せ関係は明

らかでない。本住居 llLの規模から推定すれば,床面四隅に各 1本 の 4本柱と中央 2本で充分組みた

てられ,その他は本住居址と複合して何回か建て替えが行なわれた柱穴痕と考えられる。

なお本住居llLの南西部に 8本,南東部斜面に13本計21本分の柱穴痕が検出され,なかでも南東部

柱穴群は,径 71 cm× 61 cmの 楕円形ピットを中心に続るように配置しているなど,先後関係とか住居

llLの形態は明確でないが,本住居 l■_を中心として少しづつ位置を変えて複合する住居を,少 くとも

前後 3棟以上にわたって増改築されたことを示している。

10.第 6号住居llL(図79,図版41)

第 5号住居址の西方約15π ,標高87.5%の緩斜面に,第 5号住居址とほぼ同様の立地で所在する

円形の竪穴式住居址である。本住居址の南西約1577tに はこれまた同様立地で第 7号住居 址 が所在

し,ほ ぼ等間隔で 3棟の住居が,丘陵頂に近い高所に並存立地していたことになる。本住居址も丘

陵表土層の風化流失等によって遺構面が浅 くなり,地形の低い倶1の南東斜面部では床面も含めて大

半がすでに流失していて,現状では約2分の1程度の遺存であるが,現存部の遺存状況はかなり良

好でその大要を知ることができた。

%二 ___   4m

目写 住 居 址 実
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第80図 第 2支 群 第 7号 住 居 l■ 実 測 図

本住居量の掘り込み壁面は,地形の高い倶1に ほぼ半円形プランで遺存し,現状でそれが確認でき

る現存地山生き土上面での直径 6。 75π , 同床面径 5。 7π , 壁高は最もよく遺存する北西中央部で

○。76π を測るが,地形の低くなる南東部にかけて漸次低くなり,自 然消滅の形態を示すとともに,

掘り込みの角度も約60度の勾配の法面を呈し,原況を大きく損なっているようである。

床面は現存部ではほぼ水平な面を保つが,等高線走向に直交する中央部での最大遺存幅 2.4π よ

り下方は崖状の急傾斜面となっている。この床面上には図示したように,一部で重複しているが同

心円状の 3本の溝状遺構と柱穴痕10本分が検出された。溝遺構はいずれも同一平面上にあって段差

を示さないが,すべて円弧状を示している。これを夫々同一立地で建て替えられた円形住居址の壁

帯溝とすれば,各 々の床面推定径は内狽1よ り,4.2π ,5.6π ,5。 7π となる。柱穴は地形の低 い倶1

の南東半部が流失しているため,その組み合せ関係が明らかでないが,中央柱とそれを続る数本の

柱で構成されたものと推察される。

本住居址は当丘陵地山の風化上で埋没していたが,若千の弥生式止器片が遊離散見され た ほか

は,先述の溝遺構および柱穴痕を除いては,焼土面等の遺構や施設も認められなかった。

11.第 7号住居llL(図80,図版41)

第 6号住居址の南西約15π ,標高約87.2π の緩斜面に,第 6号住居址とほぼ同様立地 で 所在 す

る隅丸方形の竪穴式住居址である。当該地も丘陵表土層の風化流失が著しく,現地表下約27cπ で本

住居址掘り込み壁面の上 端部を検出したが, その大半はすでに流失していて, 現状では僅かにそ
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の痕跡をとどめる程度の遺存であった。また本住居量の南西部約 lπではすでに工事によって比高

約15π の断崖状に切断されて調査不能の状態となり,本住居 t」L支群の全貌を知ることができなかっ

た。

本住居llLは等高線走向に沿って 1辺をおく形に掘り込まれているが,南西隅は今次工事によって

削平され,地形の低い南東部は風化流失していて詳細は不明である。現状では等高線走向に沿う長

さ3.9π ,それに直交する床面最大遺存幅1.3π ,現存壁面高0.2π を測るが,現存部床面はほ ぼ水

宰な面を保ち,壁帯溝と柱穴 4本分を遺存する。柱穴は図示したように床面北東隅部では 3本分が

若千位置がずれた程度に重複し,同一立地同一規模での柱の交換あるいは建て替えが行なわれたこ

とを示しているが,それに対応する約0.5π 南西の柱穴で,四隅各 1本計 4本柱で構成された屋 根

構造と仮定すると,本住居址の 1辺の規模は床面長約 4.5π の隅丸方形の住居llLで あったと推察さ

れる。

本住居 tlLも 当丘陵風化上で埋没していたが,溝遺構および柱穴のほかは,遺構や伴出遺物は何も

認められなかった。

第 4節 第 3住居址支群

1.第 3住居址支群の概要 (図 81,図版42)

第 2住居址支群第 5号住居llLの南約10π ,比高約 2πを降った丘陵斜面から,用 木山丘陵頂の西

端を分岐点として南出する尾根支脈東倶1斜面にかけての約40π 間に,互いに段差をもって切り合い

ながら連続立地する14棟の住居llLが ,ま とまりをもった一支群を形成している。これを第 3住居址

支群とした。

本住居址支群の南西部にある丘陵尾根支脈稜線部は,今次開発工事によってすでに断崖状に切断

され,ま甚崖縁状となった住居l■支群内には図示したように,住居llL床面を大きく掘り込んだ横穴

式石室を内部主体とする,径約30π の岩田古墳群第 8号墳(E8)が複合立地するなど,本支群がさ

らに南西部に広がっていた可能性と,現存部においてもかなりの損傷と消滅が考えられるが,その

実際は明らかでない。したがって本支群の現存部を概観すると,東南に下傾する谷懐状丘陵斜面の

中央付近にあたる標高約84π の地点から,南西の尾根小支脈東倶1斜面の標高80π付近にかけての,

約40π で比高 4π降る緩斜面に,地形傾斜に合せて斜方向に少しづつ位置をずらせながら,段差を

もうて切り合う14棟の住居址群を構成している。これらの各住居llLは互いに切り合い複合するもの

が多く,当該地のスが―スや遺構の配置状況からみて,実際には 7棟～ 8棟程度で構成された住居

量支群と考えられる。

本住居址支群の周辺部は丘陵表土層の風化流失が著しく,各遺構面も地形の低い南東部は床面も

含めて大きく流失し,当丘陵を形成する花南岩風化土で二次埋没しているなど,保存状態はあまり

良好ではなかった。そのため伴出遺物についてもかなりの量を出上している害1には,ほ とんどが遊

離流動していて各遺構との結びつきは明確ではなく,ま た複合する住居址についても層序的な講別

が困難のため,4El々 の遺構の年代や先後関係を明らかにできなかった。しかし本住署止支群と複合

―…181-―
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立地する岩田第 8号墳は,径約30π ,墳高約 2.2π の墳丘盛り上のほとんどを,多量の遺物を包含

する灰黒色有機上で築造され,弥生式土器片約200珍 ,石鏃109本 をはじめ蛤双石斧や石庖丁等総数

129点 の石器類を発見した。当古墳の墳丘盛 り土は古墳周辺部の丘陵表土層の土砂で築造され た と

考えられ,少 くとも 6世紀代までは本住居址周辺部は,こ うした遺物類を多数包含する有機上で覆

われていたと推察される。なお岩田第 8号墳については稿を改めて,本発掘調査概報第 6集 に「岩

田古墳群」として報告しているので参照されたい。

2.第 1号住居址 (図 83,図版43)

本支群の北端にあって最も地形の高い標高84π に位置する住居tlLで ある。住居llL上半はすでに風

化流失し,地形の低い倶1の南東部も東半を第 2号住居tlL,西半を第 3号住居llLに よって,段差をも

って大きく切り込まれ,現状では約 3分の 1程度の遺存である。

本住居址は現状で確認できる現存地山生き土面でみると,地形の高い債1の北東斜面を等高線走向

に沿って,カ ーブの緩い円弧状に長さ9.5%,深 さO。 9π掘り込み,そ の下方を削平整地した造成面

に建てられている。この造成面は,現状では等高線走向に沿う長さ約 8.7π ,それに直交する最大

遺存部幅2.2π を遺存するが,ほ ぼ水平な面を保ち,掘 り込み壁面から5 cπ～20cm離 れた内側 に,

円弧状に続る幅10c4～ 24卸 ,深 さ 6 cπ ～ 9 cmの溝遺構と,柱穴13を検出した。造成面南東部を複合

する住居址に大きく切られているため,柱穴の配置とか組み合せ関係は不明だが,壁面と平行する

約 6.2れ の間にほぼ等 FEl隔で並ぶ 5本の柱穴が発見され注目された。溝が壁面から離れ,し かも溝

内外の造成面に高低差が認められないこと,ま たこの溝を円形住居址壁帯溝と仮定すると推定径は

14π を越えて,当 該地の傾斜度や遺構の現状からそれだけの幅員が確保できず,本住居址は造成面

の地形の高い倶1に排水溝を敷設した,長 さ約 6.5π 程度の長方形プランの長屋状建て物と推察され

るも

住居址内はほとんどが当丘陵風化上で二次埋没していて,若千の遊離土器片を発見したが,直接

整地面に密着出上したものは,図 82に示した甕および壺の口縁部片各 1点である。ともに口縁部を

やや拡張しているものの無施文である。

なお本住居址造成面の北東端にあたる現存壁面上端肩部に,現地表面に上部を露呈して奈良時代

の須恵質蔵骨器一括破片が,当丘陵に数多く産出する児頭大の花岡岩割り石数個で囲む形状で発見

されたが,本発掘調査概報第 6集に「岩田土墳墓群」として報告しているので,こ こでは指適する

にとどめる。

3.第 2号住居址 (図 83,図版43)

2

0         10Cm

第82図 第 2支群第 1号住居址床面出土の土器実測図
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第84図 第 3支群第 2号住居 ll■床面出上の土器実測図

第 1号住居址の南東部床面を約80cmの 段差で切り合 う住居 l■である。隅丸方形の竪穴式住居址状

の掘り方を示すものの,遺構面の風化流動が著しく壁面は約35度の勾配の法面となり,ま た遺構東

半部は雨水等によって生じた谷溝状のくぼみ,地形の低い債1の東南部は約 2π幅の平地面を残して

流失しているなど保存度は低い。現存整地面上に不整然な配置で 7本の柱穴痕が発見され た ほか

は,壁帯溝とか焼土面等の遺構は何も認められない。 したがって本遺構面は形式等については不明

ながら,住居tlLが存在 したであろうと推察できる程度である。

本遺構面は掘り込みも深 く遊離土器もかなり出土したが,二次埋積によるためか年へ幅が見受け

られる。 (J鬱 )甕□縁部をくの字形に外反,日 縁端を上下に拡張して端面にEIl線文が続るが,唸 )は施

文の後横なでされ凹線文はおぼろとなっている。13)短頸の甕□縁部片で無施文。 14)頸部から口縁部

にかけて大きく外反して広がる壺口縁部片。日縁喘面および□縁上面に各 5条 と,頸部外表に現存

2条の回線文が続る。現存部器表外面に縦方向,国 内面に横方向届1毛目調整痕がある。15)～ 18)甕お

よび壺の器底部片。いずれも平底である。

19)～ llll高琢口縁部片。19)□縁部は稜をもって大きく外反して開き,外表稜部上方に 1条の回線文

が続る。 l1011111口 縁部は稜をもって外傾して立ちあがり,住0回縁外表に 3条の回線文,llllEl縁 端面に

2条の浅い凹線文が続る。ともに□縁部は横なで調整である。住a太鼓胴状の膨みをもつ脚柱片。胎

土焼成からみてЮ)に伴なうと思われる。 l131外部底の円板状粘土の貼り付け痕と,脚柱内面の絞り目

痕を顕著に残す。脚柱内面は横方向へら削り,その他はへら磨き調整である。仁』l151脚裾端部はやや

拡張され,端面に各 2条の理線文が続る。仁』三角形透孔は下端部のみの貫通である。

4.第 3号住居址 (図83,図版43)
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第 1号住居址の南西部床面を一部切り込んで,第 2号住居址の西に併存する円形の竪穴式住居址

である。南東部床面を第 405号 住居 l■ に約70cmの 段差で切り込まれ,現状では地形の高い倶1に約
3分 1程度の遺存である。壁面は最もよく遺存する第 1号住居 l■床面を切る部分で深さ33cmを 測る

が,勾配約60度の法面を呈する。また床面も最大遺存部幅 2.3mを測るが,全体的に地形の低い南

東へかなり下傾し保存度はあまりよくない。本住居址の規模は,壁面カーブから推定して床面径約

6.9π 程度と考えられる。床面のまわりには幅13cπ～15cm,深 さ 4 cπ～ 8 cmの 壁帯溝を続らせ ,現存

床面上に柱穴痕 8と 径100cm× 86cπ ,深さ16cmの 不定円形のピット状遺構 1を検出したが, 他の住

居llLと の切り合いや床面の風化流失等のため,柱穴痕の配置も整然とせず,そ の組み合せ関係とか

構造について明らかにできなかった。

5.第 4号住居址 (図84,図版43)

第 3号住居 l■床面の中央部付近から南南西の丘陵斜面にかけて,等高線走向に沿って弓弧状に掘

り込み,下方に肖じ平整地した造成面であるが,地形の低い俣1の南東部を第 5号住居址によって,比

高約18cmの段差をもって大きく切り込まれ,現状では等高線走向に沿う長さ約 5。 8π ,そ れに直交

する幅約1.3π ,掘 り込み壁面の深さ約35cmの ,幅の狭い棚田状平坦面となっている。

この造成面には現在 9本の柱穴痕が検出されたが,互いに切り合 う第 3号住居址および第 5号住

居luLと複合していて,その組み合せ関係も半」然とせず,ま た壁帯溝とか焼土面等を伴な わ な い た

め,詳細は明らかでない。 しかし,本整地面から第 5号住居址整地面へかけて,直径約 4.5%で 円

形に続る柱穴列と,そ の中程に 2本対の中心柱となると推察できる柱穴痕の配列が認められるとこ

ろから,現状では風化流失や住居址の切り合いで明確ではないが,も と径 6π 前後の円形竪穴式住

居を建てるための,宅地造成 lh~で あったとも考えられる。

6.第 5号住居llL(図82,図版43)

第 2号住居 l■南西隅から第 4号住居址南西端にかけての約 9π にわたって,各住居量床面を約18

cm～ 25cmの段差をもって大きく切り込み,地形の低い倶1の南東斜面を削平整地した造成面である。

当該地の丘陵表土層の風化流失も著しく,本造成面も地形の低い南東部はすでに流失されているら

しく,元の丘陵斜面に近い状態の傾斜面となっていたが,本造成面は現状では等高線走向に沿う長

さ約 8。 7π ,それに直交する幅約2.5π の幅の狭い棚田状を呈していた。       ・

この造成面には現存14本の柱穴痕が検出されたが,実際には重複する第 2～ 5号住居量に伴なう

柱穴痕もかなり存在 し,直接本整地面に関する柱穴痕は少ないようである。本整地面の ほ ぼ 中程
に,L字状プランで掘り込まれた壁面と,隅丸方形を示す溝遺構が検出された。掘り込みの深さは
現存地山生き土面で約20cm,溝遺構は幅12cm～ 18cm,深 さ 4 cπ～ 6 cπ , 1辺長約4.3π を測り, も
とここに隅丸方形の竪穴式住居llLが存在 したことを物語るとともに,本整地面はこの竪穴式住居を

建てるための宅地造成面と考えられるのである。

なお本住居llLの南東約 3π～ 5π の丘陵斜面にも,段状の浅い掘り込みと削平整地痕らしいもの

を幾段か検出したが,表土層の風化流失が著しくて遺構面も浅 く,ま た柱穴痕等の付帯遺構も発見
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できなかったため,こ こで付記するにとどめたい。

7.第 6号住居址 (図 85,図版44)

第 4号住居上の南西に連続してさらに南西方向に,等高線走向に沿って丘陵斜面を削平整地した

造成面がある。 しかしこの造成面の地形の低い倶1の南東部は第 7号住居 l■ によって,約 45cπ の段差

をもって大きく切り込まれ,ま た南西部は岩田第 8号墳石室構築の掘り方によって掘り込まれてい

るうえに,当該地そのものが岩田第 8号墳の墳丘下整地面および周浪部と重複していて遺存状況は

よくない。

したがって本削平整地面の現状は,等高線走向に沿った長さ約5.5π ,それに直交する現存 幅 約

3.3π の長方形平坦面を呈し,掘 り込みの深さは現存最大遺存部で約0.3mを測るが,全体として地

形の低い南東へ下傾して比高約60cmの緩斜面となっている。この造成面および周辺部を含めて計15

本分の柱穴痕を検出したが,その組み合せ関係や配列については明らかでなく,溝状遺構とか焼土

面も認められなかった。ただ掘り込み壁面と平行する約 6.8π のFElに ,比較的径の大きい柱穴痕 5

本分が,部分的には重複しながら直線的に並んで発見され,平地式か高床式かは不明ながら, 1回

ないし2回程度の改築あるいは建て替えが行なわれた,長方形プランの長屋状の建物が存在 した可

能性が強いことを指適できる程度である。

4.第 7号住居l■ (図 85,図版44)

第 6号住居llLの整地面南東部を切り込み,その北東側に等高線走向に沿って直線的に長さ約 9π

にわたって丘陵斜面を掘り込み,その下方を削平整地した造成面である。南西端部を第 8号住居量

によって切られ,南東から北東端部にかけては風化流失していて,現状では等高線走向に沿う長さ

約8.5π ,それに直交する幅約2.2π の長方形の棚田状平坦面を呈している。このbll平整地面には壁

面に沿って部分的に溝遺構の遺存と,柱穴痕17が検出されるが,各柱穴の配置状況も不整然で,そ

の組み合せ関係や構造等については明らかにできなかった。したがって本整地面を中心として形式

や規模は不明なまでも, 1～ 2回程度の建て替えが行なわれた住居址が存在 していた可能性を指適

できる程度である6

9。 第8号住居lllL(図 86,図版44)

第 7号住居llLの南西隅部を一部切り込み,その南倶1に位置する円形の竪穴式住居址である。丘陵

斜面が南東方向へやや張り出したテラス状の小平坦面に立地するためか,遺存状況は比 較 的 良 好

で,岩 圏第 8号墳の墳端部としてbll平整形された南東部が,床面を含めて一部削平され消滅してい

る程度であった:

本住居l■は当初地形の高い北東部の,現地表下約20cmで掘り込み壁面の上端部が発見され,約 40

cπ掘り降したところで幅約40cmの 棚状平坦面となり,再び約40cπ の深さの壁面となる 2段掘り込み

の形状を呈し注目された。 しかし完掘の結果,内外円とも径6.55π の同規模の直径とわかり,さ ら

に北東端部にもう一段の段差とか床面の重複する壁帯溝状の溝遺構や,深さの異なる多数の柱穴痕
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が検出されるなどにより,少 しづつ南に位置をずらせながら,ほぼ同一立地で前後 3～ 4回 にわた

る同巧同大の住居址が建て替えられたことを示すことが明らかとなった。

したがって本住居址を現存床面をもつ住居について概観すると,現状で壁面上端が確認できる現

存地山生き土面での直径6.55π ,床面径6.2π ,壁面の深さは最大遺存部で40cm,そ の外縁とな る

掘り込みも合せると78cmと なる。床面はほぼ水平な面を保ち,壁面に沿って幅12cπ～25cれ ,深さ 6

cπ～ 9 cmの 浅い壁帯溝が続り,床面中央に89cm× 100cmの 楕円形ピット1と ,床面全体に広が る約

30本分の柱穴痕が検出された。これらの柱穴痕は一見不整然に群在するが,こ れは当該地において

位置をずらせての建て替えが数度にわたって行なわれたためであり,本来は中心線上の 2本の大黒

柱と,そ れを円形に取り囲む 6本～ 8本の柱で構成されたものと考えられる。なお本住居llL床面に

は図示したように,60cm× 70cπ ,80cm× 85cπ の 2か所の範囲にサヌカイ ト剥離片が集中して検出さ

れ,本住居址内においてサヌカイ ト製打製石器の製作が行なわれたことを物語り注目された。

本住居址は多数の弥生式土器片等を含む灰黒色有機上で埋没していたが,伴出遺物のほとんどは

遊離埋没した二次堆積物で,本住居llLと 直接共伴関係を示す出土状況のものは皆無であった。さら

に本住居量は岩田第 8号墳の墳丘下になっており,岩 圏第 8号墳の墳丘内からも多数の出土遺物が

発見されているので,後章出土遺物の稿で一括して述べることにする。

10.第 1ビ ット (図 86,図版44)

第 8号住居tlLの地形の低い側の北東隅部の床面を一部掘り込んだ,隅丸長方形のピット状遺構で

ある。地形の低い東半部はすでに風化流失してかなりの傾斜面となり詳細は不明であるが,現状で

最もよく遺存する第 8号住居址床面切り合い部の深さ40cm,掘 り込み上端長255cπ ,床面長230c為 ,

同推定幅140cm,長軸中心線方位北10度東を示す。等高線に平行する西倶1壁 に沿う底部は水平 位 を

保つところから,原形は床面全体も水平面に掘られた貯蔵穴的機能をもった施設物と推察される。

なお本ピットに連続してさらに北側にも,本遺構と類似する形状で長さ約190cπ の掘り込み跡 が

検出されたが,現状では風化流失が著しくて判然としないため指摘するにとどめる。

11.第 9010号住居址 (図 87,図版45)

第 6～ 8号住居量の南西部に接するようにして,岩 田第 8号墳の横穴式石室が,本住居性支群整

地面を大きく掘り込んだ,長 さ約14π ,幅約 4.5%の掘り方内に構築されている。この石室掘り方

の南東部削平面に,上下 2段に分れた整地面となり,夫々に各数本の柱穴痕が検出される。すでに

古墳築造等により大きく損傷されて詳細は明らかでないが,ス ペース的にもまた地形的にも住居址

の存在 した可能性が充分考えられるので,上段を第 9号住居址,下段を第10号住居址とした。

第 9号住居址とした整地面は,第 7号住居llLの南西部に連続して現存地山生き上面で約20cπ掘り

さげ,南西方向に肖じ平整地しているが,南西部を岩田第 8号墳石室,南を第10号住居址,南東部を

第 8号住居 ll「_等 によって,その大半を切り込まれ,現状では 3π ×6π程度の不定形な整地面とし

て残り, 7本の柱穴痕が不整然に遺存する程度である。 したがって住居の構造および形式,規模等

については不詳である。

――■90-一
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第87図 第 3支 群 第 9γ 12号 住 居 llL実 測 図

第10号住居址とした整地面は,第 9号住居址整地面の南西部を深さ約22cmの段差で切り込み,そ

の南西部に棚田状の削平整地面を造成しているが,北西部に平行する岩田第 8号墳石室,南東部を

第11号住居址整地面によって切断され,現状では約 9π ×4π の細長い棚田状を呈し,柱穴痕
4を

検出するが詳細については不明である。

12.第 11・ 12号住居址 (図87,図版45)

第10号住居■の地形の低い狽1の東南部を等高線走向に沿って約
12π直線的に掘り込みその下方を

削平整地した造成面であるが,そのすぐ南を第12号住居上によって,ほぼ平行して同様に段差をも

って掘り込まれ,上下 2段の重複した造成面となっている。当該地はともに岩田第 8号墳の墳丘下

にあたり,古墳築成時やその後の風化流動によっても原形を大きく損なわれ,掘 り込み面も乱れて

法面状を呈しシャープではない。 したがって上段の第11号住居tlL整地面は長
さ約1lπ ,幅約1.2η l

一一■91-一



下段12号住居 llL整地面は長さ約7.5π ,幅約 lπ のいずれも細長い棚状を呈している。

この整地面には溝状遺構とか焼土面等の遺構は伴なわず,上段に21本分,下段に 6本分の柱穴痕

が検出されたのみである。各柱穴痕は大小さまざまで配置も不整然であるが,上段の掘り込み壁面

に平行して約 8.5π の間に,大半の柱穴が直線状に連らなって集中し,深 さもほぼ一定している。

また下段にもそれに対応した平行する柱穴痕が幾つか検出され,詳細は明らかでないまでも,長方

形プランをもった長屋状の建て物が数回にわたって建て替えられたものと推察される。さらに第11

A、

○彎:

薇

瘍

第 3支 群 第 13014号 住 居 崚 実 測 図
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・12号住居址の関係であるが,位置的にも同時に併存するだけのスペスーもなく,ほぼ同様の構造

をもつ建て物が,若干位置をずらせて整地替えして建て直されたものと考えられる。

13.第 13・ 14号住居址 (図 88,図版45)    ・

第12号住居llLの南東約 8π ,比高にして約3.5π 下降した緩斜面に,第 ll・ 12号住居址の場 合 と

同様,段差をもって併行複合立地する住居址整地面である。上段の第13号住居 llL整地面は,等高線

走 rHlに 沿って長さ約 7.6?π の弓弧状に丘陵斜面を掘り込み,地形の低い南東部を削平整地している

が,す ぐその南東部をそれと平行して第14号住居址整地面が,長 さ約6.3%の直線状に段差を も っ

て切り込み,幅の狭い棚田状を呈している。下段の第14号住居llL整地面は,等高線走向に直交する

約 2.2π 幅はほぼ水平を保つが,それより下方は風化流失して元の丘陵斜面に復していた。したが

って整地面の現状は,上段は長さ7.2π ,幅 O。 75π ,掘 り込みの深さ0.35π ,下段は長さ5。 9れ ,幅

2.2π 掘り込みの深さ15cπ の段差をもった棚田状を呈している。

この整地面には上下段とも,溝状遺構とか焼土面等は伴なわず,柱穴痕が上段に 1,下段に11の

計12本分が検出されたのみである。しかし柱穴の配置は不整然で現況ではまとまりが
つかめず,住

居址の構造や規模について明らかにできなかった。柱穴痕が少ない
ことから,当該地においては,

前後 2回 にわたる整地と建て替えが行なわれた 1棟分の住居址が存在したと推察できる程 度 で あ

る。

第 5節 第 4住 居 址 支 群

1.第 4住居址支群の概要 (図 89,図版46)

用木山丘陵頂から東方に向けて緩やかに下降して延びる丘陵尾根支脈の,標高約82.5π付近の稜

線を等高線走向に沿って長さ約15π掘り込んで,下方の尾根上を削平整地した幅員約 8π程度のテ

ラス状平坦面を造成して,互いに切り合いながら密集する6棟の住居llLが群在する。またこの地点

から等高線に沿って約12π 南西の谷懐状急斜面にも,長 さ約20π ,幅員約 5π程度の棚圏状平坦部

を造成して,約 7棟の住居址が互いに切り合いながら重複立地している。

これら2群の住居llLは中間部に空白があって,大々異なる支群を構成していた可能性もあるが,

前述の第 2住居址支群と比高約 2π下方の,丘陵尾根支脈稜線から谷懐状傾斜面にかけて,それと

ほぼ平行して同じ高位をもって営なまれ,両者を合せて約40π の広がりであることと,当該地が工

事工程の都合で分割された第 1地点の境界にあたり,発掘調査の時点では本遺跡の一部を含めて第

1地点はすでに工事にか力`り,両地区の接続関係や本遺構の全容が明確にできない状況になってい

たため,二応両者を合せて発、4住居址支群として取扱うことにした。            '‐

第 1～ 7号住居址が複合立地する谷懐状斜面は,第 2支群との間が比高約 2.5π の崖状となり,

遺構部も平均勾配約30度の急斜面となっていた。発掘調査の結果,各住居址は互いに切り合いなが

ら皓嚢秩あ嚢差をもちた進晟面に 7棟が重複立地していたが,造成面全体の広さからみて実際l`‐ 11

等高線走向に沿って最大3棟程度の併存がll■界と思われる。遺構面とも床面切り合いのほかに■|`|



の後の風化流失によって地形の低い倶1の南東

部は,床面を合めて大半をすでに失なってい

るが,現存遺構面は調査時点では丘陵の上方

斜面からの風化流上の堆積によって,約 80cm

～90cmと かなり深 く二次埋積していた。本遺

構部の調査の際に第 2支群との間の崖面を,

当該地の地形的条件によって生 じた自然地形

と理解して,あ まり留意することなく調査を

進めていたが,後の第 7支群の調査によって

丘陵斜面を現存地山生き土だけ で も, 深 さ

2.7π も掘り込んで 宅地造成面を造りだして

いることを知った。そのことから本遺構部崖

面もあるいはこうした造成面としての掘り込

み壁面かも知れないと気付いたが,そ の時に

はすでに現地は消滅していて確かめることが

できなかった。発掘調査時の配慮の不充分さ

を反省するとともに,こ の点を指適しておき

たい。

一方,第 8～ 13号住居址が複合立地する尾

根支脈稜線部は,比較的埋積被土も浅 く,現

地表下約10cπ～15cmで住居llL掘 り込み壁面上

端部を検出したが,丘陵尾根部造成面の掘り

込みは,等高線走向に沿って逆弓FIt状に深さ

約70cm掘 り込まれ,発掘を開始する前の外観

でも比高約60cmの段差を示していた。本造成

面においても,段差をもって切り合う6棟の

住居量が存在するが,本造成面の広さから実

際には 2棟の併存が限界と思われる。また各

住居址の遺構面には図版49に も示したように

遺構面のほぼ全域を覆 う形状で約 4π ×10%

の範囲に,本住居群が廃止された後のさして

時期差のない間に投棄された状態の,多量の

弥生式上器片が土器溜り状を呈して埋積して

いて注目された。

なお本支群第 6号住居量の発掘調査中に,

住居址内に複合する古墳時代の上 壊 墓 l基

‐
「
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(図 92中 のZ3)を 発見したが,上壊墓については本発掘調査概報第 6集に「岩田土壌墓群」とし

て,稿を改めて報告しているのでここでは割愛した。

2.第 1号住居llL(図90,図版46)

本住居llL支群の南西端部,第 2号住居址に近接した西方の丘陵斜面に,不規則な配置ではあるが

約10本の柱穴痕が群在していた。この柱穴群の周辺は丘陵地山面も含めて風化流動が著しく,現状

では自然地形に近い傾斜面を呈し,掘 り込み壁の痕跡とか溝遺構等も検出されず,柱穴の径や深さ

もまちまちである。 しかしこの地点は今次開発事業の工事区境にあたり,柱穴群も西南部では一部

を損壊されている形跡もあり,原状はもっと広がりをもっていたと考えられ,ま た本住居tjL支群造

成面内に位置し,隣接する第 2号住居址によって段差をもって切断されていることも予想されるな

どから,現状では形式とか規模等について全 く不明ながら,住居址が存在していた可能性が強く,

第 1号住居址として記載した。

3.第 2号住居址 (図 90,図版46)

円形の竪穴式住居llLで ある。現状では直接丘陵斜面の地山生き土層に掘り込まれた,地形の高い

北西部のみの約 2分 の 1程度の遺存である。地形の低い南東半はすでに床面も含めて風化流失し,

かなりの急斜面となっている。またlF8り 込み壁面の遺存する北西部についても,上半部は流失して

いて竪穴外縁部の施設や構造は不明である。

本住居址の掘り込み壁面の中間部に,幅約20cm程度の棚状平坦面が認められ, 2段掘り込みの形

状を呈しているが,棚状部および床面に夫々壁帯溝状の溝遺構をもち,床面柱穴痕にも重複が見ら

れることから,ほ ぼ同一立地で地形の低い南東へ約30cπ ,深さ約30cπ ずらせた形で,ほぼ同巧同大

の住居址が改築されたものと思われる。本住居 l■の規模をそれが確認できる現存地山生き土面
の現

状で推定すると,壁面上端径6.36π ,床面径5.lπ ,壁面の深さは最大遺存部で0.53π となる。

壁面は改築時の切り合いおよびその後の風化等によりかなり乱れているが,遺存部の形状から原

形は垂直に近い円形の整然とした掘り込みであったと推察される。床面は現況で等高線走向に直交

する最大遺存幅1.9π を遺存するがほぼ水平な面を保ち,幅 8 cπ ～10cπ ,深 さ 4 cm～ 8 cπ の壁帯溝と

柱穴痕 6を検出した。 しかし柱穴については本住居llLが複合 しているうえに床面の遺存度が低 く,

その組み合せ関係や構造を明確にできなかった。なお段差をもって切り合 う上段住居址床面と,本

住居址床面の比高は約30cπである。

4.第 3号住居址 (図 90,図版46)

本住居 l■の北債1に続 く丘陵斜面は,現在平均勾配約21度の傾斜面を呈するが,約 3.5π ×3.5π の

範囲に柱穴痕16が検出された。各柱穴の配置も整然とせず, したがつて住居址としての組み合せ関

係等も明らかでないが,当該地内に丘陵斜面を切り込んだと思われる掘り込み痕も,僅かにではあ

るが 4か所検出され,第 1号住居址の場合と同様,保存状況はきわめて悪いが住居址の存在した可

能性も考えられるため,一応第 3号住居址として記載した。
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5.第 1ピ ット (図 91,図版46)

第 3号住居址柱穴群の北東部と一部複合 して,等高線走向に沿った北51度東に長軸中心線を置い

て掘り込まれた,隅丸長方形のピット状遺構である。地形の低い南東隅を床面の一部を含めて風化

流失しているが,ほぼその大要を知り得た。現状で掘り込み上端が確認できる現存地山生き土面で

の上端長233cπ ,同幅125cm,床面長207cm,同幅105cπ ,掘 り込みの深さは最もよく遺存する地形の

高い北東倶1壁部で47cmを測る。床面は等高線走向に沿う長軸ではほぼ水平位を保つが,それに直交

する横軸面では地形の低い南東に下傾し,両端部での比高は約27cπ を測る。床面上に複合する3本

の柱穴痕基部がみられるほかは,何 も認められず,素掘りの土壊であったと考えられる。

6.第 4号住居llL(図92,図版46)

第 1ピ ットと第 6号住居址の中間部,第 5号住居址の北西部にあたる傾斜面,約 2.5π ×3.5π の

範囲に群在する柱穴痕12本分を検出した。これらの柱穴の中には径が50cπ を越す大形のものもかな

りあるが,配置状況も整然としないうえに掘り込み壁面とか溝遺構等も認められず,こ れだけでは

住居量と断定できない現状である。しかし位置的に本住居llL群内のほぼ中央部にあって,近接立場

する第 5号住居llLや第 6号住居量によって,その一部をすでに複合切断されていることも考え´‐れ

るため,一応第 4号住居址として記載した。                     ・ ■■■
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7.第 5号住居址 (図 92,図版46)

第 4号住居址の南東部から第 6号住居址床面の南西部にかけて,等高線走向に沿って深さ約60cれ

の段差で掘り込まれた竪穴式住居ttLで ある。すでにその後の風化流失等によって地形の低い倶1の南

半部は,床面も含めて大きく消滅され,現状では床面遺存部幅約1.2π を残す程度である。

本住居llLは現存部の形状から 1辺の長さ約 4π ほどの, 4隅各 1本の 4本柱で構成される隅丸方

形竪穴式住居址と推定されるが,現状では残存壁面に沿う幅 8 cm～ 12cπ ,平均深約 6卸の壁帯溝と

柱穴痕 6本が遺存する。柱穴痕のうち直接本住居llLに伴うのは 2本のみで,そのほかは重複したり

若千位置がずれた形状を呈しており,本住居址と複合する他の住居址に伴うものか,あ るいは本住

居址がほぼ同一立地で同規模の住居を建て替えられたことを示すものと思われる。

8.第 6号住居址 (図 92,図版46)

第 2住居llL支群との間の崖面に接するように位置する円形竪穴式住居址である。地形の低い倶1の

南半部を第 5・ 7号住居址により切り込まれ,さ らに風化流失等も加わって現状では約 2分の 1程

度の遺存である。

地形の高い北斜面に遺存する掘り込み面も,西半部は古墳時代土墳墓 (Z3)や 第 4号住居tlLと

複合 してかなり乱れ,最 もよく遺存する部分での深さは,現存地山生き土面で約60cπ を測る。床面

は地形の低い南倶1へ若千下傾しているものの,第 7号住居l■に切り込まれるまでの,最大遺存幅約

2.9π はほぼ平らな面を保つ。床面のまわりに平均幅約14cm,同深さ約 4 cmの 浅い壁帯溝を続らせ ,

柱穴痕 8本分を遺存する。柱穴の中には同一立地で重複したりややずれて切り合 うものもかなりあ

り,柱の交換とか建て替えを示しているが,現状からではその組み合せ関係や構造について明らか

にできなかった:

本住居址の規模は壁面や壁帯溝の形状から,現存壁面上端部径約 5。 7π ,床面径約5。 4π程度であ

ったと推察される。

9.第 7号住居址 (図 92,図版46)

第 6号住居量の地形の低い倶1の南床面を,比高約60cπ の段差で等高線走向に沿い直線状に掘り込

み:その下方を削平整地した幅狭な棚田状造成面である。当該地は急斜面に位置するためか表土層

の風化流失が著しく,造成面の幅も場所によっては約 lπ を遺存するが大部分は40cm～ 50cm程度を

遺存するのみでその南側は勾配40度を越す急斜面となっている。また掘り込み壁面も大半は法面状

に大きく斜傾し,東端部はずでに流失,西端部は第5号住居址に切られ,全形は不明の状態で現存

長約5。 7πを測る6「

この造成面には掘り込み壁面に沿って東流する幅30c鷺～35cm,深 さ10cπ～15cmの浅い溝遺構と,

それに近接平行する第 5号住居址床面の一部をも含めて約 5。 9π の間に,11本分の柱穴痕が直all状

に並んで検出された。本造成面の南半部が大きく流失しているため詳細は不明であるが,こ の柱穴

列は,長方形プランの長屋状の建て物,あ るいは当該地が急斜面に立地し第 6号住居tlL等 の規模や

位置的関係から,当住居l」L支群造成面の流土を防止するための「しがらみ」の杭rllと も考えられる。
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しかし本造成面の場合は排水施設を思わせる溝遺構を伴ない,第 5号住居llLが ほぼ同高位で西方に

隣接立地していることなどから,建て物の存在した可能性が強く第 7号住居址として取 り扱った。

なお第 6号住居址床面の南東部と本造成面東半部の間に,さ らにもう一段の三角形状の小整地面

が設けられ, 0.8π ×2π程の範囲に柱穴痕 6本分が集中して検出された。 このことは第 6号住居

址および本造成面と複合立地する,も う 1棟の建て物が存在したことを示しているが,現状では遺

存度も低 く詳細が明らかでないので付記するにとどめる。

10。 第8～ 13号住居址上の上器溜り (図 93～96,図版49)

丘陵尾根支脈稜線上に複合立地する第 8～ 13号住居 l■のほぼ全域を覆 うように,約 4π ×10π の

範囲にわたって,各住居l■掘り方上方から床面上にかけて,多数の弥生式上器片が土器溜り状とな

って遊離埋積していた。

土器溜りの上器片は各住居址の床面に密着出土するものはほとんど見受けられず,大半が各住居

址の現存掘り込み壁面上端のやや上方から,各住居址床面の上方約10cm～ 15cm浮 いた範囲にかけて

灰黒色有機上とともに埋積していた。各住居址の発掘調査時の現状は,いずれも掘り込み壁面の上

半部および地形の低い俣1の東床面をすでにかなり風化流失していて,本土器溜りがこれらの住居l■

がすべて廃棄された後の, しばらく時間的経過があって形成されたことを示している。 したがって

本土器溜りは,直下に複合立地する第 8～ 13号住居 t」 Lの個々の遺構とは,直接的な関係がないため

各住居llLの記述に先立って土器溜りについて,一括して概要を記すことにした。

この土器溜りは意識的にこの地を選んで一括投棄したものか,あ るいは丘陵尾根上方斜面から自

然に流入埋積したものかは明確ではない。 しかし出土した上器片の総重量は約 170り にもおよび ,

完形または完形に近い土器が現存地において,上圧等によって破砕した形状を呈する一括破片や ,

装飾を施された脚台付壺や大形高外,それに器台など祭祀に伴なうと考えられる器材もかなり見受
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けられた。当該地が地形の高い尾根支脈稜線に位置し,共同体の祭祀を営む場としては恰好の立地

を占めること,こ れだけ大量の上器片は自然埋積し難い地形であることなどから,何 らかの祭祀に

用いられた後の器材を,意識的にこの地に投棄したものと推察されるのである。

出上の土器 (図 96～99,図版80～ 82)

総出土重量は 158.8珍 と多量である。なかには完形または完形に近いものがその場所で土圧等に

よって,一括破砕した形状を呈するものも若千認められたが,大部分は断片的な遊離破片として検

出された。いずれも年代幅の狭いはぼ同一形式の土器片で占められ,器形の識男J可能の回縁部片を

選別して器形別破片数を調べた結果は,壺形土器片133(35.3%),甕 形土器片161(42.6%),1高
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ネ形土器片76(20.1%),器 台形土器片 8(2.1%)と なり,壺 または甕形土器底部片76,高不形土

器脚裾端部片158で あった。

壷形土器 頸部から口縁にかけて大きく外反して広がる国縁部片が最も多数を占める。推定回縁

部径9.3cmの 小形のものから 30。 5cπ の大形のものまで大小多様である (1～ 9,32～ 36等 )。 日縁

部を上下に拡張して 内傾する端面に段状の 3～ 6条の凹線文を続らせ, 中にはその上に棒状浮文

(33036)や竹管文 (34),ま たはへら先状工具による斜傾刻文 (5)や 櫛状施文具による刺突文

を施したものもある。頸部外面には数条の凹線文を続らせるものが多いが,(1037)の ように無

施文のものもある。頸部から口縁部にかけては内外面とも横なで調整で仕上げているが,中には器

表外面に横なで前に施されたIll毛 目痕や,同 内面に横方向へら削り痕とか指頭圧痕を残すものもか

なり見受けられる。

(8038039)は直回する口縁部に数条の凹線文を続らせているが,類形から推して (110470

51)の器胴中央部の張った脚台付直 EEl壺形土器 EIl縁部片と思われる。完形復元可能なllllお よび6動に

ついて概述すると,llllは 胎土に 2硼大の小砂礫を僅かに含む程度の良質粘土を用い,焼成は普通で

黄褐色を呈する。若千の焼歪みをみせるが,器高20～ 21 cπ ,口縁部径9.3cm,頸 くびれ部径7.4cπ ,

器胴最大部径17.4cπ,脚裾部径10.6cπ,脚高 5。 7cm,口縁部高7.6cπ のほぼ均整のとれた形状を呈す

る。施文は□縁部上半に 5条の凹線文,器胴最大径部に凹圧文,脚上端 くびれ部に螺旋状 3条の沈

線文と三角形透し8個 ,脚裾端部はやや拡張して端面は凹面状を呈する。調整は外面口縁部横なで

胴部上半は幅12御 6本単位の用1毛 目,胴部下半はへら磨き,脚部なで,内面口縁部は指圧後横なで

一瑾



7

出 土 土 器 実 測 図 (掛

―-203-一

Ｃ

ｔ

第96図 第 4支 群 土 器 溜 り



胴部へら磨き,脚部内面はへら削り調整が施されているが,脚部内面上端部に縦方向絞り目痕と壺

下底の円板状粘土板の貼り付け痕を残す。 1511胎土,焼成,□径等はllllと ほぼ同巧である。器高24.1

cπ ,日径 9。 7cπ ,器胴最大径21.8c筋,脚裾径 10。 7cπ ,脚高5.9cm,国 縁部高4.6cmを 測る。施文は回

縁端部をやや拡張して端面に 2条の浅い回線文と,回縁部外面全体に11条の回線文を続らせ,脚部

には貫通しない15個の三角形透 しと,脚裾端部を拡張して 3条の浅い凹線文を続らせている。調整

は口縁部内外面および脚外面は横なで,器胴部外面の上半と内面は昂]毛 目,器胴部外面の下半へら

削り,脚部内面はへら削り調整である。

(12013・ 48049)は 甕状の口縁部に器胴の張った薦平なつくりである。 くの字形に外反するEl

縁端部を上下に拡張して,端面に 1～ 4条の凹線文を続らせ,器胴最大径部の外表に櫛状施文具に

よる斜傾刺突文や,へら先による斜傾刻文あるいは綾杉文を続らせるものが多い。調整等は甕形土

器とほぼ類似するが,器形の形状から推して先述の直園壺形土器と同様の脚台付きと思 わ れ る。

(22～ 24,50)は こうした脚台付土器の脚台部片である。脚裾部に小円子L透 しを施したものを例示

したが,貫通するものと貫通しないものの二種がある。

(9・ 10・ 45・ 46)は 小形の壺形土器である。Ю)器高8。 Ocπ ,日径7.3cπ ,器胴最大径ll.6cπの短

頸壺形土器である。頸部に 2個対となる小円子L2か所を貫孔し,器胴最大径部外面にへら先状工具

による列点文が続る。調整は外表上半部は横なで,下半部へら磨き底部は指圧なで,内面上半部は

指圧,下半部はへら削りである。住0器高11.8cπ ,日径 7.2 cm,器 胴最大径14.3cπの把手付直口壺形

土器である。日縁外面全体に11条の回線文が施され,把手は器壁部に穴をあけ器壁に埋め込んでい

る。調整は口縁部内外面とも横なで,器胴外面上半は刷毛目,同下半はへら磨き,器胴内面上半は

指削り,下半はへら削りである。1451器高17.5cπ ,回径 9。 3cπ ,器胴最大径 15。 9cπ を測る。外 反す る

El縁部の端部を上下に拡張して端面に浅い凹線文 3条を続らせ,頸部に焼成後貫子Lの径 4物の小円

孔 2個 と,櫛状施文具による刺突文を施している。健0器高16.5cπ,日径 8.lcm,器胴最大径 15。 4cm

の直□壺形土器である。器胴最大径部に 1条の凹線文を続らせるほかは無施文である。

甕形土器  (16018025～ 29等 )く の字形に外反する口縁部の端部を上下に大きく拡張させ,内

傾する端面に 3～ 5条の凹線文を続らせる国縁部片である。 (26027)に は凹線文の上から更に竹

管文を施している。 (14015・ 17・ 30)は 口縁端部の拡張はややされているものの,端面の回線は

浅いかあるいは無施文である。 (52～ 54)は甕形土器底部片である。いずれも平底につくられてい

る。甕形土器はすべて破砕片で調整等については部分的にしか明らかにできないが,概 して回縁部

は内外面とも横なで,器胴部外面上半は横方向,下半は縦方向へら磨き,器胴内面上半はへらlllり

後指圧を加えた横なで,器胴部内面上半は横方向,下半は縦方向へら削り仕あげが多く,な かには

器胴外表上半部に届1毛 目調整,内 面上半部に指頭圧痕を施したものもある。

高琢形土器 外部外表に稜をもち□縁部が立ちあがって口縁部外面に数条の凹線文を施したもの

が圧倒的に多数を占めるが,口縁部の立ちあがりは内傾,直立,外傾さまざまである。また回縁部

は稜をもって立ちあがるものの凹線文が施されてないものほ9,凹線文の上から横なでが施されおぼ

ろとなっているもの (6006象)な どもかなり見受けられる。また脚高も低脚師のものと高脚 (60～

62)の ものがあるが,な かにはGЭのように脚高20.8cm,脚 裾端部をやや拡張して端面に数条の凹線

……204-―
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文を続らせたものと,指頭圧によって凹面状を呈するものが多い。脚柱部施文は鋭いへら先状工具

による細沈線文が数条単位で幾段か施され,脚裾部に三角形透しまたは小円孔が続らされたものが

多いが,大半は貫孔していない場合が多い。完形復元可能の1201,修 0,6Dに ついて計測値を夕1示すれ

ば,90器高15。 3cπ ,日縁径17.Ocm,脚 裾部径7.7cπ ,個0器高20。 9cm, 日縁径23.5cm,I脚 裾部径130

cm,6J器 高21.2cm,□ 縁径24.8cπ ,脚裾部径13。 l cmを測る。

これらの高ネの仕あげ調整はいずれもほぼ同巧の手法で,回縁部および脚裾端部は内外面とも横

なで,杯内面と器表外面全体はていねいなへら磨き,脚部内面は荒いへら削り調整が施 されてい
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る。脚部内面上端部には縦方向の絞り目痕と,外部下底面の円板状粘土板の貼り付け痕を顕著に残

すものもある。

器台形土器 いずれも脚部片で全貌は不明であるが,器壁が薄 くすっきりとしたつ くりである。

60,俗 8は 上部に壺または鉢がセットとなった大形の高不状を塁している。 1651を例にとると器胴 くび

れ部上方に現存 3条 ,中段に 8条,裾部に10条の浅い回線文を続らせ,そ の間に二段の三角形透し

が施されているが,三角形透しは下段部の底辺部のみがやっと貫通し,上段部は半透しとなってい

る。 1671で は下段部三角透しも貫通せず,60は長方形透しが貫通 している。上部に壺または鉢の載る

(64,66)の 脚中部には鋭いへら先状工具による細沈線が続らされているが,1641で は 1条づつの分

ち引き,俗Dでは螺旋状単位となっている。器台形土器調整仕あげは,基本的には高不形土器脚部と

ほぼ同巧手法で調整されている。

11.第 8号住居llL(図100,図版47.48)

東へ向けてなだらかに下降する丘陵尾根支脈上複合立地する住居址支群の,地形の高い南西端部

に位置する隅丸方形の竪穴式住居tlLで ある。地形の低い倶1の東床面を第 9号住居 l」Lに よって,比高

62cmの段差をもって大きく切り込まれ,現状では床面の最大遺存部幅約 0。 8π程度で,地形の高い

西方にのみ遺存する掘り込み壁面および壁帯溝の形状から,や っと本住居l■の形式を推察できる程

度の遺存である。

尾根幅の狭い稜線部に位置するためか丘陵表土層の風化流失も著しく,現地表面がそのまま地山

生き上面である。 したがって表土面を祭J上 した段階で本住居llL掘 り込み面の上端部を検出したが,

上半部はすでにかなり消滅されているものと思われる。壁面は現状で勾配約72度の角度で約50cπ の

深さを測るが,北端隅部は切り合いとなって判然としない。床面現存部はほぼ水平な面を保つが,

壁帯溝は南半部に僅かにその痕跡をとどめる程度であり,柱穴痕も北隅床面に 1本分を残すのみで

ある。そのため本住居址の構造については詳細は明らかでないが,現存部の形状から原況は壁部上

端幅約4.2π ,床面幅約3.8π , 4隅各 1本の 4本柱で構成された,比較的小形の隅丸方形竪穴式住

居llLで あったと推察される。

12.第 9号住居llL(100,図 版47.48)    ヽ

第 8号住居l■を地形の低い東倶1へそのまま約 lπ ばかり平行移動させた形状の,隅丸方形の竪穴

式住居址である。床面東半部を第10号住居址によって,約 40cmの段差で大きく掘り込まれ,さ らに

北端部を第11号住居址によって切断されているうえに,南端部は丘陵側斜面に臨む肩部となって若

千流失しているなど,遺存状況はあまりよくない。

本住居址の壁面の深さは,第 8号住居址床面との比高約62cm,床面最大遺存部東西幅 1.7πを測

る。床面は現存する限りではほぼ平らな面を保ち,図示したように南に放射状に開く3条の溝遺構

と,柱穴痕 8本分を検出した。溝遺構のうち西寄りの 2条は後に肖J平された形跡を示し,部分的に

はすでに消滅しているなど全体的にも浅 くなっている。また発掘調査時の断面観察からも,本住居

址が順次少しづつ東南に角を振りながら,ほぼ同一立地で同巧同大の建て替えが行なわれたものと

１
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推察される。柱穴痕は現状では配置状況も整然とせず,複合する住居llLと の関係もあって,その組

み合せや構造は判然としない。本住居址の規模についても遺存度が悪 く明確にできないが,床面長

約 4π程度の住居llLで あったろうと推察される。

なお本住居llLの西に遺存する掘り込み壁面のほぼ中程から,西方の第 8号住居址床面にかけて,

底面比高が本住居Lヒ よりも約20cm高 い棚状の小掘り込み面が存在する。現存部の形状は隅丸長方形

を呈し,第 8号住居址床面での掘り込み上端幅l.5π ,床面幅1.3π ,底面の現存奥行長0.65π を浜1

る。現存部底面はほぼ水平面を保ち素掘りである。東半部を大きく失なっているため詳細は不明で

あるが,長 さ約 2π程度の隅丸方形をした貯蔵穴状の遺構であった可能性が強い。

13.第 10号住居址 (図 100,図版47.48)

第 9号住居llL床面の東半部を比高40cmの段差で大きく切り込んだ円形の竪穴式住居址である。地

形の低い東側ではすでに床面も合めて風イL流失して,現状では約 2分の 1程度の遺存である。掘り

込み壁面も上層部は消滅し東半になるにつれて乱れをみせ,本住居址の平面形をやゃいびつにして

いるが,あ るいは楕円形プランの可能性もある。本住居址の規模は現存部の形状から,床面径約4.3

π程度と推察される。

床面は等高線に直交する東西長約 3mを 遺存するがほぼ水平な面を保ち,壁帯溝 l条 と柱穴痕10

本分のほか,中央部に53cm× 60cπ の楕円形プランのピット状遺構と,その北西に60cm× 80cπ大の焼

土面各 1を検出した。壁帯溝は幅約10cπ ,深さ 3 cπ～ 5 cπの浅い溝である。柱穴は中央ピット状遺

構を続る形で配された, 6～ 8本の柱で構成されるものと考えられるが,中央ピット状遺構内にも

2段掘り方となった柱穴痕が存在することから,あ るいは中央柱の存在した可能性もある。なお本

床面上にはその他数本分の性格不明の柱穴痕が存在するが,本住居址と複合する住居址等に伴なう

ものと推察される。

本地域には第 8～ 10号住居llL 3棟が,階段状に切り合いながら複合立地するが,ス ペース的には

常に 1棟分しか存在し得ない。層序的にみて順次地形の低い東方へ少しづつ位置を移しながら,整

地および建て替えが繰り返されたものと考えられる。

14.第 11号住居IIL(図95,図版47.48)

第 809号 住居llLの北端部を切って,そ の北狽1の丘陵尾根稜線部に位置する隅丸方形の小形竪穴
遺構である。尾根稜線の走向に沿って北85度東に長軸中心線を置き,地形の低い東半部をすでに床

面も含めて流失しているが,現存掘り込み壁面上端部幅1.6π ,床面幅1.39π ,現存床面長約1.9π

壁面高は現状で最もよく遺存する西小口壁で0.3π を測る。

壁面の掘り込みは現状では崩れて法面状を呈する部分が多いが,床面等の形状から元は垂直に近

い整然とした掘り込みと推察される。床面は現存する限りではほぼ水平な面を保ち,壁面に沿って

床面を囲続する平均幅約12cm,深 さ約10卸の明瞭な壁帯溝を有する。また床面上に図示したごとく

柱穴痕 3を検出したが複合する遺構との関係もあって,直接本遺構に伴なうものかどうかは明らか

でない。本遺構の立地,規模および形状等から,貯蔵穴的機能をもつピットとも考えられるが,こ
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第 101図 第 4支 群 第 12013号 住 居 l■ 実 測 図

こでは一応第11号住居址として取 り扱った。

15.第 12号住居址 (図 101,図版49)

第11号住居址の位置する丘陵尾根稜線部からさらに北に向けて,第 8～ 13号住居址群の大形掘り

込み壁面に沿って,現存地山生き土面を深さ約40cπ ,長 さ約 6π にわたって掘り込み,その下方を
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削平整した長地方形の棚日状造成面である。地形の低い東倶1を第13号住居量によって比高約 8 cπ の

段差で大きく切り込まれ,ま た北端部は丘陵尾根側斜面にかかるためすでに流失しているなど保存

度は悪 く,現状では造成面の長さ約5.5π ,幅 0.6π を遺存するのみである。

造成面の現存部はほぼ平らな面を保ち,先述の上器溜りとなった土器片を多量に合む灰黒色有機

上で埋没していたが,溝遺構および柱穴痕も検出されず,単なる生産面としての造成面の可能性も

あるが,後述の第13号住居 l■ と位置的にも約1.5π のずれをみせ, 規模や形状等につ いては一切不

明ながら,第 13号住居址に先行する住居址が存在したとも考えられるため,一応第12号住居llLと し

て取り扱った。

16.第 13号住居址 (図 101,図版49)

第11号住居址の造成面の東半部を,そ れとほぼ平行して比高約10cmの段差で切り込み,下方をllj

平整地した長方形の造成面である。現状では造成面の地形の低い倶1の東から北にかけてはすでに流

失し,壁面も地形の高い倶Jの西壁の長さ5.8π と,そ れに直交する南壁面約2.4π が鍵形に遺存し,

造成面平坦部も直角三形状を呈している。

この造成面は第12号住居llLな どとともに土器溜り状の上器片で埋積されていたが,壁面に沿う鍵

形の溝遺構と柱穴痕11,そ れに南西隅部に焼土面 l箇所を検出した。溝遺構は幅 8 cm～ 19cm,深 さ

6 cm～ 12cmで比較的整然と敷設されているが,柱穴の配置は現状からは判然としない。どちらかと

いうと造成面東端部に柱穴中心間距離 1.6πで並ぶ 2本を中心として,その西方に円形に続る形で

径20cm程 度の柱穴痕の配列がみられるが,こ れでは本造成面の形状とそぐわない。したがって柱穴

痕からでは本造成面に建物が存在したかどうかは明らかでない。

しかし,本造成面の現存部が比較的整然とした平坦面を保ち焼土面を有すること,造成面の南西

隅部に意識的に重ねて置いたと思われる,サ ヌカイ ト原石 3個が検出されたのをはじめ,打製石庖

丁 2,砥石 1が造成面に密着出上し,ほかにも石鏃20,石庖丁 6,「口石 1等多量の石器が遊離発見

されることから,当 時の人々によって生活面として造成されたことは間違いない。そのため,現状

からは建て物の規模とか形状については全 く明らかにできないが,第 13号住居址とした次 第 で あ

る。

第 6節 第 5住居 tlL支群

1.第 5住居llL支群の概要 (102,図版51)

用木山丘陵頂から東と南東に夫々分出する 2条の丘陵尾根支脈の間の谷懐状急斜面,すなわち東

向する尾根支脈南狽1斜面にあたる標高約77π付近から,南東向する尾根支脈北倶1斜面の標高約70π

付近にかけての約70π  FElを ほぼ等高線走向に沿って円BIt状の幅の狭い棚田状削平整地面を造成して

直列状に連なる約16棟の住居l■群が存在する。この住居tlL群 は本来全体で一支群を構成するものと

考えられるが,中央部から北東半は等高線走向に沿って直線状に造成された同一平面上に立地して

いるのに対して,南西半はやや緩傾斜となった側斜面に,各住居量が段差をもって斜め方向に構築



され ,ま た住居構造にも差異がみられることなどから,

ここでは北東半を第 5住居址支群,南西半を第 6住居

址支群と 2支群に分害」して記述することとした。

第 5住居址支群は,谷懐部から東向丘陵尾根支脈斜

面へかけての,平均勾配が約30度の急斜面約45れ にわ

たって,地形の高い北西債1の丘陵斜面を等高線走向に

ほぼ従って直線状に掘り込み,その下方に棚田状の削

平整地面を造成して,住居llL 8棟 とピット2お よび約

20π FElに約80本の柱穴群が直列立地している。当該地

は急斜面に立地しているうえに,丘陵表土層の風化流

動が著しく,地形の低い東南半はすでに大きく流失 ,

遺存する造成面も全体がかなりの傾斜面となり遺存度

はあまりよくない。現存遺構面上には約60cm～ 70cπ の

二次堆積層で埋没し,本支群中央部に約73秒 の上器片

で構成される土器溜りが発見されたのをはじめ,総重

量約 350町におよぶ遊離土器片と,石鏃89を はじめと

する総数 119点の石器類を発見した。さらに本支群造

成面下方の丘陵斜面からも多量の上器片等遺物類が遊

離発見され,その中に下方20π に位置する第 9号住居

llL支群出上の土器片と,同一個体の破片も含まれ注目

された。

本支群の北東端部には,横穴式石室を内部主体とす

る岩田第 9号墳が所在し,本支群と併行して発掘調査

を実施したが,古墳については本発掘調査概報第 6集

に,「岩田古墳群」として稿を改めて報告しているの

でここでは省略した。

なお本支群と同様に谷懐状傾斜面に立地する住居llL

支群は,用木山丘陵頂に所在する第 1支群を最高位と

して,南東の谷部にかけて第 2040507・ 9・ 10

支群と計 7支群が階段状に分れて営なまれていた。こ

れらの各支群は最下段に近接する第 9・ 10支群間を除

くと,いずれも支群間比高約 3π ,同水平距離約 5～

8れ と,ほぼ等間隔で均整のとれた配置関係を示し注

目された。

1.第 1号住居址 (図 102,図版52)
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第102図 用本山遺跡第5支群出土状況図


